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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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スケアリー・モンスターズ











「おい、ガキっ！　ありゃあいったい何なんだっ」

　と俺おれ──イングランド警察ドレイク署しよの刑事エドモンド・ギーエン──は走りながら怒ど鳴なった。いや、叫さけぶと言った方が的てき確かくだ。今現在自分の置かれた状じよう況きようを否ひ定ていしたいがあまり、俺の声はヒステリックに上ずっていた。

　いつもは僅わずかたりとも乱みだれることを許ゆるさないオールバックの髪かみ形がたは俺の大だい嫌きらいなパンクスのようにボサボサで、自分じゃイケてる方だと思っている顔は滲にじんだ汗あせと恐きよう慌こうでかなり間の抜ぬけたものになってしまっている。手に握にぎった拳けん銃じゆうのグリップが汗で滑すべりそうだった。

　クールにきめられないなら死んだ方がマシだと思っている俺だが、それはせめて銃じゆう弾だんとかナイフとかがせいぜいであって、あんな死に方をするのは想そう定ていの範はん疇ちゆうにない。だから俺は妥だ協きようして間抜け面づらで夜よ更ふけのロンドン市内を全速力で走っている。

「化け物です」

　と俺の横を走っていた東洋人のガキが極きわめて簡かん素そに答えた。名は深ふか津つ薫かおる。

　身長は俺より頭一つ分低く、パスポートの表記が本当なら十八歳さい。俺より十も若わかい。男性的な無ぶ骨こつさがまるでないので十代の前半、いや、むしろ女の子が男物の服を着ていると言った方が据わりがよかった──自分の身長ほどもある巨きよ大だいな剣を抜き身で握ってさえいなければ。

「化け物だと!?　ふざけんじゃねえぞバチカンのクソったれ神しん父ぷめっ。二十一世紀になって悪あく魔まだなんて信じているのはてめえらぐれえだっ」

　あまりのシンプルな返答に俺は些いささか激げつ昂こうした。

「エドモンドさんは神の存そん在ざいを信じていますか？」

「んだと？」

「神の存在を肯こう定ていすることは、それとポジとネガの関係にある悪魔を肯定することです」

　薫は堅苦しい言葉を選んで言ってみせ、そしてにっこりと笑った。どうやらちょっとばかりふざけているようだ。

　何なんだこいつの冷静さは……。不意にこいつの呼こ吸きゆうがまったく乱れていないことに気づいた。遥はるかに体力のありそうな自分が息いき絶たえ絶だえだというのに。しかもこいつは抜き身の大たい剣けんを片手で持って走っているのである。

「いいだろう。あれは悪魔さ。認みとめてやるよっ。人間を丸呑みにするなんて芸当ができるのは悪魔ぐらいだ。だからお祓はらいでもなんでもしてあいつを追っ払えっ」

　急に薫が足を止めた。激昂するあまり子こ供どもに八つ当たりしてしまった自分が恥はずかしくなって謝あやまろうとした。しかし薫は俺を制せいし「何か……来ます」と剣を構えてビルの屋上を睨にらんだ。

「な、何かって何だよ……」

　薫の緊きん迫ぱくした表情に俺は息を呑のんだ。近くに停車していたリンカーンに身体からだを隠かくしつつ、ビルの屋上に拳銃を向けた。夜の帳とばりに包まれたロンドン市内は暗く、俺には何も見えない。だがこの悠ゆう然ぜんとしたガキが見せた緊迫した様子に拳銃を握る俺の手が震ふるえ出した。

「エドモンドさんっ、車から離れてっ！」

「えっ!?」

　ビルの屋上から鳥が飛び立った、と思った。しかしそれは物もの凄すごい勢いで俺の視界に広がっていった。つまり屋上から何かが落ちて来たのだ。俺のすぐ真上めがけて。

　俺が転がって身を伏ふせるのと同時に激げき突とつ音おんが深夜の街に響ひびいた。続けて粉こな々ごなになった窓ガラスが降ふり注そそぐ音。俺の月給二年半分のリンカーンが無残にぺっしゃんこになっていた。

　俺は半なかば腰を抜かしていた。屋根の上に人影があった。隕いん石せきでも落下して来たのかと思ったが、それは男物の黒いスーツを着た女だった。しかもとてつもない美人。俺はビルの屋上から人が落ちて来るという状じよう況きようよりもむしろ彼女の美び貌ぼうに言葉を失った。それなりにもてる方だと自負している俺だが、彼女を抱だけるならどんな代だい償しようを支払ってもいいと思った。いや、男であったなら誰だれもがそう思うだろう。

　しかし肉体は逆の反応をしていた。全身が震えていた。三十階建てのビルから飛び降りて平然としていることより、女の凍こおるような目付きに刑けい事じの本ほん能のうが恐怖していた。人を殺した人間は目を見れば分かる、と俺は常つね々づね思っている。だが……何千人殺したら人間がこんな目をするようになれるんだ？

　女はコンバーチブルから降りるようにしなやかに、鉄てつ屑くずとなった高級車の屋根から地面に降り立った。鮮せん血けつのような真っ赤な髪かみがふわりと揺れた。欲よく情じようと恐怖の間で行き来している俺には目もくれず、女は一いつ切さいの感情が浮かんでいない冷たい表情で薫に向かって短く言った。

「待たせたかな、小こ僧ぞう？」

　俺は死を強く予感しながら、今日の昼からあったことを思い起こしていた。




　　　　◇




「いったいどういうことですか、課長っ」

　俺はデスクの向こうにいる中年の上司に向かってほとんど喧けん嘩か口調で言った。みっともないことに感情が抑おさえ切れなかった。

　でも俺にだって言い分はある。首しゆ脳のう会かい談だんを明日に控ひかえ、その警けい備びに就ついていた俺は睡すい眠みん時間をかなり犠ぎ牲せいにしていたし、仮か眠みん中ちゆうにいきなり理由も告つげられず「署しよまで戻れ」とこいつに呼び出されたのだ。ついでに言えばこの課長のハラディという男は、署員が密ひそかに投票を行っている『いつか銃じゆう撃げき戦せんの最中に背はい後ごから撃うたれるだろう上司ランキング』で七年連続首位を独どく走そうしている男だった。

「『どういうこと』だって？　用があるから呼んだんだよ、エド」

「……だからその用よう件けんを聞いているんです」怒おこったら相手のペースにはまるので、俺は深しん呼こ吸きゆうをしてから言った。「私は明日の会談の警備中だったんですよ？　それなのにいきなり呼びつけられて」

「ああ、それだったら心配ない。お前はその任にん務むから外れて別の仕事をしてもらう。お前にぴったりの仕事だ」

「はあっ!?」

　声のトーンが跳はね上あがり、刑事部屋にいた全員が一いつ斉せいに俺たちの方を向くが、デスクの向こうにいるのがハラディだと分かると「ああなるほど」と納なつ得とくして仕事に戻っていった。

「ＩＲＡの党とう首しゆがやって来るんですよ!?　あのテロリストどもも最近はだいぶ静かになってはいるが、首相との会談をぜひとも阻そ止ししたい過か激げきな分ぶん派ぱは山ほどいる。警備の人間は一人でも必要なはずだ。今週に入ってから警備の準備をしていた人間が三人も殺されているんです」

「お前の新たな仕事もある意味、宗教問題だ」

　俺の抗こう議ぎを無む視ししてハラディは奥おくの部屋へと入って行った。部屋にいた灰はい色いろのスーツを着た署員が口だけ動かして「お気の毒」と言った。俺は中指を立ててみせてからハラディの後を追った。

　そこは『多目的』の控ひかえ室しつで、時には逮たい捕ほした容疑者を常に室内の様子が録ろく画がされている取り調べ室ではなくこちらに連れて来て、調書に記き載さいされることのない取り調べをしたりする場所なのだが、今日は過か激げきな匂においはしなかった。

　ハラディは黙だまって部屋に置かれた数台のモニターの一つを指した。そこは応おう接せつ室しつの一つだが、スプリンクラーに模したカメラで様子が映うつし出されている。

「この少女が私の呼ばれた理由？」

　応接室のソファの上に黒髪のティーン・エイジャーが膝ひざを揃そろえて行ぎよう儀ぎよく座っていた。東洋人のようである。滑なめらかな顎あごのラインに、柔やわらかな笑え顔がお。上流階級の縁えん者じやだろうか。どうせだったら五年後にお会いしたかったね、などと思っていると、ハラディがにやにやと笑いながら言った。

「おや、名うてのプレイボーイともあろうお人が性せい別べつを間違えるとはな」

「なっ……これが男!?」

　俺はモニターをまじまじと見つめた。黒髪の東洋人は見たことのない藍あい色いろの法ほう衣えを着ていたが、それはまるで時代がかったドレスに見えた。どう見たって女の子ではないか。

「名前は深津薫。十八歳。国こく籍せきは日本。入国目的は観光。滞たい在ざい予よ定ていは二日。インターポール経由で日本に身分照会したが犯はん罪ざい歴れきはなし。つい一時間前にサー・ウィロビー空港から連絡を受け、ここにお出でいただいた。任意であって、逮捕ではない」

「何が問題なんです？　日本とイギリスが戦争をしていたのは半世紀も前ですよ」

　ハラディは「は、は、は」とわざとらしく笑ってみせてから奥のテーブルを指さした。「とんでもない物を持っていてな」テーブルの上には青年の荷物と思おぼしき物が置かれており、壁かべ際ぎわに立て掛けられた物を見て俺は納得した。

　アーサー王の物語に登場しそうな巨きよ大だいな剣つるぎだった。長さは五フィートもある。手に取ろうとしたが片手では持ち上がらず、両手で抱かかえ上げた。

「サムライ・マニアというわけですか。こんな物を持って今のイギリスに入国して来るとはだいぶイカれてやがる」

「さすがだな、エド。それはちっとも関係ない」ハラディは拍はく手しゆしながら言った。「ただの模も造ぞう刀とうだよ。Ｘ線には真っ黒にしか写らなかったそうだし、抜くこともできん」

　確かに剣は抜こうとしてもびくともしなかった。

「じゃあ……何が？」

　俺はテーブルの上の荷物を見た。やけに使い込んだリュックやハンド・ポシェット。財さい布ふなどが並んでいる。自分がクイズをさせられていることに気づいてカチンときたが、ハラディは何も答えないので仕方なく財布を手に取ってみた。各国を飛び回っていることを示しめすように様々な国の紙し幣へいが無む造ぞう作さに詰つまっていた。

「惜おしいな。正せい解かいはこれだ」

　ハラディはおもむろに自分のポケットから藍色の手帳のような物を取り出して俺に投げた。かろうじて「このクソ野や郎ろうっ」という言葉を飲み込んだ俺だったが、その藍色の手帳の表紙に浮き彫ぼりにされた国旗を見て顔色が変わるのが自分でも分かった。

「これはバチカンの!?　あのガキは国籍日本なんでしょ？　どうしてバチカンのパスポートを持っているんですかっ」

「それだけじゃない。最初のページを開いてみろ。噂うわさには聞いていたが、まさか本当に存そん在ざいするとはな」

　反発するのも忘わすれてページを開いた俺は呆ぼう然ぜんとしながら「本物なんですか？」と呟つぶやいた。そこには直筆でこう書かれていた。『神の代理人の名に於おいて、この者の身分を保ほ証しようします』そして当代のローマ教きよう皇こうの署名サインがあった。

「バチカンに問い合わせてみたところ、確かにそのパスポートを教皇が発行したことを認めた。だがそれだけだ。あの少年が何者なのか、公用で我が国を訪おとずれたのかさえ一いつ切さい沈ちん黙もく。カトリック教国だったら政せい務む次じ官かんクラスが駆かけつけて来てＶＩＰとしてもてなすだろうが、ご存じの通り我が国とバチカンとの仲は最悪だからな」

「……どうするつもりですか？」

「ＩＲＡとの会談が終わるまで余よ計けいな宗教問題はしょい込こみたくない。『観光目的』が本当なら、ゆっくりロンドン見物をしてもらおうじゃないか」

　俺は自分が呼ばれた理由をやっと察した。

「冗談じゃない、なんで俺がっ」

「カトリックはお前の専せん門もんだろう？」

　皮肉に口の端はしを歪ゆがめるハラディに、俺は殺意に近い怒りを覚えた。

「弟のことは関係ないっ！」

「おっと失礼。だがこれは命令だ。明日まで彼の観光ガイドをしてさしあげろ。もちろん一応は監かん視しも忘れるなよ。嫌なら別の就しゆう職しよく先さきを探さがすんだな」

　それだけ言うとハラディは部屋を出て行った。俺は近くにあった椅い子すを思いっきり蹴け飛とばした。




　短い挨あい拶さつだけ済すませて、俺は薫を引き連れて玄げん関かんへと向かった。日本人にしてはなかなか流りゆう暢ちような英語を喋しやべるし、マナーもよく身に付いているようだが、何もかもが気に入らなかった。むしろロクでもない陰いん謀ぼうでも企たくらんでいてくれた方がせいせいした。

　廊ろう下かの反対方向からやや下世話な口笛の音が聞こえてきた。その音で誰が来ているかを察して少し気分がよくなった。

「あら、エド。どうしてこんな所に？　警備はいいの？」

　男性署員の口笛をＢＧＭに現れたのは『リヴァプール・ニュース』の新聞記者のクリス・モーティマーだった。今日もいつもの短いタイト・スカートがよく似に合あっている。

「ちょっとばかり急用ができてね。あ、そういえば聞いたかい？　しつこく君を『ウチの局のアンカー・ウーマンにならないか』って誘さそっていたあのスケベプロデューサーが今け朝さ方がた惨ざん殺さつ死し体たいで発見されたの」

「ええ。助かったわ……と言っちゃってもいいのかしらね。わたし、目立つことはイヤだって言ってるのに、何度もしつこくて。どうして記者発表をしないの？　あっ、まさか例の会談の件で!?」

「テロリストがテレビ局の連中から情報を取ろうとしたのかもしれないけど、テロリストというより猟りよう奇き殺さつ人じん犯はんの仕し業わざって感じさ」

　記者発表が遅おくれているのは死体があまりに残ざん忍にんな代しろ物ものだからだった。なにせ路ろ地じ裏うらの血ち溜だまりの中に頭部だけが残っていて、後はどこを探しても見つからないのだ。もちろんＩＲＡ関連の団体に容疑がかかっているから、発表は会談後にしておきたいこともある。

「あら、その子は？」クリスが俺の背後にいた薫に気づいて言った。

「バチカン教きよう皇こう庁ちようからのお客さんだ」

「深津薫といいます」

　薫が名乗るとクリスは「男の子だったの!?」とばかりに目を丸くして薫を覗のぞき込んだ。その顔に今度は不ふ審しんの色が浮うかぶ。クリスは彼が手にした巨きよ大だいな剣を凝ぎよう視ししていた。

「最近の神しん職しよく者しやはそんな物を持ち歩くの？」

「宗教というのは昔っから物ぶつ騒そうなものですから。ちなみに『ブラディミール』という由ゆい緒しよ正ただしい代物です」

　クリスは真ま面じ目めな口調で言う薫のことをまじまじと見つめ、そして噴き出した。彼女はすっかり薫に興味を抱いている様子だった。俺はまた不ふ機き嫌げんになって「何が『由緒正しい』だ。張はりぼてじゃないか」と聞こえよがしに言った。

「面おも白しろい子じゃない。エド、貴方あなたが連れているってことは、もしかして明日の会談のゲスト……なわけないか。じゃあいったいどういうことなのかしら？」

「言えるわけないだろ」

「なあに、エドったら焼やき餅もち焼いてるの？」

　クリスがいたずらっぽく小声で囁ささやいた。俺は年とし甲が斐いもなく顔が赤くなってしまった。俺たちは付き合っているのだが、そんな噂うわさが広まろうものなら署内の全男性職員から嫉しつ妬とされるだろうから、それは国こつ家か機き密みつなみのトップ・シークレットだった。

「よしてくれよ。俺は公こう私しのけじめはきっちりつけるんだ。ほら、神しん父ぷ様。行くぜ」

　署を出て駐車場に停とめている自分の車に薫の荷物を載のせた。張りぼての大剣は入らなかったので後部座席に積んだ。

「それでどこに行くんだ、神父様」

「市内に『シド＆ナンシー』っていうパブがあるって聞いているんですけど、そこに連れて行ってもらえますか？」

　その名を聞いた俺は思わず舌した打うちした。

「どうしたんです？」

「嫌きらいなんだよ、その店。パンクスどもが集まって来るクソ汚ぎたねえ最悪の店だ。神父様が行くような店じゃないぜ」

「そこで人と待ち合わせをしているんです。知人に『最高の店だ。ロンドンに行ったら絶対に立ち寄れ』って熱心に推すい薦せんされたんで、待ち合わせの場所にしたんですけど」

「騙だまされたか、その知人ってのが頭がおかしいかのどっちかだな」

　だいたいシドとナンシーというのは、恋こい人びとを撃うち殺した挙句、ヘロインのオーヴァードーズで死んだパンク・ミュージシャンと、撃ち殺された当の恋人の名前だ。パンクスどもはそんなものを崇あがめていやがる。

「悪い人じゃないと思うんだけどな……」

「信じるのは神様だけにしとくんだな」

　俺は厭いや味みに言ってから車を発進させた。

　これは後から知ったことなのだが、出掛ける俺たちを三階の窓まどから覗のぞいている人物がいた。上司のハラディと、先程俺に「お気の毒様」とサインを送った灰色のスーツの署員ローランドだった。二人は俺たちの乗った車を睨にらみながら、短くこう会話したという。

「行け、ローランド。絶対にあいつを見失うなよ」

「分かってます」




　ロンドンでも治安の悪い区く域いきにあるパブ『シド＆ナンシー』は、まだ夕方だというのに大だい盛せい況きようだった。三コードのパンク・ミュージックが大音量で流され、頭をツンツンに立てたパンクスたちが、二大放送禁きん止し用語「ＦＵＣＫ」と「ＰＵＳＳＹ」を連発しながら楽しそうに騒さわいでいる。やっぱりここは最悪だ。

　横で静かにソフト・ドリンクを飲んでいる薫の見張りなどはほったらかしにして、警けい察さつ無線で明日の会談の情報を聞いていたが、騒そう音おんに負けてスイッチを切った。

「ジョニーのクソったれめっ」

　俺は思わず数年前に別れたっきりのあいつの名を吐はき捨すてた。偶ぐう然ぜん同じ名前だったのか、モヒカンの若わか者ものが俺の方を睨みながら歩み寄る気配を見せた。俺は警察手帳を見せて「しっ、しっ」と追い払った。

「ジョニーって誰です？」

「……弟だ」触ふれたくない話題だったが、自分から口にしてしまったので仕方ない。「ここにいる馬鹿どもを全員まとめたぐらいのクソパンク野郎で、最後に会ったのはこのパブだった。もう三年も会ってないがな」

　そんでもって俺がお前のお守りをする遠えん因いんを作った奴やつだ……と心の中で付け足した。

　したり顔で「悩なやみがあるのでしたら話しなさい」とか言ってきたらぶん殴ってやろうと思っていたが、薫は俺から顔を背そむけ、ステージの上で古ふる臭くさいダンスを踊おどるパンクスのカップルを眺めていた。ガキのくせに大人に気を遣つかうんじゃねえよ……とも思ったが、俺は少しだけこのガキに好感を持った。
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「なあ、神父様よ。そんでもっていったい誰と待ち合わせをしてるんだよ？」

「とある女性です」

　こいつごまかしてやがるな、と思い、俺はからかうように言った。

「お前の女かい？」

「いいえ、僕の師し匠しようみたいな女性です。色んなことを教えてもらいました」

「修道女シスターってことかい？」

「ある意味……」薫の顔にそれまで見たことのない奇妙な笑いが浮かんだ。「神の掌てのひらから最も遠い所にいる女性です」

「そりゃ宗教談だん義ぎか？　ま、言いたくないならそれでもいいさ。それよりもよ、その張りぼての剣つるぎをもっと見えない所に置かないか？　パンクスたちの目付きがヤバい感じだぜ」

「いいんです。よく見える所に置かないと意味がないですから」

　何言ってやがるんだこのガキは。パンクスどもがそんな物を見たからって悔くい改あらためるとでも思ってやがるのか？　神父の持っている古こ美び術じゆつ品ひんを売っ払って飲み代にするぐらいこいつらは平気でするんだぞ……などと店内の様子を窺うかがっていたときだった。「あれ？」一いつ瞬しゆんだけ知った顔が目に入った。

　絶対にパンクスは着ない灰色のスーツ。先週転てん属ぞくして来たローランドだ。目が合った。そして奴やつは目を背そむけた。「おい、待てよ」俺が立ち上がると、ローランドは人波の中に入って行った。

　俺はパンクスたちをかき分けてローランドを追った。相手の歩調が速まる。肩がぶつかったパンクスたちが「いてえな、ポリ公っ」などと怒ど鳴なるのも無視し、やっと追いついたローランドの肩に手を掛けようとした瞬間、ローランドが消えた。

　煙けむりのように消えたのだ。初めからそこにいなかったかのように。俺の手が空振りし、バランスを崩くずして胸元が大きく抉えぐれた革かわジャンを着たパンクス・レディの胸の谷間に顔から突っ込んだ。鼻ピアスのレディにしては可愛かわいらしい悲鳴が店内に響いた。

　パンクスたちが一いつ斉せいに喋しやべるのをやめ、床に転んだ俺に険けん悪あくな視線を送っていた。しかし俺は目の前で起きたことに唖あ然ぜんとするばかりだった。人間が目の前で消えたのだ。

「行きましょう、エドモンドさん」薫が俺に手を貸して助け起こした。「どうやら僕の方も待ち合わせをすっぽかされたみたいです」




「見たんだよ、確かだ。俺の目の前でローランドの奴がすっと消えちまったんだ」

『シド＆ナンシー』を出るとロンドンの街はすっかり暗くなっていた。俺たちは早足で車を停めた裏うら路ろ地じに向かう。胸の動どう悸きが収まっていなかった。生まれて初めて、幽ゆう霊れいを見たと主しゆ張ちようする人間の気持ちがよく分かった。

「その消えたという人の身元ははっきりしてますか？」

「なんだよそりゃ。あいつが三年前に死んでいないかとかそういうことか？」

「違います。あの人がエドモンドさんたちの署しよに来る前の経歴は確かかということです」

「どっか遠くの署から転属になったみたいだけど、同どう僚りようの経歴を調べるなんてクソみてえな真ま似ねはしねえよ。管理好きの上役じゃなけりゃあな」

「転属して来たのはいつですか？」

「いつって……ほんの一週間前に突然に……」不意に薫の言わんとしていることを理解して俺はかっとなった。「ちょっと待てっ。あいつがテロリストの一味だと言ってるのか!?」

「そうは言ってません」

「疑うたがってるじゃねえかっ」

「人間のテロリストならまだ可愛いんですけどね……」

「はあ？」

　こいつ、お祈りのしすぎで頭がイカれたんじゃないのか？　そういや『目の前で人が消えた』って言ったとき、このガキはそのことに関しては全面的に受け入れやがった。俺はこのガキが薄気味悪くなった。

　そのときだった。背後から複ふく数すうの人間の足音がした。足を止めて振り返ると、さっきのパブにいたパンクスが三人、ビルの間の路地から現れた。どうやら地理に明るい奴らは先回りしたようだ。手にはナイフを構えている。

「……ったく。カトリックにパンクス。俺の大嫌いなものが二つ揃そろっちまったんだ、ロクでもないことも起こるさ。おい、お前ら。さっきのことは謝あやまるから、今日のところは勘かん弁べんしといてくれや。たまには神様と仲良くするのも悪くないだろ？」

　そう言って三人の方へ歩いて行こうとする俺の腕を薫が掴つかんだ。ハイ・スクールの女子生徒にしか見えないのに、思いもよらぬ腕力だった。

「どいていて下さいエドモンドさん。彼らは僕に用があるんです。……な、そうだろ？」

　薫に言葉を向けられたパンクスの一人がにやりと笑って言った。

「教きよう皇こう庁ちように十年ぶりに『ブラディミールの剣士』が戻ったという噂うわさは聞いていたが、こんな小僧だったとはな。そいつを持って歩かなきゃ気づかれずに済すんだのに、運が悪いな」

「運が悪いだって？」温おん厚こうな神しん職しよく者しやの顔に、剣けん呑のんな嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。薫はブラディミールとやらを水平に構えた。「それは違うよ。お前らを暗がりからおびき出すために、わざと見せびらかしていたんだ」

「お、お前ら何を訳分からないこと言ってやがるんだっ。小僧、お前もどういうつもりか知らねえが、相手はナイフを持ってんだぞ。そんな張りぼてで……」

　俺の言葉は途と中ちゆうで意味を失った。薫が剣を抜いたのだ。俺が抜こうとしてもびくともしなかったのに、あっさり抜きやがった。

　異い様ような刃やいばだった。黒こく曜よう石せきを砕くだいたかのように湾わん曲きよくした幾いくつもの刃は面めんが連なっている。表通りのネオン灯とうに照らされて禍まが々まがしく光る剣は、神職者の持ち物にはあまりに不ふ相そう応おうだった。

　パンクスの一人が飛んだ。ただし、二十フィート以上も。ナイフを構えながら上空から薫に襲おそい掛かる。あまりのことに俺は口を大きく開いて硬こう直ちよくした。

　薫は前方へと走り出してそれをやりすごすと、残りの二人に斬きりかかる。あまりの速度に俺には振り下ろされた剣の軌き道どうが追えなかった。片方はビルの三階の窓まどまで飛び上がって躱かわしたが、反応が遅かった片方が胴どう体たいを真っ二つに斬られた。

「バカ野や郎ろうっ。パンクスにだって人権はあんだぞっ！」

「ありません。こいつらはとっくに人間をやめていますので」
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　薫の言葉を肯こう定ていするように、身体からだを真っ二つにされたパンクスの上半身が動いた。匍ほ匐ふく前進の要領で表通りの方に逃げようとしている。薫が首を斬り落とすと、やっと『上半身だけ』は動かなくなった。

「う、動くんじゃねえっ」

　俺は薫の頭を飛び越えたパンクスに銃を向けた。どっちの味方をすればいいか難しいところだが、身体を二つにされて動いている奴とは友達にはなれない。

　しかしパンクスは銃口を向けられたのにも拘かかわらず笑いを浮かべたまま俺に向かって来る。

「ダメだ、エドモンドさんっ。そいつらにそんな物は通用しないっ」

　俺は薫の制止を聞かずにパンクスを撃うった。パンクスが自分の顔の前に翳かざした手を貫いて、弾丸が頭部に穴あなを空あけた。

　だがパンクスは倒れなかった。「いてえな、この野郎」とパンクスが言った。眉み間けんと掌てのひらに空いた穴がじりじりと塞ふさがっていく。恐きよう怖ふが俺の手から拳銃を滑すべり落とさせた。

「エドモンドさんっ！」

　俺の方に走り出した薫の真後ろに、ジャンプして彼の一撃を躱したパンクスが降り立った。薫に向かって腕が振り下ろされる。薫は身体を反転させながら剣を振り抜きパンクスの首を切り落としたが、相手の勢いは殺せずサイドから腕を打たれ、十数フィート先のゴミ箱まで飛ばされた。

　首を落とされたパンクスがスロー・モーションで崩くずれ落ちた。しかし木製の大きなゴミ箱に激げき突とつした薫も動かなかった。

「……やったぜ、ブラディミールの剣士を仕し留とめた。ごマ主ス人タ様ーに褒ほめてもらえる」俺の目の前のパンクスが言った。そして手にしたナイフを弄もてあそびながら俺に言う。「さあて。さっきのお返しだ。てめえの身体をバラバラにして食って、癒いやさせてもらうぜ」

　食うだって？　今こいつは『食う』と言ったのか？

　もう一度言ってくれ、と言う必要はなさそうだった。涎よだれを垂たらしながら大きく開かれたパンクスの口には幾つもの牙きばが並んでいた。不意に俺は、テレビ局のプロデューサーが首だけ残った死体で発見された事じ件けんのことを思い出した。

　何なんだこの生き物は!?　ここは俺の知っているロンドンなのか？

　そのときだった。チャッ、とジッポーの火打ち石を擦するような音がしたかと思ったら、目ま映ばゆい光が俺の目の前で炸さく裂れつした。パンクスが絶ぜつ叫きようする。奴の全身が炎ほのおに包まれていた。

　悲鳴を上げながらもがいていたパンクスの動きが止まった。奴の身体が頭のてっぺんからゆっくりと二つに分かれていき、左右に倒れた。その後ろに剣を振り下ろした薫がいた。

「逃げましょうエドモンドさん。こいつらはただの『使し徒と』だ。どこかにこいつらを操あやつっている『主しゆ人じん』がいる。こいつらは僕を偶然に見つけたんじゃない」

「今のこいつが燃え上がったの……お前がやったのか？」

「違います、僕ぼくじゃない。バチウカンチは魔ま術じゆつを全面的に禁きん止ししていますから。たぶんさっきのは魔術を認みとめている……」

　そこまで言ったところで薫はふらりと崩れた。「おい、神父っ！」駆け寄って身体を揺ゆすったが、彼は気を失っていた。

　どうしようかと俺は悩なやんだ。いったい何が起きているのかさっぱり分からない。二十フィートもジャンプし、腰から半分に斬られても動いているパンクス。それを問答無用に斬り殺す神職者。そしてその神職者の口からは平然と『魔術』なんて単語が飛び出したのだ。

　本能が逃げることを勧かん告こくしていた。命を失う恐怖よりも、こんな連中と関かかわったら自分の知っている世界が崩れ去る予感がして恐おそろしかった。

「だけどよ……」薫の腕は深く抉えぐられ服が血で染そまっており、ゴミ箱に飛ばされたときにぶつけたらしく、端たん整せいな顔に幾いくつも擦かすり傷がついていた。それは俺を守ろうとして受けた傷だった。「そういうわけにもいかねえよな」

　俺は薫を抱きかかえて車へと走った。




「エドモンドさん……」

　後部座席から弱々しい声がした。

「大だい丈じよう夫ぶか、神父」

「はい……どうにか。奴の爪つめには神しん経けい系けいの毒が含ふくまれていたみたいで、身体がまだ痺しびれています。どこかに隠かくれましょう。昼になれば奴らの力はだいぶ弱まります。僕が明日中にかたをつけます」

「怪け我が人は黙ってろ」そう言ってから俺は小さな声で付け足した。「……さっきはありがとうな」

「いいえ、奴らと戦うことが僕らの使命です。……どこに向かっているんですか？」

「俺のアパートだ」

　まだ署しよに連れん絡らくしていない。言ったところで信じてもらえるはずがない……と俺は自分を納得させようとしていたが、本当はパブでちらりと姿を見たローランドのことが気になっていた。明日の会談のために応おう援えんでやって来た男だが、奴を招まねいたのはあのハラディだった。

「聞いてくれるかい、神父様よ」誰にも言いたくないはずのことだったのに、自然とそのことが口をついた。「三年ほど前、弟のジョニーが殺人事件を起こしたんだ。通っていた高校の教きよう師しを二人もな。奴は逃とう亡ぼう中に俺に電話を掛けてきて言った。『信じてくれよ、兄あに貴きっ。奴らは俺の友達を食ったんだ！』って。俺はジョニーがクスリをやっているとしか思えなかった。俺はさっきのパブで奴を怒ど鳴なりつけ出頭するように言ったが、あの馬鹿、そのまま国を出てバチカンに行きやがった。バチカンが引き渡わたし要求を突っぱねていやがるせいで俺は針はりのムシロさ。俺がお前の世話を命じられたのも、その事件があったからだろう。あんなパンク野郎には二度と会いたくないと思っていたんだが、今は妙みように会いたいよ。もし会うことがあったら、そう伝えておいてくれ」

　もし今夜を生き延びることができたのなら。

「ジョニー・ギーエンさん？」

「あたりめえだろ兄弟なんだから。ああ……もしかすると別の名前を名乗っているかもしれねえな。ほら、あのパブの名前と同じだよ。『俺はジョニー・ロットンじゃなくて、シド・ヴィシャスが好きなんだよ』とかほざいて、勝手にシド・ギーエンなんて名乗ってた。兄貴がエドで弟がシドだぜ。冗じよう談だんみてえだからやめろって言ってたんだけどな」

　バック・ミラーの薫が身体を小こ刻きざみに震わせていた。

「傷が痛むのか？」

「いえ、何でもありません……」

　何だか笑っているようにも見えた。やっぱりこのガキはよく分からない。

　自じ宅たくアパートの駐ちゆう車しや場じように車を停め薫に肩を貸かそうとしていると、背後から女の声が俺の名を呼んだ。俺は反射的に銃を抜いたが、そこにいたのは新聞記者のクリスだった。

「どうしたの彼!?」

「詳くわしくは言えないが、ちょっとばかりまずいことになってな。それより君こそどうしたんだ？　俺たちが付き合ってるのは秘ひ密みつだから、家に来たことなんてないのに」

「どうしても彼にインタヴューしたくて。でも後にした方がいいみたいね」

「ああ。運ぶのを手伝ってくれ」

　二人で彼を横から抱えてアパートの階段を上っているとき「ねえ、彼の剣はどうしたの？」とクリスが言った。彼女の言う通り、薫の手にはあのブラディミールとかいう剣がなかった。

「たぶん車の中だろう」

「そう。それならいいわ」

　クリスは蕩とろけるような笑みを浮かべた。




　薫を寝しん室しつに運び、洗せん面めん所じよから鎮ちん痛つう剤ざいを取って来た。クリスが「わたしが飲ませるわ」と言うので彼女に渡し、俺はリビングのソファに腰を下ろした。今さらのように脚あしがガタガタと震えていた。

　クリスが寝室から出て来た。「どうだ？」と聞くと、クリスはにっこりと笑って「大丈夫よ。ぐっすり寝ているわ」と言った。

「なあ、クリス。バチカンの教皇と連れん絡らくを取るにはどうしたらいいんだ？」

「教皇ですって？」

「警けい察さつを信じていいか分からないんだ。あのガキの身元引受人であるローマ教皇に連絡するのが一番だと思うんだが……そりゃ無理だよな」

「ええ、無む駄だよ。バチカンは表向きにはブラディミールの剣士の存そん在ざいを認めてないもの」

「えっ……!?」

　俺が彼女の言葉の意味を理解するより早く、クリスはタイト・スカートをたくし上げて俺の腰こしに跨またがった。そして胸むな元もとのボタンを外すと、俺の口を塞ふさぐように唇くちびるを重ねる。彼女の舌したが侵しん入にゆうして来て、口の中を舐なめ回した。霞かすみがかかったように頭がぼんやりとしてきた。

「ねえ、エド。いつものように教えてちょうだい。あの女は来ているの？　わたしたち、あの女に出て来られたらとても困こまるの」

　あのガキは『女性と待ち合わせをしている』とか言っていたな……でもどうしてクリスはそんなことを知っているんだ……そういえばいつもクリスに口づけされるたびに頭の中が朦もう朧ろうとしたような……。

「来てないよ。まだね」

　寝室のドアが開いた。薫が立っていた。薫はクリスに見せつけるように、口の中から赤黒い塊かたまりを吐はき捨すてた。それは床に落ちるともぞもぞと動き出した。薫はそれを踏ふみ潰つぶした。

「あら、静かに死なせてあげようと思ったのに、ちゃんと飲んでくれなかったみたいね」クリスが妖よう艶えんに微笑ほほえみながら俺の腰から降り、口の周りを舐めた。その舌は先端が二つに分かれていた。「でもブラディミールなしでわたしに勝てるとお思い？」

「持ってるよ、ちゃんとね。お前は罠わなにかかったんだよ」

　薫が手を胸の前に翳かざすとそこにあの漆しつ黒こくの剣が現れた。クリスの顔が強こわばった。俺は朦朧とする頭で二人を見比べた。

「いったいこれは……どういうことだ!?」

「すみませんエドモンドさん。貴方は監かん視しされていたんです。明日の会談の情じよう報ほうがどこからか漏ろう洩えいしていることに気づいたイギリス警察は、僕と共同で罠を張ることにしたんです。この件に関しては利り害がいは一いつ致ちしてますから。僕がブラディミールを見せびらかしながら囮おとりになって、『奴ら』が動き出すのを待ってたんです」

「お、俺が会談の情報を!?」

「貴方の責せき任にんではありません。こいつらは人間が抗あらがえる相手では……」薫がそちらを見て一度言葉を切った。「まずいな、これは」

　俺は口をあんぐりと開けていた。クリスが『人間以外の何か』に変へん貌ぼうしていった。俺はあんなのを抱だいていたのか!?

「逃にげますよ、エドモンドさん。彼女こそがさっきのパンクスたちの『主人』だ。あいつらとは格が違う。夜の間は僕じゃ手が出せない」

「じゃあどうするんだよっ」

「もちろん朝まで逃げるんです」

「あ、朝って、今はまだ十九時じゃねえかっ」

『クリスだったもの』から目を逸そらせられない俺は薫に引きずられるように部屋を飛び出した。どごんっ、という音と共に背後でスチールのドアが吹き飛んだ。ブーメランのような形にひん曲がっていた。そして『クリスだったもの』がのそりと部屋を這はい出し、やけに艶なまめかしい目で俺を見た。俺はもう背後を振り返ることは出来なかった。

　俺たちが駐車場まで出ると、そこには数人の人影があった。ハラディとローランド。それから数人の警官の姿。見たことのない連中ばかりだった。

「逃げて下さいっ。あいつはかなり格かく上うえの魔ま族ぞくですっ」

「ここはイギリスだ。バチカンの異い教きよう徒とは口を出すな。……来るぞっ」

　警官たちはアパートの玄げん関かんに向けて手を翳かざす。その手には拳銃は握られていない。

　玄関に影が見えると警官たちが何かを唱となえた。チャッという音。彼らの手から炎の球が生まれ、ショット・ガンのように玄関に炸さく裂れつした。あのときパンクスから俺を助けてくれたのがローランドであると気づいた。

　粉ふん塵じんが収まると俺のアパートは穴だらけになっていた。「やったのか……？」そこには人の影も形もない。

「違う、後ろだっ！」薫が叫んだ。

　警官の一人の背後に全ぜん裸らの『クリスだったもの』が降り立った。全身は爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこに覆おおわれ、耳まで裂さけた口には犬歯が並んでいる。腰からは棍こん棒ぼうのような尻尾しつぽが生えていた。蛇へびとトカゲと人間がスワッピングしたらこんな生物が生まれるかもしれない。

　クリスはその警官にかぶりついた。胸のあたりまで一気に呑のみ込こまれ血が飛び散る。警官は暴あばれたが、クリスが口を上に向けるとバキバキという音と共に動かなくなった。クリスは刀とう剣けんを呑み込む大道芸人のように、警官をあっと言う間に嚥えん下かした。冗談のように腹がぽこんと膨ふくらんだ。クリスが何かを吐き出した。食われた警官の頭部がハラディの足元に転がった。

「食べてあげるわ。一人残らずね」

「……全員退たい避ひだ」ハラディの声は震えていた。「異教徒、その部外者を連れて逃げろっ」




「ありゃあいったい何なんだっ」

　俺たちは深夜のロンドン市内を走っていた。「化け物です」と薫はさも当然のように答える。「ふざけんじゃねえぞっ」とは言ってはみたが、確かにそれ以外に言いようがなかった。俺は、人間の世界に紛まぎれ込こんだあの異い形ぎようの者に何かおぞましいことをされて内通者に仕立て上げられ、二派のキリスト教徒が和わ解かいを目指す会談の情報を聞き出されていたのだ。敵てきはＩＲＡの分派などではなかった。

　背後から何かが迫せまっていた。足音はしないが、死の気配が俺たちを追っていた。

「いいだろう、認めてやるよっ。だからお祓はらいでもなんでもしてあいつらを追っ払えっ」

　薫が足を止めた。八つ当たりしてしまったことを謝あやまろうとしたが、薫は俺を制し「何か……来ます」と剣を構えてビルの屋上を睨にらんだ。緊きん迫ぱくした表情だった。俺が停車していた車の陰かげに隠れると、薫が「車から離れてっ！」と叫んだ。

　逃げるのと同時に凄まじい激げき突とつ音おんが響いた。車の屋根がぺっしゃんこになっていた。

　クリスに追いつかれたと思ったがそうではなかった。女がいた。男物の黒いスーツを着たとんでもない美女。彼女の前ではあの妖よう艶えんなクリスも霞かすんでしまう。だがその目付きは凍こおるように冷たい。女は車から降りて薫に言った。

「待たせたかな、小こ僧ぞう？」

「レイニーさんっ」死を覚かく悟ごした俺とは対照的に、薫は嬉うれしそうにレイニーと呼ばれたスーツの美女に駆け寄る。「『奴ら』に追われています」

「分かっている」

　そのとき、ずしり、とやけに重い足音がした。クリスだ。「あら、もう諦あきらめたの？」何人を平らげたのか、クリスの両手と口元は真っ赤だった。

　だがレイニーが一歩前に出るとクリスの顔が恐きよう慌こうの色に染そまった。

「なっ、レイニー！」

　レイニーの服の手首から何かが滑すべり出た。それは金きん属ぞくでできた三さん角かく錐すいを糸で結ゆわえた物だった。金属錐は彼女が触れてもいないのにふわりと浮き上がる。

「な、なぜ貴方はわたしたちの邪じや魔まをするのっ」クリスが叫んだ。そこには恐怖と同時にある種の敬けい意いのようなものが感じられた。「貴方はただ一人偉大なる君主グラン・マスターの寵ちよう愛あいを受けた……」

「わたしの前でその名を出すな」

　レイニーが手を微かすかに動かした。金属錐が命を吹き込まれたように動き出し、クリスに襲い掛かった。「ひいっ」とクリスは悲鳴を上げて跳ちよう躍やくする。左右のビルの外がい壁へきをジグザグに跳んで逃げようとするが、レイニーの金属錐は弾丸のような速度でそれを追った。

　ぐしゃり、という気色の悪い音がした。続いてクリスが落下して来た。頭を粉々にされてクリスは絶命していた。

　あの化け物を一瞬で屠ほふった美女が俺の前に立った。「ボウヤ……」と俺に呼びかけた。俺は意識しないまま、聖せい女じよに祈いのりを捧ささげるように両手を組んでいた。

「もし今知っている世界に踏みとどまっていたいのなら、わたしのことは忘れろ」そして彼女は踵きびすを返して薫の側へと歩いて行った。「行くぞ。明日の会談が終わるまでは眠ねむれるとは思うな」

「はい」二人は夜の闇やみへと走り出した。途と中ちゆうで足音が止まり、薫の声がした。「エドモンドさん。たぶん僕、貴方の弟さんのこと知ってますよ……」
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　そして翌よく日じつの会談は無事に終わった。俺の知っているキリスト教の歴史と真実の歴史はだいぶ違うらしい。カトリックとイギリス国教会の対立は魔術を認めるか否いなかという一点にあり（ヘンリー八世の再さい婚こん相手は稀き代たいの魔女だったらしい）、激はげしさを増すあの化け物たちとの戦いに共同戦線を張るため水面下の調整が続いているのだという。ハラディとローランドはＳＡＳに所属する魔術師で、あの事件のとき念のため俺たちの後をつけていたことは異教徒の薫には知らされていなかったそうだ。そしてジョニーの野郎はバチカンで薫と一いつ緒しよに戦っているみたいだ。

　俺は彼女の警けい告こくを無視してその世界に入ろうとしていた。あの化け物たちにナメられっぱなしってのが気に食わなかったのもあるが、たぶん俺は、無む慈じ悲ひに同族を屠るあの美女に魅みせられてしまったのだ。もう一度彼女に会いたい、と。俺はいまＳＡＳに所属して学生みたいに魔術を勉強中だ。ただ問題なのは……。

「ほら、エド。集中力が途と切ぎれているぞ。お前もバチカンの方がよかったんじゃないのかな？」

　ハラディが俺の頭をぐりぐりと小こ突づいて言った。俺の教官はこのクソったれなのだ。

　絶対あの化け物もこいつのことを食うのを嫌いやがったんだ。








美女と野獣
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　スイスの首都ベルンから南西に八十キロほどのところにあるローザンヌの街は、太陽の下もとの規き律りつ正しい世界から猥わい雑ざつな夜へと変へん貌ぼうする境きよう界かいの時じ刻こくだった。

　一組の男女が路ろ地じ裏うらを奥おくへ奥へと歩いていた。市の中心部からあまり離はなれていない場所だったが、人ひと気けはまるでなく、両りよう脇わきをレンガ造づくりの高い建物に閉とざされているせいで一足早くここは夜が始まっていた。

「……ねえ、どこまで行くつもりなの？　ここまで来れば誰だれもいないわよ。さっさと始めましょうよ」

　エレナは不安げに周囲を見渡しながら、横を歩くスキンヘッドの男に言った。

　普ふ段だんならば客がベッドでしようが路地裏で済すませようが金さえちゃんと払はらってくれれば文もん句くを言わないエレナだったが、さすがに足が鈍にぶった。ここ一ひと月つきほどのローザンヌでは耳に入れるのもおぞましい殺さつ人じん事じ件けんが頻ひん発ぱつしていたのだ。

「知ってるでしょ、あのイカれた殺さつ人じん鬼きの話を」

　男は興きよう味みなさそうに頷うなずいた。本当に分かってんのかしらコイツ、とエレナは呆あきれる。

　恋人殺しラヴアーズ・キラー。この街に住んでいてその名を聞かぬ日はない。男女のカップルを惨ざん殺さつする殺人鬼。決まって男は四し肢しをバラバラに引ひき裂さかれ、女じよ性せいはまるで食われたかのように肉体の大半が失われていた。

　こんな商売をしている自分には『恋人』殺しなど関係ないと思っていたエレナだが、つい昨日きのう殺された五組目は自分と同じ娼しよう婦ふと神しん父ぷというカップルだったのだ。

　果たして神しん職しよく者しやが娼婦を買ったのか、それとも肉体関係のない純じゆん愛あいだったかは知ったことじゃないが、自分らのような職業でも奴やつに『恋人同士』と認にん定ていされてしまうことにエレナはショックを受けた。本当のところ男連れで外出するのは怖こわかったのだが、客の要望だったし、エレナも金を稼かせがねばならなかった。

「だったらさあ……」

「そうだな」男はいきなり立ち止まり、エレナの両りよう腕うでを掴つかんで壁かべに押し付けると、顔を近づけた。「もう俺おれもお前を味わいたくて辛しん抱ぼうできなかったんだ」

　エレナは顔を顰しかめる。男の口から生ゴミが腐くさったような凄すさまじい悪あく臭しゆうがしたのだ。

「ちょ、ちょっと貴方あなた。いったい何を食べているのよ」

「何を食っているかだって？」

　唐とう突とつに男の顎あごがガクンと外はずれた。口の中から赤黒い塊かたまりがうぞうぞと這はい出そうとしていた。暗くて何なのかは見えない。息ができぬほど異い臭しゆうが強くなり、男の口から零こぼれた生なま暖あたたかい液えき体たいがエレナの服に降ふり注そそいだ。

「昨夜食ったのはお前みたいな女だよ」

「ひっ……」

　エレナは男を振り払おうとしたが、男の手は微び動どうだにしない。「じっとしていろ」男は掴んでいたエレナの腕を捻ひねった。エレナは悲鳴を上げた。さして力を入れたようには見えなかったのに、エレナの腕は九十度折れ曲がっていた。

「いい声で鳴くな」男は口に異い物ぶつを挟はさんだまま器用に喋しやべる。「カップルじゃないと少々面めん倒どうなんだが、俺も飢うえていて……」

　そこで男の言葉が止まった。

　ビュン、と風を切る音がしたと思ったら、男がエレナから手を放して跳ちよう躍やくした。それも十メートルもの高さに。その一いつ瞬しゆん後あと、エレナの頭上で衝しよう突とつ音おんと共に火花が散ちった。

　エレナは壁に磔はりつけにされたままの格かつ好こうで硬こう直ちよくした。

　そこには東洋人の青年がいた。パンツ・ルックでなければ女性と見み間ま違ちがえたかもしれない細ほそ面おもてで、まだ十代半ばに見える。

　しかしエレナが唖あ然ぜんとしたのは突とつ然ぜんに青年が現れたからではなく、青年が剣を手にしていたからだ。その華きや奢しやな体たい躯くには巨きよ大だいすぎる漆しつ黒こくの大剣。先さき程ほどの衝突音と火花は、青年が水平に薙ないだ剣が自分のすぐ頭の上に突つき刺ささったものだった。間は一センチとない。ナイフ投げの曲芸まがいをさせられたことに気づいて、エレナはふらふらと地面に尻しり餅もちをついた。

「恐おそろしい目に遭あわせてすみません。奴に気づかれないよう接せつ近きんしなくてはならなかったので。でも無事でよかった」

「どこが無事なのよ！　わたし、腕を……」

　訳わけが分からないながらも抗こう議ぎしようとしたが、苦く痛つうで言葉は最後まで紡つむげなかった。

「食われるよりはマシです」

　青年は剣を路地の奥に逃げたスキンヘッドに向けた。「貴き様さま、ブラディミールの……」とスキンヘッドが顔を強こわばらせて後ずさる。対たい照しよう的てきに青年は繊せん細さいな細面に挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべた。うわ、この子ならタダでもいいかも……とエレナは思わず青年に見とれた。

「危ないので逃げて下さい」

「あ、危ないって……」路地の奥にいるスキンヘッドが五十センチも爪つめを伸のばしていた。青年も剣を上じよう段だんに構かまえる。この二人はどうやらここでチャンバラを始めるつもりらしい。「無む茶ちや言わないでよっ。さっきのジャンプを見たでしょ!?　あんな化け物から逃げられるわけないじゃないっ」

「じゃあここから動かないで……うわあっ！」

　クールな青年が些いささか間の抜けた声を上げた。それもそうだろう。スキンヘッドに向かって行こうとした瞬間エレナに足を掴まれてつんのめったのだ。

「な、何するんですかっ。放はなして下さいっ」

「わたしを巻まき込こまないでっ」

「逆に危あぶないですってば！」

　スキンヘッドが体たい勢せいを崩くずした青年に向かって走って来た。エレナは自分の行動が大おお間ま違ちがいだったことに気づき、ぎゃあぎゃあと叫さけぶ。

　青年の対たい応おうは早かった。エレナの手を振りほどくと、迫せまり来るスキンヘッドに向けて剣を一いつ閃せんした。しかしスキンヘッドは途と中ちゆうで攻こう撃げきをやめ、壁を蹴けって二人を飛び越こえた。

「勘かん違ちがいするなよ、ブラディミールの剣士。お前みたいな小こ僧ぞうが怖こわいんじゃない。あの赤あか髪がみの死神と関かかわり合いたくないだけだ」

　捨すて台詞ぜりふを残してスキンヘッドは路地裏から少し開けた通りに消えた。「くそっ」青年は奴を追う。エレナはまた彼の足を掴もうとしたが、今度は彼も予想していたらしくひょいと躱かわされた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよっ。わたしをここに置いて行くつもりっ!?　あいつが戻って来たらどうするつもりなのよっ」

　青年は足を止め、困ったようにスキンヘッドの消えた方とエレナを見み比くらべた。いける、と思ったエレナは大泣きしてみせた。

「うえーん、腕が折れて痛いよぉー。このままじゃわたし死んじゃうかもしれなーい」

　青年は渋しぶ々しぶといった顔で戻って来た。警けい官かんかと思ったがどうもそうではないらしい。警官だったら絶ぜつ対たいに市民なんて置いて行く。そもそも警官は剣を振り回したりしないが……。

「すぐに病びよう院いんに運びますから、その前に僕ぼくにも連れん絡らくをさせて下さい」

　と青年は携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「うえーん、痛いよぉ、痛いよぉ。わたし不法入国者だから保ほ険けんが利きかないよぉ」

「治ち療りよう費ひも全ぜん額がくウチが持ちますから、嘘うそ泣なきはやめて下さい」

「強きよう制せい送そう還かんされちゃうよぉ」

「そこまでは知りません」

　青年はクールな態たい度どに戻り、携帯電話を耳にあてて喋しやべり始めた。

「すみません。奴を逃がしてしまいました」

　──どこへ逃げた？

「街を西に行きました。たぶんローザンヌ駅の方です。すぐに追いますからレイニーさんも早くこっちに来て下さい」

　──いや、ちょうどわたしも……
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「ちょうどわたしもその駅に着いたところだ」

　と、彼女は薫かおるとの通話を切った。電車が轟ごう音おんを立ててローザンヌ駅に到とう着ちやくし、彼女はハイヒールを鳴らしてプラットフォームに降り立った。

　その瞬間、ホームにいた全すべての人間が息を呑のんだ。

　度ど肝ぎもを抜ぬかれたと言ってもいいかもしれない。電車を待っていたサラリーマンは、電車に乗るのも忘わすれてポカンと彼女に見とれていた。彼女の美び貌ぼうはあまりにも桁けた外はずれだった。

　年は二十代の中ちゆう盤ばん。ほっそりとした身体からだを黒い男物のスーツに包み、髪は鮮せん血けつで染そめ上げたような禍まが々まがしいまでの赤。その顔には一いつ切さいの感情が浮かんでいないのが完かん璧ぺきな美貌に瑕きずをつけているようでもあったが、その冷たい表情さえどんな金持ちにも権力者にも手が届かぬことを物語っているようで逆に艶なまめかしかった。

　レイニーは改札口へと向かう。彼女の服の袖そでから何かがツツッと滑すべり出す。それは親指の先ほどの金きん属ぞく錐すいをピアノ線せんよりも細い金属の糸で結ゆわえた物だった。

　モーゼが海を割ったように、人波が分かれて彼女の進む道ができる。それは彼女のあまりの美貌に気け圧おされただけではなかった。彼女の内側に潜ひそむ本ほん性しように、人間の生せい存ぞん本ほん能のうが危き険けんを告つげていたのだ。

　この女に関かかわったら死ぬ、と。

　改札口を潜くぐり、街へと通じる階段を上った所でレイニーは足を止めた。彼女が指を動かしているわけでもないのに先さき程ほどの金属錐が人じん工こう衛えい星せいのように彼女の周りを旋せん回かいする。

　彼女はすでに敵てきを察さつ知ちしていた。この生き物たちは同族が接せつ近きんすると存そん在ざいを察知することができる。その能のう力りよくに於おいて、敵よりもレイニーの方が遥はるかに鋭えい敏びんだった。

　街を行き交かう人々の合間から、先程薫の前から逃げたスキンヘッドが現れた。奴はやっとレイニーの存在に気づいた。

「あ……ああああっ！」

　スキンヘッドの顔が驚きよう愕がくに染そまった。彼女の放つ静かな殺気で目の前の女の正体を察したのだ。

「た、助けてくれっ！　なぜお前は俺たちを殺さつ戮りくするっ!?　俺たちは同族じゃないか」

「お前は……？」珍めずらしくレイニーの顔に怪け訝げんそうな表情が浮かぶ。「まあどうでもいい」

　彼女の周囲を旋回していた金属錐が、獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびのように鎌かま首くびをもたげた。

　次の瞬間、広場に人々の悲鳴が広がった。




　　　　◇




　薫が駅前に着いたときには、もう全てが終わっていた。人々の喧けん噪そうの中、救急車に死体が運び込まれていた。

　レイニーは騒さわぎから離れた場所で煙草たばこをふかしていた。目立たぬ場所だったが、それでもこのスーツ姿の美女は十分すぎるくらい人目を引いていた。

「電話の向こうから女の呼こ吸きゆう音おんが聞こえたが、誰か現場にいたのか？」

　薫が彼女の前まで行くと、彼女はそう切り出した。

「ラヴァーズ・キラーに襲われそうになっていた女性がいました」

「奴に逃げられたのはその女のせいか？」

　レイニーは薫の方を向かず、救急車の方を見ながら訊たずねた。薫は一瞬言葉に詰つまりながら、「……いえ、僕のミスで逃げられたんです」と言った。

「わたしのことがよく分かってないようだな。わたしはそんな優ゆう等とう生せい的な答えが聞きたいのではない。もしお前が奴と遭そう遇ぐうしたときにその女がすでに死体になっていたら、お前は奴を取り逃がさなかったかと聞いているんだ」

　冷れい淡たんな口調だった。しかし難なん詰きつしているわけではない。彼女が過ぎ去ったことに興味を持たないのを薫は知っている。ただ事実を確かく認にんしているのだ。

「……それは分かりません。ただ、あの女性の安全を確かく保ほせずに奴を追うことはできませんでした。そしてこれからもできないと思います」

「だろうな。お前はそういう甘あまい男だ」レイニーは短くなった煙草から、チェーン・スモークで新たな煙草に火を移した。「この街でのわたしたちの仕事は終わりだ。ホテルに戻って荷物をまとめておけ。来週にイギリスで行われるＩＲＡの党首との会かい談だんを『奴ら』が妨ぼう害がいするのではとの情報が入っている」

　喧噪の収まらぬ広場に向かって彼女は一人歩き出した。

　彼女は夜になると薫の元から姿を消す。夜になると戦えぬほどに戦せん闘とう能力の落ちてしまう彼女は、どこかに身を隠かくして一人で夜を過すごす。闇やみの一族の憎ぞう悪おを一身に受ける『裏うら切ぎり者もの』であるがゆえ、身の安全のためにその場所は薫にさえも告げない。彼女と旅をするようになって数か月が経たつが、彼女は夜の姿を一度として見せたことがなかった。

「待って下さいっ」

　レイニーは足を止めて振り返った。完璧な美貌と無む感かん情じようがアンバランスに同どう居きよした冷たい瞳ひとみに射い貫ぬかれ、薫は言いたいことが言えなくなる。
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　カツン、とハイヒールの音が目の前で鳴った。いつの間にかレイニーが目の前にいた。もう何か月間も毎日のように見ているというのに、人間ならざる者が漂ただよわせる官かん能のうにあてられて薫の身体中の血が沸ふつ騰とうした。

「用があるなら早く言え。もう夜が始まる。わたしには時間がない」

「……レイニーさんのように余よ計けいな感情を捨すてなければ強くなれないのでしょうか？」

「その女を助けるために奴を逃がし新たな犠ぎ牲せい者しやが生まれる可か能のう性せいを秤はかりに掛かければ、わたしは迷わずその女を見殺しにできる。わたしは目的のために感情を捨てた。お前も目的のために何かを捨てるときがくるかもしれない。それは代だい償しようではなくお前自身の命かもしれない。だがそれはわたしの関知することではない」

　そう言い残すと彼女は雑ざつ踏とうの中に消えてしまった。

　薫は大きなため息をついて、一人ホテルに向かって歩き出した。
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　電話のベルが薫を起こした。

「仕事明けに申し訳ありませんね、バチカンのエージェント君」

　目を擦こすりながら薫が電話に出ると、受話器の向こうで聞き覚えのある男の声が言った。ラヴァーズ・キラー事件のスイス側の担たん当とう者しやであるマーブルク刑事だった。

　多くの対たい魔ま先進国は独どく自じの対魔捜そう査さ機き関かんを持っているが、二千年もの昔からの蓄ちく積せきがあるバチカンとは比べるべくもなく、今回のケースのようにバチカンとの窓まど口ぐちとなって、派は遣けんされたエージェントのサポートをすることになる。彼はローザンヌ署しよの所しよ属ぞくだが、彼の部署は表向きは予よ算さんさえ計上されていない。

「どうしたんですか？」

「電話で話せるような話じゃありません。パトカーを出しますから大だい至し急きゆう来てくれますか。相あい棒ぼうの化け物女もご同どう伴はんで」

「なっ……」

　レイニーを『化け物』呼ばわりしたことを怒ろうとしたが、さっさと用よう件けんだけ言うとマーブルクは電話を切ってしまった。薫は受話器を叩たたきつけた。

（でもいったい何の用だろう？）

　ホテルの窓の外は真っ暗で、時計を見ると十二時を過すぎたばかりだった。マーブルクとバチカンにラヴァーズ・キラーを始末した報ほう告こくをし、ついでにバチカンと次のイギリスでの任にん務むを軽く打ち合わせしてからベッドに入ったのがつい四時間前である。当然ながら部屋にレイニーの姿はない。

（サプライズ・パーティを開くって感じじゃなかったが……）

　ふと薫は遠くでパトカーのサイレンが幾いくつも響ひびいていることに気づいた。何か新たなトラブルが起きたのは間違いなかった。レイニーに連絡すべきか悩んだが、首を振って携帯電話をポケットにしまった。

（レイニーさんは夜には戦えないんだ。僕一人でやってみせる）

　魔剣ブラディミールを手にすると、薫は部屋を出て行った。
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　パトカーで連れて行かれたのは、ホテルからさほど離れていない所にあるツゥイングリ記念病院だった。

　病院の周辺は剣けん呑のんな雰ふん囲い気きに包まれていた。防ぼう弾だん装そう備びをした車両がぐるりと囲み、サブマシンガンと防弾服で完全武ぶ装そうした特とく殊しゆ部ぶ隊たいと思おぼしき兵士が周囲に目を光らせている。道路が封ふう鎖さされ、その向こうには騒さわぎを聞き付けたやじ馬とマスコミが集まっていた。

　薫は前の運転席に座すわる警けい官かんに何が起きているのか聞いてみたが、「私は上から命令されただけなので……」と困った様子で首を傾かしげた。一いつ般ぱん部署の刑事らしかった。

　厳げん戒かい態たい勢せいで検けん問もん所の作られた正門を潜くぐり、病院の敷しき地ちに入る。車を降りると数人の特殊部隊兵士が銃じゆうを構かまえて薫のことを囲み、薫の手からブラディミールを奪うばった。

「……これはどういうことですか？」

　薫はやっと自分がこの騒ぎに今までとは違う立場で呼ばれたことに気づいた。

　兵士は──兵士たる者がそうあるべきよう──何も喋しやべらずに銃じゆう口こうで病院の入り口を指し、また薫の眉み間けんに照しよう準じゆんを合わせた。薫は肩かたを竦すくめて両手を挙あげた。

（どうして僕が……？）

　病院の建物に連れて行かれ、病院の応おう接せつ室しつに案内された。

「ああっ、貴方あなたっ！」

　薫が部屋に入るなり、ソファに座っていた女性が立ち上がって叫んだ。薫がラヴァーズ・キラーから助けたエレナという娼しよう婦ふだった。

「どうぞ静かに座っていて下さいますか、売女ばいた」

　掛けた三十過ぎの痩そう身しんの男が軽けい蔑べつの色でエレナを見下ろしながら言った。マーブルク刑事だ。整った顔立ちをしているが、レイニーとはまた別の意味で冷たい顔をしている。エレナの周囲にいた警官が彼女の肩を掴つかんで無む理り矢や理り座らせた。エレナはギプスで吊つった腕を押さえて顔を苦く痛つうに歪ゆがませた。

「どうも大変なことが起きているようですね。バチカンとの協きよう定てい違い反はんまでして僕を拘こう束そくするぐらいですから」

　騙だまされて呼び出され、おまけにブラディミールまで取り上げられた仕返しに、薫は皮肉を言った。

「貴方の存在を一般の署員に知らせるわけにはいかないので、『テロ・グループの元メンバー』ということにさせていただきました」

　マーブルクは平然と躱かわした。とすると、『テロリストがこの病院で何かをやっている』ということで特殊部隊を動員していることになる。

「大変そうですね。僕も協力しますので剣を返してもらえますか？」

「話が終わったらね」

「じゃあその前にエレナさんに席を外はずしてもらったらどうですか？」

「いえ、この売女にはラヴァーズ・キラーが人間でないことを話しましたから」

「なっ……」

　事もなげに言うマーブルクに、薫は唖あ然ぜんとする。魔ま族ぞくを見てしまった人間のケアというのは大変な問題だった。この世界に人間ではない生き物が混まじっていることは決して知られてはならない。大たい抵ていは見み間ま違ちがいだとか、酒やドラッグのせいだとカタを付けるのだが、精せい神しん病びようということで強きよう制せい入にゆう院いんさせられたり、『奴やつら』の毒どく気けをまともに吸い込んで本当に精神を病んでしまう者もいる。エレナは『見間違い』ということで釈しやく放ほうすると、報告のとき薫が話をつけたはずだった。

「仕方ないんですよ、エージェント君。君の証しよう言げんが本当か裏付けする必要があったんです。ちょうどいいじゃないですか、こんな汚よごれた女のせいで街に害がい悪あくが垂たれ流されることもなくなるし」

　彼女を隔かく離りする、という意味だ。マーブルクは事じ態たいを理り解かいしていないらしいエレナの斜ななめ前の席に腰こし掛かけ、自分を睨にらみつける薫に涼すずしい顔で言った。

「ところで、化け物女と一いつ緒しよに来るよう言ったはずですが？」

　ビュン、と風を切る音がした。部屋には魔族を相手にする歴戦の男たちが詰つめていたが、薫のその行動を止められた者はいなかった。薫が数歩踏ふみ込んで放はなった蹴けりはマーブルクの頭の僅わずか横をとらえ、踝くるぶしのあたりまでソファに突き刺さっていた。

「今度レイニーさんをそんなふうに呼んだら、次は当てます」

　殺気立った警官たちが薫を取り押さえようとするのをマーブルクが制せいした。

「これは面おも白しろい。バチカンのエージェントが魔族の女のために人間を殺すとは」

「レイニーさんは誰かに特別な感かん情じようは向けない。だから職業で人間を蔑さげすんだりはしない。その点では貴方より尊そん敬けいできる」

「なるほど……だが本当に尊敬に値あたいするような女性でしょうかね？」

「……どういう意味ですか？」

　マーブルクは笑みを浮かべたまま黙だまって薫に席を勧すすめた。薫は彼の前に腰掛けた。

「君らは殺さつ人じん容よう疑ぎ者しやなんですよ。麗うるわしのレディが殺したのは人間だった。闇やみの血を持った者を見分ける『パトグロスの石せき碑ひ』も使いましたので間違いありません」

「そんな馬ば鹿かなっ。あいつは確かに人間じゃなかった。だいたい五組目の被ひ害がい者しやの一人で犠ぎ牲せい者しやの娼しよう婦ふとあのスキンヘッドが一いつ緒しよにいたと情報を提てい供きようしたのは貴方たちじゃないですか」

「確かに。だが死体は頭を吹き飛ばされ、同一人物とは断定できなかった」マーブルクがエレナの方に目をやる。面通しをさせられたらしいエレナが吐はきそうな顔で頷うなずいた。「逃がしたのではないですか？　君の麗しのレディが。特別に仲のいい同族がいたっておかしくない。市民に一人や二人の巻まき添ぞえが出るのは仕方ありませんが、同族を見分けられるはずのレディが敢あえて人間を殺したとなるとこれは話が別だ」

「あり得えないっ」

「なぜ言い切れるんです？　ラヴァーズ・キラーは生きているのは間違いないんです。つい先程、まさにこの病院で六組目の犠牲者が出たんです」

「えっ……」

「片方は救急救命士。もう片方は高校を卒業したばかりの看かん護ご婦ふの子です。彼女はまだ十代だったそうですが、柩ひつぎには肉をしゃぶられ尽つくした骨ほねと食い残された頭部しか入れることができません。彼女のためにどう祈いのるおつもりですか？」

　薫は何も言えなくなってしまった。マーブルクは席を立つと、薫の胸ポケットに入れていた携けい帯たい電話を抜き取り、薫の膝ひざの上に投げた。

「あの女はどこにいます？」

　薫は首を振った。夜にレイニーに連れん絡らくを取るなどできない。

「では仕方がない。この件けんが終わるまでここで拘こう束そくさせてもらいます」

「僕も参加させて下さい」

「遠えん慮りよしますよ。貴方たちみたいなロクでもないエージェントを寄よ越こすバチカンなんかに頼らなくても、私たちだけで解かい決けつします。……ああ、そちらの女性と妙なことは始めないように。奴に狙ねらわれますよ」

　薫の背せ筋すじが凍こおりついた。この病院を特殊部隊が封鎖している理由を理解したのだ。マーブルクはやや引きつった笑いを浮かべて言った。

「六組目の被ひ害がい者が出てから、この病院からは誰も出てはいない……つまり、奴はまだこの病院の中にいるんですよ」
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　軟なん禁きんされた部屋の前を数人の軍ぐん靴かの音が近づいて来る。一緒に閉じ込められたエレナが、まるで死し刑けい囚しゆうが執しつ行こうの日に恐きよう怖ふするような表情で息を呑のみ、通り過ぎると大きなため息を吐ついた。

「……ねえ、貴方たち頭がおかしいんじゃないの？　『バチカンのエージェント』とか『人を食う化け物』とか。殺人鬼が建物内をうろついているなら、何で民間人のわたしがここにいなきゃなんないのよっ」

　確かにマーブルクは少し意地になっているように思えた。魔族の被害が出るたびにバチカンの援えん助じよを仰あおがなければならない苛いら立だちというのは各国の捜査官に程度の差はあれ存在する。もちろん、闇やみの血を持ちながら闇の一族を殺さつ戮りくする貴婦人レイニーなど、まったく信用できないのだろう。

　薫は彼女が決して人類を裏うら切ぎらない理由を知っている。だが、そのことは誰にも喋しやべるわけにはいかない。

「だいたい何よ」薫の葛かつ藤とうを知らずエレナは不満をまくし立てる。「何でわたしが貴方と恋こい人びと同士なのよ」

「僕だって相手は選びたいです」

「……言ってくれるじゃない。やっぱりアイツと同じで娼婦なんて軽けい蔑べつしているの？」

「そういうことを言っているんじゃありません。恋人と言うのは、お互たがいに愛し合っているから恋人と言うんです。僕とエレナさんは愛し合っていませんから、恋人同士じゃないってことです」

「あ～、もしかして貴方って女の身体からだを知らないでしょ？　そういう青あお臭くさいことを言う奴って、大たい抵てい女を知らないで幻げん想そうを積み上げちゃうのよねえ」

「だ、だったら何なんですか」

　薫は少し赤くなった。すると先程の脅おびえた様子はどこへ行ったのか、エレナがにんまりと笑って席を立つと、薫の腰こしの上に跨またがり、スカートをまくり上げて腰を擦こすり付ける。

「貴方ってキスもしたことないんじゃない？　そこまではタダでいいわよ」

「ちょっとやめて下さいっ。ほら、天てん井じようのスプリンクラー。あれって監かん視しカメラですよっ」

「わたしはそんなの気にしないも～ん。救急車の中でも救急救命士と一商売したし。仕切りがあったから運転手はちっとも気づかなかったわ」

「な、な、な……」

「なあに、赤くなっちゃって。ただ胸むねを触さわらせてあげただけよ。骨こつ折せつしてて最後までできるわけないじゃない」

「とにかく降りて下さいっ。僕は神しん父ぷですから、そういうことはしないんです！」

　エレナは自分の魅み力りよくで籠ろう絡らくできなかったのが不ふ愉ゆ快かいなのか、頬ほおを膨ふくらませて薫の正面に座り、わざとらしく大おお股またを広げた。

「何よ偉そうにしちゃって。昨日きのう殺された神父なんて娼婦と一緒に殺されたじゃない」

「……聞いてますけど、本当にそれってカトリックだったんですか？」

「ええ。でもそれだけじゃないわよ。そいつの娘は四組目の犠牲者なのよ。その神父は娘が殺された数日後に娼婦を買って殺されたのよ。これって天てん罰ばつだと思わない？」

　薫は「えっ？」と戸と惑まどった声を漏もらした。ローザンヌ署しよが容疑者の目撃情報を集めており、薫たちの仕事はそいつが魔族か確かめることから始めたので、以前の事件のプロファイリングはしていなかった。

（四組目の犠牲者の女性と、五組目の男性が親娘おやこだって!?）

　何かが薫の頭に引っ掛かった。

「……ねえ、エレナさん。五組目の犠牲者の女性と、あのスキンヘッドの男は何か関係がないのかな？」

「関係って言っても……娼婦と客ってことぐらいじゃない？　あのスキンヘッドって、娼婦組合ウチの顧こ客きやくなのよね。だからあんなことの後でも安心してお仕事したんだけど、とんでもない目に遭あったわ。まったく、働けない間の生活費は組合にどうにかして……」

　エレナの言葉を最後まで聞かず、薫は席を立ってドアへと向かっていた。

（ローザンヌ署がスキンヘッドの目撃情報を手に入れられたのも当然だ。彼は本当は五組目の犠ぎ牲せい者しやだったんだ。それが正しい組み合わせだったんだ）
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　マーブルク刑事はイライラと誰だれもいない病院の廊ろう下かを歩いていた。そこは一いつ般ぱん入院病棟だったが、看護婦と救急救命士が殺されたのがこの棟だったので、全ての人間を退たい去きよさせて人はいない。

　あのスキンヘッドの男がどこかに潜ひそんでいると考えていたマーブルクだったが、いくら探さがしても出て来ない。彼は自分の考えが間違っていたのではと考え始めていた。

（既すでに逃げられたか……いや、二人が殺されていた部屋から何者かが飛び出して来るのが目撃されている。それからすぐに病院を閉へい鎖さしたんだ。まだここにいるのは間違いないんだ……）

　とすれば、認みとめたくはないがバチカンに提てい供きようした情報そのものが間違っており、スキンヘッドの男は関係ないことになる。念のため患かん者じやには採さい血けつ検けん査さを装よそおって『パトグロスの石せき碑ひ』で闇の生き物でないことは確認していたが、全ての職員も確かめた方がいいかもしれない。

「全ての職員を検査するとなると手持ちの石碑だけでは足りんな。バチカンの小こ僧ぞうのを出させるか……」

　と、薫を軟禁している部屋へ戻ろうと踵きびすを返したときだった。

「誰だ、そこにいるのは！」

　暗い廊下の奥で何かが蠢うごめいた。マーブルクは拳けん銃じゆうを抜いて闇に向かって叫さけんだ。

「ま、待って下さい。ここの医い師しです」

「ああ、貴方は……」

　闇の中から現れた人物を見てマーブルクは拳銃を収めた。それはこの病院に勤つとめる医師だったが、もっとも犯はん人にんから遠い人物だろう。なにせ殺された看護婦の父親なのだ。

「娘むすめさんはお気の毒様でした。犯人は我々が必ず捕つかまえますので、どうか指定された場所でお待ち下さい」

「いい娘でしたよ」医師はマーブルクの目の前まで近づいて来た。「実によかった。肉が引ひき締しまっていてね」

　医師がマーブルクの両りよう肩かたを掴つかんだ。マーブルクは反射的に拳銃を抜こうとしたが、凄すさまじい力で締しめ付つけられ動くことさえできない。

　ガクン、と医師の顎あごが外れた。医師の口から豚ぶたの血がすえたような耐たえ難がたい悪あく臭しゆうがする。そして医師の口から赤黒い塊かたまりが這はい出だす。それは人間の手だった。

「ちょうどいい身体からだが手に入ったぜ」

　医師は口から二本の手を吐き出しながら器用に喋った。

　マーブルクにできるのは絶ぜつ叫きようすることだけだった。




　　　　◇




　軟なん禁きんされていた応接室を飛び出した薫は、部屋の前で見張っていた警官たちに組み伏せられた。

「マーブルクさんを呼んでくれっ。僕らは勘かん違ちがいをしていたんだ！」

　組み合わせが男女で一つずつずれていたのだ。奴は三組目の犠牲者である男性の身体に入って四組目の被害者である神父とその娘を襲った後で、その殻からを脱ぬぎ捨てて神父の肉体に入った。そして次に娼しよう婦ふとスキンヘッドの男を襲おそい、娼婦を食い殺した後でスキンヘッドの肉体に入った。そのときの目撃情報で、本来は五組目の犠牲者であるスキンヘッドは容疑者にされてしまった。ラヴァーズ・キラーは人間の肉体を服を脱ぐように次々と乗り換えていくのだ。

　スキンヘッドの肉体に入っているときレイニーに仕し留とめられたが、壊こわされたのは外側だけで、奴は死体の中で息いきを潜ひそめてレイニーがいなくなるのを待った。運うん搬ぱんされる途と中ちゆうに救きゆう急きゆう救きゆう命めい士しの身体に入り、この病院の看護婦を食い殺した。そして現在は別の人間の中に入って病院のどこかにいる。

　薫は必死に説明しようとしたが、押さえ付けられ殴なぐられながらでは複ふく雑ざつな説明を理り解かいさせるのは無む理りだった。

　と、そのときだった。上の階から男性の叫さけび声がした。この世のものとは思えない悲鳴だった。押さえ付けていた警官の誰かが「今の……マーブルクさんの声だよな……」と呟つぶやいた。

　足音が近づいて来る。暗い階かい段だんを下りて来て、明かりの灯ともされた一階に着く。マーブルクだった。緊きん張ちようしていた警官たちが安あん堵どのため息を漏もらした。警官が駆かけ寄より「いま悲鳴が聞こえた気がしたのですが」と言うと、マーブルクは「気のせいだろう。私には何も聞こえなかった。私は一度署に戻るから後はよろしくな」と答え、薫の横を通り過すぎようとした。

「あれ？」そう言ったのは部屋の入り口のところにいたエレナだった。「貴方あなた……あいつと同じ臭においがするわ」

　マーブルクの顔が強こわばった。片かた腕うでを振りかぶり、水平に薙なぐように振るう。腕の軌き道どうにいた数人のうち、咄とつ嗟さに頭を下げて攻こう撃げきを躱かわすことができたのは薫だけだった。三人もの警官の頭が熟うれ過ぎた果物くだもののように弾はじけ飛んだ。

「逃げろっ、こいつはもうマーブルクさんじゃないっ」

　薫は生き残った警官に叫ぶと、しゃがんだままの態たい勢せいでマーブルクの臑すねに目がけて回し蹴げりを放はなった。薫のブーツには爪つま先さきと踵かかとに対たい魔まコーティングされた鉄板が仕込んであり、軽々とマーブルクの骨ほねを砕くだく。そしてバランスを崩くずし上体を下げたマーブルクの頭に蹴りを叩たたき込んだ。ぐしゃりという嫌いやな感かん触しよくと共にマーブルクの頭がヘチマのようにひしゃげた。

　が、それだけだった。マーブルクは頭ず蓋がい骨こつが粉々になり歪いびつに変形した顔に笑みを浮かべながら薫にのしかかった。両腕を押さえ付けられ、動きが取れなくなる。

「残念だったな。それぐらいじゃ俺の中身までは届かない」その声はマーブルクの口の奥から聞こえた。「だが今のは痛いたかったぜ。あの女にやられた分も含めて、お前には償つぐないをしてもらおう……」

　マーブルクの口から赤黒い物が飛び出した。血まみれの人間の手だった。万力を広げるように、二本の手はマーブルクの口を上下にこじ開ける。顎あごが外れ肉が引き裂さかれ、マーブルクの上顎から上が背中の方へ百八十度広げられた。

　そしてマーブルクの中から這はい出だした赤黒い生物が薫に覆おおい被かぶさった。背は人間の半分ほど。全身の生皮を剥はがしたかのように筋きん肉にく組そ織しきが丸見えになっていた。二人の警官が悲鳴を上げて逃げて行った。

「男は食わないことにしているんだが、お前ならいけそうだ」ラヴァーズ・キラーはちらりと視し線せんを横に向ける。「たまには女の身体に入るのも悪くはない」

　奴の視線の先には、応接室の入り口にしゃがみ込んで震ふるえるエレナがいた。

「逃げろ、エレナさんっ！」

「み、見れば分かるでしょっ。腰を抜かしているのよっ」

　ラヴァーズ・キラーの牙きばの生えた口が薫に迫せまって来る。悪あく臭しゆうのする液えきがぼとぼとと顔に降り注ぐ。

（僕は死ぬわけにはいかないんだ。僕にはやらなくちゃいけないことがある。助けなくちゃいけない人がいるんだ。何か……何か方法が……）

　さっき逃げた警官が特殊部隊を呼んで来てくれれば反はん撃げきするチャンスが生まれるかも……などと思っているときだった。

　カツン、と音がした。

　幻げん聴ちようだと思った。彼女がこの時間に自分の前に現れるはずはない。だがそのハイヒールの音はゆっくりと近づいて来る。

「……わたしの相あい棒ぼうに汚きたない手で触ふれるな」

　レイニーだった。全身を汗あせでびっしょりに濡ぬらし、足取りは覚おぼ束つかない。苦く痛つうを堪こらえた顔は痛々しく歪ゆがみ、鋭するどい牙で唇くちびるを噛かんでいるため血が滴したたっていた。だがその被ひ虐ぎやくの姿は完かん璧ぺきな美び貌ぼうと相あい俟まって、彼女を壮そう絶ぜつなまでに妖よう艶えんにしていた。

「お前に今夜のうちに言っておきたいことがあってホテルに行ったのにいなくてな。嫌いやな予感がしてお前の匂においをたどって来たのだが……間に合ってよかったな」

「でも表には特殊部隊がいたんじゃ……？」

「わたしの邪じや魔まをしたから全員気き絶ぜつさせてやった」

　エレナの横を通るとき、レイニーは指先でそっとエレナの額ひたいを撫なでた。その動作だけでエレナは失神した。

「あ……あああっ！」

　追い詰められたラヴァーズ・キラーは、レイニーの思いも寄らぬ行動に出た。薫の口に手を突っ込むと、彼の身体からだに潜もぐり込こみ始めたのだ。「何だとっ!?」レイニーは金きん属ぞく錐すいを放つが、あっという間に奴は薫の中に入り込んだ。

　おぞましい感触だった。肉体の感覚はそのままなのに、身体の自由は一いつ切さいきかない。重油が身体の隅すみ々ずみまで行き渡り、それが勝手に身体を動かしているような感じだ。

　ドンッ、と薫は突き飛ばされる。レイニーが薫を突き飛ばし上に跨またがっていた。レイニーは大理石の彫ちよう刻こくのような滑なめらかな指で薫の首を絞しめ上げた。

「……やめろよ……死んじまうぜ、この小僧……」

　薫の口が勝手に動いた。レイニーの眉み間けんに微かすかな皺しわが寄り、彼女の手から力が少し抜けた。薫は自分の頬ほおが歪むのを感じた。薫の身体を支配するラヴァーズ・キラーが薄ら笑いを浮かべたのだ。

「この小僧を気にいっていんだろ？　俺が出て行くとこの小僧が死ぬことになるぜ。だったらこの小僧の肉体が朽くちるまで中にいてやるから、一緒に楽しもうじゃねえか」

　薫の手がレイニーへと向かって行き、スーツの上から彼女の片かた胸むねを鷲わし掴づかみにした。意い志しとは無関係に薫の手が蠢うごめき、彼女の乳ち房ぶさの柔やわらかな感触を薫に伝える。

「やめろ……レイニーさんを汚けがすな……」

　かろうじて自分の意志で口から言葉が出た。悔くやしさで涙なみだも零こぼれていた。

「遠えん慮りよするんじゃねえよ。お前もこの女の身体を楽しみたい……」

　卑ひ猥わいな口調で言う奴の言葉は途中で切れた。レイニーの腕に再び力が籠こもり、喉のどが押おし潰つぶされるほどの力で首を絞め上げたのだ。

「小僧、お前に選ばせてやる。この下げ種すと死ぬまで同どう居きよするか、それとも死の危き険けんのある方法に賭かけるか」

「僕のこと分かってませんね……レイニーさん」薫は彼女の言葉を真ま似ねて笑ってみせた。「僕にはやらなくちゃいけないことがある。こんな奴に身体を奪うばわれてそれができないなら、死んだ方がマシだ」

「よかろう。わたしの夜の一部を味わうことになるが、耐たえてみせろ」

　レイニーの内側で何かが蠢くのを感じた。見た目は何の変化もない。だが彼女の内側で何か桁けた外はずれのものが脈みやく動どうしていた。ラヴァーズ・キラーが何かを感じて絶ぜつ叫きようした。一体化している薫も奴の凄すさまじいまでの恐きよう怖ふで全身の血が凍こおりつく。

　麻ま酔すいナシの外げ科か手しゆ術じゆつのようなことをされる……そんなことを思っていた薫だったが、彼女の行動は違った。薫に顔を近づけ、薫の唇にそっと自分の唇を重ねたのだ。

「んん……っ」

　口を塞ふさがれながら薫は呻うめき声を上げた。恐怖の化身にのしかかられながら、重なったその一点だけは蕩とろけるような陶とう酔すいを薫にもたらす。先程の彼女の乳房の感触がやけに生々しく思い起こされた。

　いつの間にかレイニーは薫を抱だき竦すくめていた。服を通して彼女の肌はだの熱さを感じる。薫の唇をこじ開けるようにレイニーの舌したが侵しん入にゆうして来て、口の中で二人の舌が絡からみ合う。唾だ液えきが卑猥な音を立てた。彼女の唇に与えられた途と方ほうもない快かい楽らくに薫は失神しそうだった。

　が、その快楽は次第に別の感覚に変わっていった。焼けるような快楽が引いていき、鋭するどい刃を何千本も全身に埋うめ込まれたような激げき痛つうへと変わった。思わず薫はレイニーから逃のがれようとするが、彼女の身体は微び動どうだにしない。先程の快楽の代だい償しようといわんばかりの苦痛だった。

（これがレイニーさんが毎晩繰くり返し……）

　魔族の王『偉大なる君主グラン・マスター』の牙を受けながらも契約を拒こばみ人間の側がわに留まる彼女は、常にその肉体を苦痛と快楽に嬲なぶられ、夜は正気を失うほどになる。

　彼女はそれを耐え続けることでロードに匹敵する力を得ていた。
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　精神が破は壊かいされてしまうほどの苦痛に、薫の意い識しきがぼやけていった。意識が途切れる瞬間、薫はふとそのことに気づいた。

（あ……これって僕のファースト・キスだ……）




　　　　◇




　薫は意識を取り戻した。感覚は元に戻っていた。身体を引ひき裂さかれて死んでいるラヴァーズ・キラーのすぐ側そばに、服を直すレイニーの姿があった。彼女は苦しそうに肩で息をしていた。

「……僕に何をしたんですか？」

「聞かない方がいいぞ。女を抱けなくなる」

　珍めずらしく彼女は冗じよう談だんを言ったように思えたが、意外と本気で警けい告こくしているのかもしれなかった。

「それではわたしは行く。回かい復ふくに少し時間がかかりそうだから、直ちよく接せつイギリスで会おう」

「あ、ギーエンに教えられた店があるんですよ。『最さい高こうの店みせ』らしいんですが」

「あのトゲトゲ頭の言うことだからあてにならんがな」

　そう言って踵きびすを返したレイニーを薫は呼び止めた。

「あの……レイニーさん」

「何だ？」

「レイニーさんが今夜のうちに僕に言おうとしたことって何ですか？」

「大したことではない。お前とわたしは違う。もしかするとお前は感情を捨てぬことで強くなれるのかもしれん……ふとそう思ったというだけのことだ」

　彼女はいつもの冷れい淡たんな口調でつまらなそうに言った。

　だが薫にはそれで十分だった。








だけど綺き麗れいなものは天国には行けない











（つまんないわ……）

　エリザ・イズトゥリスはため息をつきながら半分まで読んだサムセット・モームの短たん編ぺん集しゆうを閉とじ、添そい寝ねをしていたテディ・ベアの横に置いた。

　娼しよう婦ふが陰いん険けんな宣せん教きよう師しに嫌いやがらせを受ける話は悪くなかったが、帆船スクーナーの船長の話は何が面おも白しろいのかちっとも分からなかった。もし作者が生きていてパーティで会ったとしても笑顔で挨あい拶さつするのはちょっと無理みたい──というのがエリザの感想だった。

「つまんない」

　今度は声に出して言った。エリザはベッドの上で足をばたばたさせる。レコードが優ゆう雅がにシューベルトを奏かなでる部屋にはちょっと相応ふさわしくない仕し草ぐさであったが、ネグリジェ姿すがたの金きん髪ぱつの少女にはよく似に合あった。

　彼女がつまらないといったのはモームの短編集のことではない。毎日をこの部屋で過すごさねばならない彼女はいつも退たい屈くつしていた。彼女の口からその不平がこぼれない日はなかった。

　だけどいくら文もん句くを言ってみても、部屋にはテディ・ベアのぬいぐるみしかいない。屋や敷しきのメイドのジーニーがいてくれれば少しは気も紛まぎれるのだが、なぜか彼女は今け朝さから姿を見せていなかった。

「ジーニーったら、明あ日すの晩ばんの計画はちゃんと進んでいるんでしょうね……」

　エリザは少し不安になる。もう一ひと月つきも前からの計画なのだ。

「もうっ。もし失敗したら二度と口をきいてあげないんだから」

　エリザはベッドから這はい出し、椅い子すを持ち上げて窓まど際ぎわへと向った。

　彼女の小さな身体からだにはアンティークの椅子は大きすぎた。よろけた拍ひよう子しに書しよ架かにぶつけてしまい、値札にゼロが四つも並ぶ豪ごう勢せいな書架に無む惨ざんな傷きずができた。しかしそんなのエリザの知ったことではない。自分をこんな所に閉じ込めておく母が悪いのだ。

　一番いい場所に椅子を置くと、ぬいぐるみを取って来た。そして椅子にテディ・ベアをちょこんと座らせた。彼女は友達は大切にするのだ。

　窓を開けると冷たい外気が流れ込んで来てエリザご自じ慢まんの金髪を揺ゆらした。本当は窓を開けるだけで母はいい顔をしないのだが、エリザはちょっと反はん抗こう期きだ。

　小高い丘に建った彼女の屋敷からはヴェルセンの街が一望できた。

　スコットランドでも北ほく端たんに近いこの湾わん岸がんの街まちは夏は避ひ暑しよ地として賑にぎわうが、今は冷たい色に染そまり道行く人々も疎まばらだ。暦こよみでは春なのに、レンガで造つくられた古い町並みには雪が残り、鈍にび色いろの空の下で海はどこまでも沈しずんで行ってしまいそうな深い青をしていた。

　それはそれで美しい。風ふう景けい画が家かなら放ほうっておかないだろう。けどエリザは画家ではない。いくら美しい景色だといって、春も秋も毎日眺ながめていたら飽あきてしまう。

　エリザは自分の身体を蝕むしばむ大病を呪のろった。自分では身体の調子が悪いとは思えないのだが、主治医の話によると、外の汚よごれた空気を吸すうだけで命に関かかわるのだそうだ。

　窓際に立て掛かけてあった写真立てに目をやると、幼おさない子こ供どもが三人並んで楽しそうに写真に収まっている。元気だった頃ころのエリザが、眩まばゆい緑の中、少し年上の男女二人を従じゆう者しやのように侍はべらせて写っている。

（ああ、そういえば……）

　写真に写っている二人は声も名前も覚えていないが、確か海の見える公園でよく遊んだのだ。エリザはオペラ・グラスを取って来た。

　海岸近くの小高い丘の上に雪の積つもった空き地が見えた。ぼんやりした遠い記き憶おくが甦よみがえりエリザは楽しくなる。

（そう、あそこよ。何もない公園だけど、ちっちゃい頃は一日中遊んでたっけ……）

　だがすぐにエリザの顔は冬の寒空のように曇くもり、写真立てを伏ふせた。真っ暗になるまで外を走り回る日なんてもう来ない。自分はこのけだるい部屋で時間が流れるのを待っているだけなのに、幼い頃の友達は今いま頃ごろ手をつないで学校に通っているのだろう。不ふ公こう平へいだ、と思った。

「あら？」

　オペラ・グラスを覗のぞいていたエリザの目をふと引くものがあった。

　屋や敷しきの正門の前に一人の青年の姿があった。手には何が入っているのか自分の身長ほどもある細長い包みを抱かかえている。

（まっ……）

　エリザはとびっきりのケーキを食べたときのように思わず口を覆おおってしまった。パンツ・ルックでなければ女性と見間違えてしまうぐらいの美青年だった。自分より三、四歳とし上うえの十代後半。東洋人らしいが英語は堪たん能のうなようで、門の前で通行人を捕つかまえて真しん剣けんな顔で何やら訊たずねていた。

「ねえねえ、誰だれだと思う？」

　エリザは少し頬ほおを染めながらテディ・ベアに聞いてみる。

（道に迷まよった観光客かしら？　いえ、違うわ。きっとあれは『フィガロの結けつ婚こん』の出しゆつ演えん者しやに違いないわ。イズトゥリス家の観かん覧らんが遅おそいから挨あい拶さつに来たのね。ふふっ、心配しなくてもちゃんと見に行ってあげるのに……）

　エリザの頭の中に様々な空想が広がっていく。エリザは物語を空想するのが好きだ。本棚に並んだどの本よりも素す敵てきな物語を作れる自信がある。なぜならそれらはエリザが本当にしたいことだから。

　社交パーティに中学校のサマー・キャンプ。クリケットの選手になるのも豪ごう華か客きやく船せんでクルージングも夢また夢だ。だけど空想の中なら憧あこがれの場所にいつでも行ける。身体が弱いことなんて関係ない。宇宙にだって海の底にだって行ける。空も飛べる。

（……明日でオペラは上じよう演えん終しゆう了りようだけど、なぜか彼は街を去らずに一人残るの。彼は誰に聞かれても理由を説明しない。恥はずかしくて話せないの。なぜってそれは、彼がエスコートした一人の女の子が気になってしまったから……）

　空想の世界では、いつの間にか青年を押しのけてエリザが主役になっていた。だけれど、いくら待っても青年が屋敷の呼よび鈴りんを押してくれる気配はなかった。彼女はレンズの向こうの青年に「ほら、早くしてよっ」と文句を言った。

「まあ、何をやっているの、エリザ！」

　いきなり部屋に甲かん高だかい声が響ひびいた。エリザと同じ色の髪をした三十過ぎの女性が、紅こう茶ちやセットの載のったトレイを持って部屋に入って来ていた。

「……ノックぐらいしてちょうだい、ファラお母かあ様さま」

「ちゃんとしましたよ。それより何をやっているの。身体に障さわるから窓は開けてはいけないと言ったはずですよ」

　どうやらエリザは青年に見とれるあまりノックの音に気づかなかったようだ。何か日記を盗ぬすみ見られたような気分になってエリザは頬ほおを膨ふくらませた。

「小鳥さんが窓まど際ぎわにとまったから窓を開けて挨あい拶さつしただけよ。この部屋にいるしかないんだから、それぐらいいいじゃない」

「エリザ、母親にそういう口のきき方はいけないぞ」一緒に部屋に入って来ていた銀縁眼鏡めがねの男が割って入った。彼の名はシュミット。エリザの担たん当とう医いだ。

　エリザはシュミットが嫌きらいだ。エリザは無む視しして再び窓の外を覗のぞいた。しかし門の外に青年の姿はなくなっていた。エリザはテディ・ベアを抱いてベッドに戻ると、読みたくもないモームの短編集を開いた。

「それで二人して何の御ご用ようですの？」

「娘の部屋に紅茶を持って来てはいけないの？」

　ファラの手にした紅茶セットには薬の包みが載っていた。とっても苦い、大嫌いな薬だ。

「そんなの侍じ女じよにやらせればいいでしょ」

「ジーニーでしたら昨さく晩ばん、暇ひまをあげました。あまり貴方あなたには相応ふさわしくない子でしたから」

「な……っ」

　さらりと返ってきた冷たい言葉にエリザは唖あ然ぜんとする。どうりで姿を見ないわけだ。クビにされていたのだ。

「何でお母様は使し用よう人にんをすぐに辞やめさせてしまうのっ!?　それもわたしと仲のいい人ばかりっ。何かわたしに恨うらみでもあって!?」

「やめなさい、ファラは君の身体を心配しているんだ」

　シュミットが言った。未亡人を『ごマ婦ダ人ム』ではなく名前で呼びつけにする馴なれ馴なれしさにエリザはすこぶる不ふ愉ゆ快かいになった。最近エリザがこの二人に反はん抗こう的てきな態たい度どを取るようになったのは外に出してもらえないからではない。二人の間に流れる妙みように親しん密みつな空気に気づいてしまったからだ。

　父が亡なくなってずいぶん経たつのだから再さい婚こんしたっていいと思う。だけど、こそこそといちゃついて、それをエリザが気づかないと思っていることが我が慢まんならないのだ。

　何かを言おうとするファラを押しとどめてシュミットが紅茶セットを受け取ってやって来た。

「薬の時間だ」

「昨日も飲んだじゃない」

「薬の効きき目が落ちているんだ」

「何でわたしに嘘うそばっかり言うのよっ」

「ふん、嘘か……」

　苦笑するシュミットに、エリザはかっとなって薬を差し出す彼の手を叩はたいた。粉こなが飛び散ちり嫌いやな匂においが部屋中に広がる。シュミットは黙だまって白衣の懐ふところから新たな薬の包みを出した。

「……分かったわよ。飲むからそこに置いて部屋を出て行って」

「だめだ。君は昨日、そういって薬を飲まずにこっそり捨てた」

　エリザの顔が蒼そう白はくになる。何でそのことを知っているの!?　運んで来たジーニーに内ない緒しよにしてもらって、後でこっそりトイレに流したはずなのに。

「それからメイドに協力させてオペラ鑑かん賞しように行くのも中止だ。君の身体で夜の街に出るなんて絶対に許きよ可かできない」

　シュミットは砂さ糖とうを入れるように薬の粉ふん末まつを紅茶に混まぜ始めた。彼は否いや応おうなしに薬を飲ませるつもりだった。

「いやだってばっ！　その薬を飲むといつも悪い夢ゆめを見るんですものっ」

　エリザはベッドから逃げ出そうとするが、シュミットはエリザの腕を掴つかみ、彼女の上にのしかかった。自分の娘がこんな真ま似ねをされようとしているのにファラは止める気など毛頭ない様子で、無表情にエリザを見下ろしていた。

「やめてよっ！」

　暴あばれるエリザの手がシュミットの頬に当たり、眼鏡めがねが割れて飛び散る。

　シュミットは口元に滲にじんだ血を拭ぬぐい、エリザの前で指で何かを描えがいた。上向きの三角と下向きの三角。六ろく芒ぼう星せいだ。

（えっ……!?）

　エリザは目を疑うたがう。描いたラインが光を放ったように見えたのだ。

（何よこれ……催さい眠みん術じゆつ……？）

　エリザの意い識しきはすぐに沈しずんでいった。




　エリザは夢を見ていた。いつも見るあの恐ろしい夢だ。

　彼女の目の前に男性が倒たおれている。すごく懐なつかしいものを感じる。エリザはその人物が大好きだ。父親なのだろう。だけど幼おさない頃に死に別れたエリザには父親の記憶がなく、いつも夢の中の顔はぼやけてしまっている。

　男性は傷ついていた。その背後には女が立っている。女に殺されようとしているのだ。なのにエリザはテディ・ベアを抱だき締しめて震ふるえるしかできない。

　──逃げろ、エリザ。

　男性が言う。エリザは泣きながら駆かけ出だす。

　暗い路地を走る。後ろで悲鳴が聞こえる。エリザには男性が殺されたことが我わが身のことのように分かった。半身を切きり裂さかれたかのようだった。そして彼を殺した人物の足音がこちらに迫って来る。

　エリザは泣きながら助けを求める。でも誰も助けてはくれない。

　エリザは足を縺もつれさせて転んでしまう。手からテディ・ベアが転がる。起き上がろうとするが恐怖で立ち上がれない。

（誰か……）

　前から男が現れてテディ・ベアを拾う。エリザは助けを求める。

　が、男は黙ってエリザの前に手を翳かざし、複雑な形に蠢うごめかす。するとその手は蛍けい光こう灯とうのように光り出す。

　男は自分を助けに現れたのではないことを悟さとったエリザは逃げ出そうとするが、反対方向からは女の足音が迫って来ている。

　そして男の手から放たれた光が自分を呑のみ込み──




　エリザは悲鳴を上げて目を醒さました。

　服は汗あせでびしょ濡ぬれだった。頭に釘くぎを打ち込まれたみたいに鈍どん痛つうがしていた。

　窓はカーテンが閉しめられ、その隙すき間まから明るい光が漏もれている。時間感覚が喪そう失しつしていたが、庭で鳴く鳥の声でどうにか朝だと分かった。

（わたし……？）

　頭ず痛つうで思考がまとまらない。ベッドの隣に寝ているテディ・ベアに「ねえ、なにがあったっけ？」と聞いてみたが、もちろん答えてはくれない。

　口の中にじゃりじゃりとした感かん触しよくと苦い味を覚え、エリザは服の袖そでで拭ぬぐう。粗あらい粒りゆう子しの粉ふん末まつがついていた。

（そうだ……わたし薬を……）

　記憶がハッキリするにつれエリザの瞳ひとみに涙なみだが滲にじんでいった。何で自分がこんな目に遭あわなくてはならないのだろう。エリザはナイト・テーブルに置いてあった水で何度もうがいをした。

　頭痛は治まらなかった。吐はき気けもする。あの薬を飲むと悪い夢を見るだけじゃなく、翌朝必ず頭痛と嘔おう吐と感かんに苛さいなまれる。むしろこっそり薬を捨てた朝は体調は楽なのに。

（あれは薬なんかじゃないっ）

　彼女の決けつ断だんは早かった。

　エリザはネグリジェを脱ぬいで他よ所そ行きの服に着き替がえた。オペラを見に行くために準じゆん備びしていた一番のお気に入りのドレスだ。

　宝ほう石せき箱から宝石をありったけポケットに詰つめ込むと、大切なぬいぐるみを抱き締め、彼女はそっと部屋を抜け出した。




　まだ眠りの中にいる屋敷を小走りに駆かけ抜ぬける。食事番のメイドたちが寝ぼけ眼まなこで厨ちゆう房ぼうに向かって行くのを柱の陰かげに隠かくれてやりすごす。エリザは何だか自分が冒険小説の主人公になったみたいでちょっと楽しくなってしまった。

　だが順調だったのは屋敷の外へと出るまでだった。裏うら門もんに回れば簡かん単たんに出られると思ったのに、しっかり門番が立っていた。

（まいったわ……どうしましょう……）

　颯さつ爽そうと投げ縄なわで高い壁かべをよじ登る盗とう賊ぞく。穴あなを掘って地下から抜け出す脱だつ獄ごく囚しゆう……。彼女の知ち識しきは物語から仕入れた物ばかりなので、浮かんでくる脱出方法はそんなのばかりだ。

「……エリザ……どこにいるのエリザ……」

　屋敷の裏口からファラの声が聞こえた。エリザは慌あわてて庭の片かた隅すみにあった使われていない物置の中に飛び込んだ。

　エリザは声を殺して割れた板の隙すき間まから外を覗いた。ファラが門番と何か話をしていた。自分のことを捜さがしに来たのだ。

　ファラがくるりとこちらを向いた。目が合ってしまい、エリザは悲鳴を呑み込んでその場にしゃがみ込んだ。

　いや、向こうからは暗い小屋の中にいるエリザのことは見えなかったようだ。エリザの名前を呼びながらファラの足音が近づいて来て、そして通り過ぎて行った。声が聞こえなくなってもエリザは動くことができず、テディ・ベアをぎゅっと抱き締めたまま震えていた。

（見張られていたんだ……）

　でなければこんなにすぐに捜しに来るはずないし、ジーニーと計画していたオペラ鑑かん賞しようの計画が漏もれるはずもなかった。薬を捨てたのがばれたこともそうだ。自分はいつも監かん視しされていたのだ。どこか高こう揚ようしていた気分が一気に冷え込んだ。

「ねえ……どうしよう……」

　エリザは途と方ほうに暮くれてぬいぐるみに話し掛けた。怖こわい……。エリザの瞳に涙が滲む。さっきファラは自分を絶対に外に出さないよう門番に命じたに違いなかった。この屋敷の者はみんな母親の言いなりだ。

　しゃがみ込んでいたエリザはふと妙みような匂においに気づいた。木が腐くさったカビの匂いに混まじって、何か鉄のような匂いがした。どこかそれは生なま臭ぐさく、エリザの口の中にすっぱい味の唾つばが溜たまる。

　目を凝こらして床ゆかを見ると、どす黒い染しみが広がっていた。

　すうっと身体からだから血の気が引く。

　真新しい血けつ痕こんだ。それも生なま半はん可かな量ではない。まるでここで食肉用の牛をさばいたほどの。エリザは血痕の他にも様々な物を見つけた。床に残った爪つめの跡あと、動物の物には見えない長いブルネットの毛、そして床の割れ目に挟はさまった布ぬのの切れ端はし……。

　エリザの身体が震え出した。その毛の色にも服の模も様ようにも見覚えがあったからだ。

　いきなり納な屋やのドアが開いた。エリザは悲鳴を漏もらす。銀縁眼鏡めがねを掛けた長身の男がエリザを見下ろしていた。

「こんな所にいたのか」シュミットはエリザの腕を掴つかんで納屋から引きずり出した。「さあ、部屋に戻るぞ。ファラが心配している」

　エリザはシュミットの手を払い、床に落ちていた布の切れ端を彼に突き付けた。一いつ瞬しゆんだけシュミットの顔が強こわばった。








[image: ]








「何だ、それは？」

「とぼけないでっ。この服はジーニーの服だわっ！」

「以前に掃そう除じでもしていて引っ掛けたんだろう」

「そんなの嘘よっ！　この服は昨日きのう、彼女が着ていた物よ。それにこんな壊こわれた納屋を掃除するわけなんてないじゃない。……ジーニーは本当に仕事を辞やめたの!?」

「知らなければよかったのにな……」

　シュミットは無表情で呟つぶやくと、エリザの前に手を翳かざした。その手が光を放ち始める。エリザは逃げようとするが、シュミットに押さえ付けられてしまった。大切なぬいぐるみが彼女の手から落ち、シュミットの靴くつが踏ふみつけにした。

「お願い、助けて！」

　エリザは門番に向かって叫んだ。二人の門番はこちらに向かう素そ振ぶりを見せたが、シュミットが「何でもない」と手を払うと、立ち止まってしまった。なんということだろうか。この屋敷に自分の味方などいないのだ。

　シュミットの指が動き始め三角の軌き跡せきを描くと、エリザの頭の中にぼんやりとした霧きりが立ち込め足の力が抜けていく。

　そのときであった。シュミットの動きが止まり、弾はじかれたように門の方を見た。

　どさり、という音がした。二人の門番が地面に崩くずれ落ちた音だった。倒れた二人の間を黒いスーツを着た赤あか髪がみの女がこちらへと歩いて来ていた。

「お前はっ！」

　シュミットが叫ぶと同時に女の姿が消えた。シュミットが上空を見上げる。三階建ての建物より高い所に赤と黒の混まじり合った影かげがあった。それは翼つばさを広げた禍まが々まがしい凶きよう鳥ちようにも見えた。

　シュミットが前方へと飛ぶ。彼の目の前にいたエリザも巻き込まれて地面を転がった。ワン・テンポ遅れて二人がいた所に赤髪の女が着地した。

　とてつもなく美しい女だった。だがその目は氷のように冷たい。

　赤髪の女の上着の袖から何かが滑すべり出る。金きん属ぞく錐すいを糸で結んだ物だった。女は指を動かしていないのに、獣けものが獲え物ものを威い嚇かくするように静かに円を描いて揺れていた。

「……バチカンの魔ま女じよめ」

　シュミットが呻うめくように言った。彼の身体はガタガタと震えていた。

　金属錐がクンッと勝手に動き赤髪の女の背後の方を指す。女が振り返る。そこにはファラがいた。ファラは憎ぞう悪おで顔を歪ゆがませ、両手を正面に翳かざして何かを唱となえていた。ファラが空中に指で何かを描く。彼女の指の軌跡はそのまま光の幾き何か学がく模も様ようとなった。

　エリザは唖あ然ぜんとした。そこから光の矢が飛び出したのだ。

　轟ごう音おんを立てて光の矢が迫る。が、赤髪の女は避よけようともせず、ダンスを踊るようにしなやかに長い脚あしを一いつ閃せんさせる。飛来した光の矢はサッカー・ボールのように弾はじき飛ばされ、その先にあった庭の彫ちよう像ぞうを粉々にした。

「くそっ！」

　シュミットも何かを唱え始めた。彼の前にも幾何学模様が現れる。

（何なの!?　これはいったい何なの！）

　非ひ現げん実じつ的てきな光景に混乱するエリザの目に裏門が映った。さっき赤髪の女に倒された二人はそのまま失神していた。

　エリザはぬいぐるみを拾い上げると、力の限り走り出した。




　どれだけ走っただろうか。気づくとエリザは街の込み入った場所の路ろ地じ裏うらに来ていた。

　エリザは荒あらい息いきを吐きながら地面にぺたんと座り込んだ。

「いったい何なのよ……」

　全部夢だったのだろうか？　エリザがいつも空想するような。

　いや、違う。シュミットに突き飛ばされたときに庭石で額ひたいを切って血が滲にじんでいた。

　エリザの瞳ひとみに涙が滲んだ。やっと外に出られたのにちっとも嬉うれしくない。

（何でわたしばっかりこんな目に遭あわないといけないのよ……）

　エリザは涙を拭ぬぐって立ち上がった。家には絶対に帰れない。けど頼たよれる親しん戚せきもいない。警察に行ったって信じてもらえるとは思えない。これからどうしたらいいかさっぱり分からない。けど、絶対にオペラだけは行ってやるっ。

　毅き然ぜんとして決意……と言うよりも、むしろ意地になって決めた。不公平だ。自分ばっかりこんな目に遭うなんて絶対不公平だ。

　路地から出ようとしたエリザは、向こうから角を曲がって来た人物と正しよう面めん衝しよう突とつをして地面に転んでしまった。

「なんなのよ、もうっ！」

　度たび重なる不運にエリザは思わず怒ど鳴なってしまった。

　が、すぐにそれを後こう悔かいした。エリザとぶつかったのは意外な人物だった。昨日、窓から見たあの青年だったのだ。手には細長い包み。走って来たらしく呼こ吸きゆうは乱れていた。

　レディらしからぬ振ふる舞まいをしてしまったことにエリザは赤くなったが、やけに厳きびしい顔をしている青年に今度は腹はらを立てた。

「ちょっと！」エリザは青年に手を差し出す。「起こしてくれてもいいんじゃなくて!?」

　青年は戸と惑まどいながらもエリザを起こしてくれた。華きや奢しやな身体に似合わず彼は力強かったが、おとなしい人物らしく、何だか困こまり果はてた顔をしていた。

　これはいいわ、とエリザはにんまりとした。

「貴方あなた、オペラに行きたくはなくて？　ちょうどチケットが二枚まいあるんだけど。エスコートさせてあげてもよくってよ」

　エリザはぬいぐるみの首に巻いてあったちっちゃなエプロンを外した。中から二枚の紙切れが出て来た。『フィガロの結けつ婚こん』のチケットである。

「あまり……行きたくないけど……」

　青年はまじまじとエリザを見つめながら即そく答とうした。

「わたしは行きたいのっ！　わたしね、ずっと酷ひどい目に遭ってたのよっ。嘘うそつきの二人に騙だまされてずっと部屋に閉じ込められてたのっ。何年も何年も。それでオペラに行こうとしたらあの人たちジーニーのことを……」

　エリザはハッとした。そうだ、ジーニーは殺されてしまったのだ。自分の味方をしてくれたばかりに。

「……やっぱり、いい」

　人が殺されたというのに不ふ謹きん慎しんな我わが儘ままを言っている自分に気づき、エリザは項うな垂だれてチケットをポケットに押し込んだ。また瞳には涙なみだが滲み出した。
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「オペラ、行きたいの？」

　青年が言った。エリザは頷うなずいた。

「ええ。ずっと楽しみにしてたのよ。馬車で夜の街に出掛けてオペラを見るのが夢ゆめだったの。部屋で本を読むだけの毎日だったんですもの……」

「僕でよかったら付き合うよ」

「えっ!?」

　意外な言葉に驚おどろいて顔を上げると、青年はにっこりと微笑ほほえんでいた。

「行こう」青年はエリザの手を取った。「僕は深ふか津つ薫かおる。よろしく」




　エリザはすっかり上じよう機き嫌げんだった。いつの間にか涙も引っ込んでいた。

　オペラ・グラス越ごしに部屋の窓からしか見ていなかった街が目の前に広がっている。薫という名の青年と手をつなぎ、街を闊かつ歩ぽする。それだけのことがすごく楽しい。

　ちょっとおとなしめの薫は手を引っ張ってぐんぐんリードしてくれたりはしないけど、エリザの愚ぐ痴ちを聞いてくれ、代わりに彼の故こ郷きようの遠い国の話をしてくれた。

（今日はなんて素す敵てきな日なのかしら！）

　時間はどんどん過すぎて行ったが、それはいつも感じている砂すな時ど計けいの砂が落ちて行くような不ふ快かいなものではなかった。わくわくする物語の残りの頁ページが薄うすくなって行くような、もったいないけど充じゆう足そく感かんに満ちたあの感覚だ。今からこんなに楽しかったら、オペラに行ったらどうにかなってしまうかもしれない。

「ねえ、薫。そろそろお食事しない？」

「え、また？」

　薫が不思議そうに聞き返した。言われてみればハンバーガー・ショップで昼食を摂とったのはほんの数時間前。空はオレンジ色になったばかりで夕食にはまだ早い。「やっぱりまだでいいわ」とエリザは顔を赤くするが、お腹なかは意思とは無関係に情なさけない音を立ててしまった。

「色々と歩き回ったからね。ちょっと早いけどオペラの前に食事にしようか」

　二人はレストランに入った。ギャルソンが薫の手にしていた細長い包みを見み咎とがめたが、薫が何か身み分ぶん証しようのような物を見せると顔色を変えて飛んで行き、総そう支し配はい人にんが現れて二人を特等席に案内した。

（もしかすると薫って身分の高い人なのかしら？）

　エリザの空想が広がっていく。彼は遠い国の王族の子息で、実はお忍しのびでこの国にお嫁よめさんを探さがしにやって来ていて……。エリザは気取って「こほん」と咳せき払ばらいをし、自じ慢まんの金きん髪ぱつを梳すいてみせた。

　二階の特等席からは海が見えた。水平線を照らす落陽が見渡す限りの海をオレンジ色に染めている。エリザはうっとりとそれを見つめた。

「薫はデートしたことある？」

「うん。一度だけ」

　即そく答とうされてエリザは頬ほおを膨ふくらませた。

「ずるい。わたしは初めてなのに」

「そんなこと言われても……」

　薫が本当に困った顔をするものでエリザは噴き出してしまった。

「もう、冗じよう談だんよ。それでどんな人と？」

「エリザと同じくらいの年の女の子と、ほんの短い時間だけ。冷たい雨の降る日だったっけな……」

　彼の顔は懐なつかしさと寂さびしさの入り混じった顔になった。彼にこんな顔をさせる子がいることに、エリザはまたちょっぴり嫉しつ妬とした。

「ねえ、薫。わたし海の見える公園に行きたい」

「えっ、オペラじゃないの!?」

「オペラも行くけど、そこにも行きたいの。もっと子こ供どもの頃にはよくそこに行ってたの。病気になってからはずっと行ってないんだけど、なんかすごく懐なつかしい感じがするのよ、そこ」エリザは上うわ目め遣づかいに彼を見上げる。「……ダメ？」

　薫は首を振り「いいよ、行こう」と言った。エリザは満面に笑みを浮かべた。望んでいることがみんな叶かなってしまいそうだ。

「お待たせしました」

　ウェイターがエリザの注文したステーキの皿を持ってやって来た。ウェイターの説明ももどかしくエリザはステーキにかぶりついたが、ん……と彼女の眉み間けんに皺しわが寄る。

「ねえ……これってちょっと焼きすぎじゃない？」

「いえ、ご注文通りでございます」

「そうかなあ。ウチで食べているレア・ステーキはもっと赤いけど……」

「当店ではこれが普ふ通つうでございます」

　丁てい寧ねいではあるが小馬ば鹿かにしたような響きのある口調にせっかくの気分が台無しになった。子供だからって馬鹿にして……。エリザは口を尖とがらせながら、焼きすぎにしか思えないステーキにナイフを入れる。

　その手を薫がそっと押さえ、ウェイターに言った。

「すみませんが焼き直して下さい」

「はあ……ですがこれ以上火を通さないと生になってしまいますけど……」

「貴方あなたが食べるんじゃない。彼女が食べるんです」

　温おん厚こうな青年の見せた鋭するどい表情にウェイターはハッとし、「ま、誠まことに失礼をしましたっ」と恥ずかしそうに謝あやまって皿を下げた。

「……ありがと。薫って優やさしいんだね」

「ううん……僕は優しくなんてないよ」

　彼はなぜか悲しそうに言った。

　焼き直されたステーキが運ばれてきた。血のたっぷりと滴したたったステーキ。肉にく汁じるの匂いにエリザの喉のどがごくりと鳴り、何だか身体中が火ほ照てってくる。

　エリザは生肉同然のステーキを口に運んだ。口の中に温かな血の味が広がる。

　ああ……そうよ、わたしはこれが食べたかったの。大好きお肉って。




　宵よい闇やみに包まれたシェーエンディンスト劇場で『フィガロの結婚』が始まった。

　モーツアルトが曲をつけたことで小こ難むずかしい話に思われがちだが、『フィガロの結婚』はちょっと下世話なドタバタ喜劇スラツプステイツク・コメデイだ。

　恋こい人びととの結婚が決まったフィガロだが、イヤらしい主人に新しん婦ぷの初しよ夜や権けんを主しゆ張ちようされてしまい、どうにか主人の魔まの手を逃れて無事に結婚しようとする──。

　貴き族ぞくを嘲ちよう笑しようした内ない容ようは当時大きな物議を醸かもしたが、集まった上流階級の観客たちは大いに劇を楽しんでいた。

　エリザも薫と並んで席に座り、他の観客と一緒に大笑いしていたのだが、舞台の進行と共に彼女の身体に異い変へんが起き始めていた。

　──気持ち悪い。

　エリザは吐はき気を覚えていた。身体が熱い。拭ぬぐっても拭っても汗あせが溢あふれてくる。やはり自分は病気なのだろうか？　でもエリザは我が慢まんした。この素す敵てきな日を台無しにしたくはなかった。

　劇は五ご幕まく目めまできた。舞台ではフィガロが有名な長台詞ぜりふを喋しやべっていた。「偉いといったって何をしたわけでもない。ただ生まれる手間をかけただけじゃございませんか……」劇を書いたボーマルシェ自身の独どく白はくともいえる貴族への罵ば倒とうだ。ただ現代の観客たちは、内容が過か激げきだからというわけではなく、五分以上も延々と続く長台詞なので観客はちょっと飽あきた様子だった。

「……ちょっとごめんなさい」

　エリザは外の空気を吸って来ようと席を立った。気持ち悪くてもうどうしようもなかった。

　ロビーを抜けてトイレに向かう。ドレスは汗でびしょびしょだった。息が切れ、皮ひ膚ふが敏びん感かんになっていた。

　トイレのドアが開き、ふらふらと歩いていたエリザはトイレから出てきた四十歳ぐらいの小太りの婦人とぶつかってしまった。

「あらあらごめんなさいねお嬢じようちゃん。怪け我がはなかった？」

　婦人はエリザに手を貸し、エリザの服を叩はたいて去って行く。気のいいおばさんという感じだ。ちょっと香こう水すいの匂いがキツいけれど。

　どうしたことだろうか？　やけに嗅きゆう覚かくが鋭するどくなっていた。婦人はもう廊ろう下かの先にいるというのに香水の匂いが鼻をつく。それだけではない。婦人の肌の匂いも嗅かぎ分けられた。それは魅み惑わく的な匂いだった。

　エリザはふらふらと婦人を追う。婦人の白い首くび筋すじが目に入り、ごくり、とエリザの喉が鳴る。エリザは狼おおかみのように飛び掛かり婦人を組み伏ふせた。

「きゃあ！」婦人は悲鳴を上げた後エリザの姿をまじまじと見つめて蒼そう白はくになる。「な……何なのよ貴方あなたの身体からだ……」

　エリザの腕うでは鳥類のそれのように硬こう質しつ化かし、鷲わしそのものの爪つめの生えた手で婦人を押さえ付けていた。婦人は「化ばけ物ものっ」と叫び暴あばれるが、エリザは微び動どうだにしない。

「ねえジーニー……いいでしょ……わたし、お腹が減っているの……」

　エリザの瞳からは正気が失うせていた。そうだ……わたしは肉を食べなかったから気持ちが悪かったんだ……。エリザは吸い込まれるように婦人の首筋めがけて大きく口を開いた。その口には鋭するどい二本の牙きばが並んでいた。婦人が悲鳴を上げる。

　エリザの牙が肉に突つき刺ささり、温かい液えき体たいが口の中に広がる。甘あまく蕩とろけそうな味。ああっ、とエリザはうっとりとする。

　が、エリザが噛かみついたのは女の首筋ではなかった。

「……くっ」

　男性の声がした。聞き覚えのある声だった。

　苦く痛つうを堪こらえる薫の顔が目に入った。自分が婦人に噛み付こうとした瞬間、彼が横から腕を出して庇かばったのだ。

「わ、わたし何を……」

　エリザは急速に正気を取り戻した。薫の腕から手を離した。エリザに襲われ掛けた婦人が床を這はうようにして逃げて行き、薫は腕を押さえて膝ひざをついた。

　霧きりが晴れていくように、エリザは思い出した。

（そうだ……一昨日おとといの晩わたしはジーニーを納な屋やに連れ込んで……）

　エリザは絶ぜつ叫きようした。真実を知ったことで記き憶おくの封ふう印いんが破れ、一気に流れ込んできたのだ。

「嘘うそよっ、そんなの嘘よ！」

　彼女は顔を覆おおって劇場を飛び出した。




　海の見える公園。エリザはぬいぐるみを抱えて断だん崖がいのすぐ手前のベンチに腰こし掛かけていた。

（思い出した……みんな思い出した……わたし何度もここで遊んだっけ……）

　エリザの記憶の中では緑に囲まれた公園だったが、今は雪に覆おおわれている。冷たい波がエリザの心情を代だい弁べんするように激しく夜の海かい岸がん線せんに打ちつけていた。

　雪を踏む音がした。顔を上げるとそこには薫の姿があった。ずっと手にしていた細長い物の袋を外していた。中にあったのは一振りの剣だった。

　エリザはやっと気づいた。彼が屋敷の前で聞き込みをしてたのは自分を探していたのだ。路ろ地じ裏うらで会ったのは偶ぐう然ぜんなどではなく、自分を殺すために追い掛けて来たのだ。彼はエリザの『マスター』が恐れていたバチカンの人間なのだ。

　エリザは二十年前にこの地を支し配はいしていた魔ま族ぞくの作った使し徒とだった。主人マスターである魔族は赤髪の女によって屠ほふられたが、十四歳さいのときに闇やみの血を受けて無理矢理に使徒にされた彼女は主人が死んだ後もその姿のまま生きてきた。

　逃げようと思ったが、薫の鋭い視線はそれを許ゆるしてくれないことを物語っていた。彼らは闇の生き物を仕し留とめる狩人かりうどだった。

　もっとも、エリザは封ふう印いんから解かれた記憶に打ちのめされてそんな気力は残っていなかった。自分がどうやって生きてきたか全て思い出したのだ。人を食べた。ジーニーだけではない。何人も何人も……。自分は生きていてはいけない化け物なのだ。

「……酷ひどい人ね。わたしを殺す前に幸せな思い出でも作ってくれたつもり？」

　エリザは薫を睨にらみつけて言った。だがすぐにそんな言葉は言わなければよかったと後こう悔かいした。彼とのデートは楽しかった。本当に楽しかったのだ。夢見ていたことがみんな叶かなった。ラスト・シーンだけは違ったけど……。エリザはぬいぐるみを強く抱き締め顔を埋うずめた。

「ただ……」彼は静かに言った。「遠い街で出会った子が、殺さなくちゃいけない使徒だった。ただそれだけだよ」

　エリザは顔を上げた。彼はデートしていたときとはまるで違う厳きびしい顔で自分を見つめていた。だけど、彼の目の奥おくに別の感情が一瞬見えた気がした。

　エリザは立ち上がり、薫にぬいぐるみを差し出した。

「これ、貰もらって。マスターにプレゼントしてもらった物なの。使徒の持ち物なんて嫌いやかもしれないけど、でも、これ、わたしの宝たから物ものなんだ」

　薫が頷うなずいてぬいぐるみを受け取った。二人の手の指先が重なる。お互いの手が微かすかに震ふるえる。

「さあ……殺して」

　エリザは瞳を閉じて両腕を広げた。薫が鞘さやから剣を抜く音が聞こえる。覚かく悟ごを決めてもやはり脚あしが震えてしまった。

　いつまで経たっても死の刃やいばが来ないのでエリザは瞳を開いた。そしてエリザは微笑ほほえんだ。ああ、やっぱりそうだった。さっき一瞬だけ薫の目の奥に見えた、エリザに向けられた感情は気のせいではなかったのだ。

「いいのよ、薫……貴方に殺されるなら。だって薫はわたしを普ふ通つうの女の子として見てくれたんだもの……」

　彼は潤うるんだ瞳を拭ぬぐって剣を構えた。エリザは瞳を閉じた。脚の震えは収おさまっていた。

　刃がエリザを貫つらぬいた。飛び散った血ち飛沫しぶきがベンチに置かれたテディ・ベアに落ちる。

「よかった……」エリザは胸を貫かれながら薫にしがみつき、涙に濡ぬれた瞳で薫を見上げる。「一人ぐらい、わたしみたいな化け物のためにも泣いてくれる人がいて……」

　彼女は崩れ落ちた。人間と変わらぬ赤い血が雪を染めていった。

「君のために泣くのは一人じゃないよ……」

　彼女を手にかけた青年には、その言葉が彼女の耳に届いたかは分からなかった。

　彼がぬいぐるみを持って踵きびすを返すと、向こうから二人の男女が駆かけて来て、エリザの亡なき骸がらの前にうずくまり泣き叫んだ。ファラとシュミットだった。

　エリザはあの二人の間に特別な感かん情じようが交かわされているのを感じたという。

　エリザがそれを敏びん感かんに感じ取ったのも当然かもしれない。二人はエリザの兄であり、姉であった。二人は使徒となったエリザの記憶を封じ、あの部屋にエリザをずっと匿かくまい続けた。エリザの食人への渇かわきを、主人マスターの骨を砕くだいた薬で抑おさえながら。だがそれも効きかなくなり、エリザは人の肉を求め、やがてそれがバチカンの耳に届いた……。

　彼女の部屋にあった写真の楽しき過日の光景はもう戻らない。だけれど亡骸となった妹にすがりつく兄と姉の思いは、写真の日から何も変わってはいなかった。

　通りの向こうで黒いスーツの女性が青年を待っていた。

「優やさしいな。だがそういう感情はいつか刃やいばとなってお前に返って来るぞ」

「でも僕はこういう人間です」

　青年はやや震える声で、だが力強く言った。

「ふん。行くぞ。スイスで『ラヴァーズ・キラー』とか呼ばれる殺さつ人じん鬼きが出しゆつ没ぼつしている」

　レイニーは冷たく言い、歩き出した。薫は彼女の後を追った。

　──じゃあどうしてレイニーさんは、二十年前あの二人の願いを聞き入れてエリザを見逃したんですか？

　彼はそう聞こうと思ったがやめた。氷の女性の足音も心なしか湿しめっていたからだ。
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　俺おれは少しばかり苛いらついていた。

　その晩ばんの俺は師し匠しようの屋や敷しきの二階にあてがわれた自室に閉とじこもり、バイトで魔ま導どう関連書の『翻ほん訳やく』をしていた。

　魔導書の中にはまともに読むことができないよう細工が施ほどこされた物がある。危き険けんなトラップが仕し掛かけられた物もあるが、大たい抵ていはひたすら手間と魔力を消費するパズルみたいなもので、時間をかければ俺みたいな見習い魔ま術じゆつ師しでもバラすことができる。

　もちろん明らかに貴き重ちような魔導書の解かい読どくを他よ所そに頼たのむ魔術師などいない。このバイトの雇こ用よう主は魔術師協会。この本は魔術師協会の共同資し料りようで、過か去この失われた魔術や歴史を取り戻もどすため、俺みたいな見習い魔術師が総そう出でで解読にあたっている。『あまり価か値ちは期待できそうにないが、歴史的な資料としてはまあ……』みたいなクズ本がほとんどだが、まだ『法士』に昇しよう格かくしていない見習い魔術師の俺には恰かつ好こうのバイトであり、修しゆ行ぎようであった。数をこなせば夏休みをイギリスで過すごす滞たい在ざい費ひぐらいは十分に返ってくる。

「……ほらほら、ルーシア。もう限げん界かいなの？」

　俺の苦く闘とうもお構かまいなしに、下の階から愉ゆ快かいそうな女じよ性せいの声が響ひびいてきた。ぴくっ、と俺のこめかみに血管が浮うき上がった。

「あうっ！　痛いたいですお師匠様っ。痛すぎますっ。これはもう痛さのホームラン王と言っても差し支つかえありません。こんなに痛いとわたし泣いてしまうかもしれませんっ」

　別の女性の声が聞こえた。こちらはだいぶ若わかい声だ。「泣いてしまうかも」と言いつつも、その声は既すでに涙なみだに濡ぬれている。

　繰くり返すが俺は苛ついていた。俺に回ってきた派は手でな装そう丁ていの魔導関連書はとてつもなくやっかいな封ふう印いんが施されていた。しかも厳げん重じゆうかつ陰険な封印にも拘かかわらず、中身は金にあかして魔術師の地位を買った数世紀前の無む能のうな貴き族ぞくの自じ叙じよ伝でんだった。だから『魔導書』ではなく『魔導関連書』だ。偉えらぶってご講こう釈しやくをたれているくせに魔術知ち識しきはデタラメもいいところ。つまり俺は、バイトとはいえ何の価値もないクソ自伝の翻訳をしなくちゃならないってわけだ。自分の能力を高く見せたいがために他の魔術師を雇やとって面めん倒どうくさい封印を施しやがって。俺は魔術師協会の公共物を燃もやしてやりたい衝しよう動どうに駆かられていた。

　ただでさえ苛立った俺にさらなるストレスを与あたえてくれているのが、下の階から聞こえる女二人の大おお騒さわぎだった。

「あ～ら、何を言っているのかしらこの小こ娘むすめは。そんなことで一流の魔術師になれるとでも思って？　こんな意い気く地じのない弟で子しを持って師匠として恥はずかしいわ……ううっ……貴方あなたをわたしに預あずけられた貴方のご両親に何とお詫わびしていいやら……」

「ああっ、ごめんなさいっ。泣かないでくださいお師匠様。ルーシアが悪るうございました。ルーシアは頑がん張ばりますっ」

　女の子が毅き然ぜんとして言った。二階から聞いても年上の方の声は完全に泣き真ま似ねなのに、どうしてそれで騙だまされてしまえるのか不思議だ。

　ばきっ、と俺の握にぎっていた羽ペンが折れ、魔導封印のトラップ防ぼう御ぎよ用に掛けていた眼鏡めがねにインクが飛び散った。俺は眼鏡を外すと、すくっ、と席を立った。

「はうううっ！　でも痛いです。おでこが大変なことになっております。何かハミ出しちゃっている気がします。お師匠様、本当にこれでルーシアは一流魔術師になれるのでしょうか!?」

「ええもちろんよ。貴方は、この天才クラウディア・マルゼスを師匠にいだく僥ぎよう倖こうを得たんですもの。わたしの指し導どうに従したがっていれば貴方もわたしみたいな偉い大だいでゴージャスな魔術師になれること請うけ合い……」

「うるせえんだよ、おめえらっ！」

　俺は下の階に乗り込こんで叫さけんだ。二人の女性が同時に俺の方を向いた。

　栄えい誉よある『導士』のローブをふとどきにも腰こしのあたりで短くカッティングしてまとった女はクラウディア・マルゼス。まだ三十前だが、魔術師協会では弟子を取って指導をすることを許ゆるされた導士の位を持っている。その若さにも拘らず魔術の腕うでは桁けた外はずれだと評ひよう判ばんだが、性せい格かくの悪さはもっと有名だ。何の不幸か俺の師匠だ。

　もう片かた方ほうのボサボサ頭と眼鏡の小娘はルクレシア・グレンヴィル。通つう称しようルーシア。年は俺より四つ下の十四。このイギリスでも有数の大だい貴き族ぞくグレンヴィル家の第二息女で、俺に続いてクラウディアさんに弟子入りした妹弟子にあたる。可哀かわい想そうなことに。

「あああっ！　てめえ、何てことしてやがんだよっ」

　俺はルーシアの頭を見て大声を上げた。彼女の頭には孫そん悟ご空くうの輪っかみたいなのが嵌はまって、ギリギリと彼女の頭を締しめ付けていた。これは魔力を使った知ち恵えの輪みたいな代しろ物もので、設せつ定ていした波長の魔力を見つけて注ぎ込まねば外れない。俺がやっていた翻訳と似にているが、違ちがうところは、間違えた開パ錠タ波ー長ンを注ぐと孫悟空と同じ目に遭あうということだ。なぜ知っているかと言うと、俺もこいつでクラウディアさんにいじめられた経けい験けんがあるからだ。

「可哀想なことしてんじゃねえよ。相手は大貴族の娘さんだぞ」
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　ったく、この性しよう悪わる魔ま女じよは何だってせっかくの才能をこんな意味のねえ魔ま導どう具ぐの製せい作さくに注ぎやがるんだ。俺はルーシアの頭の輪っかを外してやった。

「いけません真ま澄すみさんっ。ずるはダメです。これは修行なのですっ」ルーシアは俺の手から輪っかを奪うばった。「ルーシアが一流の魔ま術じゆつ師しになるのをお父様とお母様とお姉様が待っているんです。ルーシアはこんなことぐらいでへこたれたりしませんっ」

「くうっ……」

　ルーシアの殊しゆ勝しようさとそれを凌りよう駕がするおバカさに俺は少しばかり目め頭がしらが熱くなった。この愚ぐ直ちよくなまでのひたむきさが天文学的確かく率りつで上う手まくハマれば、もしかするとこの娘は伝説に残る魔術師になれるかもしれない。が、残念なことにこの屋や敷しきは真ま面じ目め一いつ徹てつな人間が常つねに馬ば鹿かを見る所だった。

「……いいか、ルーシア。この世には信じちゃいけねえものが三つある。何だか分かるか？」

　ルーシアは両腕を組んで「う～ん」としばし考え込んだ。

「えっと……イギリスの天気予よ報ほうと、子こ供どもの『明日やるよ』って約束と……」

「いい線いっているがハズレだ。正せい解かいは、クラウディアさんの涙なみだと、クラウディアさんの笑え顔がおと、クラウディアさんの真しん剣けんな顔だ。どれを信じても間違いなく不幸になる。デタラメを言ってんじゃねえ。これは俺の体験談だ。悪いことは言わねえから師し匠しようを替えるんだ」

「ちょっとぉ、真澄～。そんなことできるはずないでしょ～。だいたいそんなことを当の師匠の目の前で言うんじゃないわよ～」

　クラウディアさんはムッとして言ったが、俺は無む視しした。これはむしろ人間としての良心の問題だ。

「そ、そうですよ、真澄さん。魔術師は師匠を替えられないんですよ」

　そう言いながらもルーシアはあからさまに興きよう味みを持った顔をしていた。なんてストレートな奴やつだ。その向こうではクラウディアさんが睨にらんでいるのに気づいてもいやしねえ。やっぱりこの天然ボケ娘はここにいると不幸になる。

「メモの用意をしな。どうせお前の脳のうミソの容よう量りようじゃ覚えられねえからな」

「は、はい」

　ルーシアはローブの内ポケットからいつも持ってるメモ帳を取り出した。俺はルーシアの手を引き、部屋の外へと向かいながら耳打ちする。

「……いいか、ルーシア。難むずかしいが方法がねえってわけじゃねえ。師匠がそれに値あたいしねえって魔術師協会を納なつ得とくさせりゃあいいんだ。おめえもクラウディアさんの違い法ほう行こう為いを山ほど見てるだろ？」

「はい。この前も真澄さんの食事の中に怪あやしげな薬を混こん入にゆうしているのを目もく撃げきしました」

　俺は「ぶっ！」と噴ふき出した。

「食う前に言えよっ、この天然ボケ娘むすめ！」

　思わず大声を出してしまったら、ルーシアは頭を庇かばってびくついた上目遣いで俺を窺うかがった。俺は「すまねえ」と謝あやまった。コイツがアホなことばかりするもんだからついつい頭を叩たたいてしまうので、俺は少しばかり怖こわがられているみたいだ。とりあえず命に関かかわることは起きてないから、入れられた異い物ぶつが何だったかは考えないことにしよう。

「俺が言ってんのはそういうイタズラじゃなくて、魔術師協会の禁きん忌きに関わることだ。そいつをネタにここから逃にげ出すんだ。でもマトモに告発したってこの悪あく魔まに勝てっこねえから、まずはグレンヴィル家の力を使って協会の有力者に手を回すんだ。このとき気をつけなくちゃいけねえのは、赤魔術師同士だと庇い合うから、逆ぎやくに黒の連中を……」

　と、そこまで言ったときだった。

「『お師匠様……本当にいいの？　僕ぼく、お師匠様を汚よごしちゃったりしない？』」

　クラウディアさんが妙みような声こわ色いろを作って呟つぶやいた。

「ああん、何だそりゃ？　汚すも何も、てめえは性しよう根ねの奥おく底そこまで腐くさってんだろうが」

「『お師匠様の唇くちびるってとっても柔やわらかいね……』」

　クラウディアさんは応こたえず、妙な声色を作ったまま続けた。

「『ああ……僕、お師匠様で男になるんだね……』」

「ちょっと待てえ!!」俺はそれが何だかやっと気づいて絶ぜつ叫きようした。「お、お、俺はそんなこと言ってやしねえぞっ！　デタラメほざいてんじゃねえっ」

「録音してあるんだけどな～」

「な、な、な……」

「って言ったら信じる？」

　たぶん俺は耳まで真っ赤になっていた。クラウディアさんは勝ち誇ほこったように笑い、一人意味が分からないルーシアはキョトンとして俺とクラウディアさんを見み比くらべた。

「師匠を裏うら切ぎるような弟で子しには、それ相そう応おうの仕返しをしなくちゃならないんだけど、貴方あなた、本気でわたしとやる気？　あ、『やる』って言ってもエッチな意味じゃないわよ」

「エ、エッチなお話だったんですか!?」とルーシアが目を丸くした。

「ねえ、真澄～。どうするのぉ～？」

「……ま、魔術師にとっては師匠は絶対だ。裏切るなんて真似をしちゃいけねえ……」

　クラウディアさんは満足そうに頷うなずいた。……すまねえ、ルーシア。俺だって人の子だ。こんな悪魔に男としての最大の弱みを握にぎられている気持ちを分かってくれ。

　と、心の中で謝りながらすごすごと部屋を出て行こうとすると、ルーシアも一緒について来た。何か言いたそうな真剣な顔だった。

「情なさけねえ兄弟子を許ゆるしてくんな。あいつから逃にげる方法は自分で見つけてくれ。実は俺も何年もそれを探さがしているんだ。……永えい遠えんに見つかりそうもねえがな」

「いえ……そうじゃなくて……」

「何だ？」

　ルーシアはもじもじしていたが、意を決したように勢いきおいよく聞いてきた。

「さ、先さき程ほどのエッチなお話とは具体的には何の話だったんでしょうか!?　差し支つかえなければ教えていただきたいのですがっ」

　真っ赤になりながらもルーシアの手にはメモ帳が握られ、興味津しん々しんな顔でエンピツを構かまえていやがった。俺のこめかみにぴくぴくと血管が浮うかんだ。

「うるせえっ、色気づいてんじゃねえよっ！」

　俺はルーシアの頭を叩いた。天然ボケ娘の空っぽの頭は、ぱこーん、と実に気持ちいい音を立てた。




　　　　２




　ドンドンドンッという物もの凄すごい勢いのノックで俺は起こされた。

　その朝の俺は精せい魂こん尽つき果てていた。昨夜の騒さわぎの後も魔ま導どう関連書の翻ほん訳やくを続け、クラウディアさんが録音しているっていう恫どう喝かつは本当かどうかという悪あく夢むに魘うなされた。というわけで俺はシーツの中に潜もぐり込みながらドアの向こうに言った。

「……悪いけどよ、俺は疲つかれてんだよクラウディアさん。たまには朝食ぐらい自分で作れよ。俺は魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようをしにわざわざイギリスまで来てんであってさ、家か政せい夫ふの修行をしに来てんじゃねえんだから……」

「わたしはクソババアじゃないわよっ！」ドアの向こうから若わかい女の声が怒ど鳴なった。「起きなさいよ、真澄さんっ！　用があるんだからっ」

「……ルーシア？」

　俺はベッドから這はい出すと、魔術師協会の見習い魔術師用のローブを羽は織おった。いくら毎日のように顔を合わせているからと言って相手は若い女の子だ。

　ドアの向こうには妹弟子のルーシアが両りよう腕うでを腰こしにあてて仁に王おう立だちしていた。昨日とは違ちがって髪かみは綺き麗れいに梳とかされ、見習い用のローブもぴしっと着こなしている。眼鏡めがねも掛かけていない。ちょっとばかり嫌いやな予感を覚えつつも俺おれは訊たずねた。

「んで、こんな朝っぱらから俺にいったい何の用……」

　そこまで言ったところで俺の脳のう天てんで火花が散った。ルーシアの平手打ちが俺の頬ほおで炸さく裂れつしたのだ。

「い、いてえなっ。何しやがるんだよっ」

「『何する』ですって!?　昨日、わたしの頭を叩いたでしょっ。そのお返しに決まっているでしょっ」

「そ、それはてめえが寝ねぼけたこと言うからだろっ」

「何よ貴方あなた、おかしなことを言ったらそれで人を殴なぐるの!?　だいたい貴方は兄弟子でも、わたしとは身分が違うんだから、大きな顔をしないでちょうだいっ」

「すげえこと言うな、お前……」

「文もん句くでもあるの？」

　キッとばかりに睨にらみつけるルーシアに、俺は面めん倒どうくさくなって「ねえよ」と答えた。

　──しかしまあ、何たってこいつは日によって性せい格かくがこうも変わるんだ？

　どういったわけか分からないのだが、このお嬢じよう様さまは日によって俺やクラウディアさんへの接せつし方がまるで違う。あるときはぽわ～んとしていて俺やクラウディアさんに子犬みたいにつきまとうのだが、あるときは恐おそろしく刺とげ々とげしくクラウディアさんを『クソババア』呼よばわりする。最近俺は法ほう則そく性せいに気づいた。眼鏡を装そう着ちやくしているときは温おん厚こうかつ馬ば鹿かで、眼鏡からコンタクトに替えたときは傲ごう慢まんかつ凶きよう暴ぼうだ。

　──まさかクラウディアさんが呪のろいの眼鏡でも製せい作さくしたんじゃねえだろうな。童話の魔女の呪いみてえな感じに……。

　そんな想そう像ぞうが浮かんだが、怖こわすぎるのでそれ以上考えるのはやめておいた。名門グレンヴィルのお嬢様に得体の知れない魔術をかけたとあっては、下手すりゃ俺まで共きよう犯はんってことでイギリス中から追われることになる。カトリックの神父に育てられた俺は、ただでさえこの国では風当たりが強いのだ。

「……ちょっと。何を人のことじろじろと見てんのよ。気持ち悪いわね」

「別に何でもねえよ。それじゃ俺は寝直すから、クラウディアさんの世話は頼たのむぜ」

「馬鹿言ってんじゃないわよ」

　とルーシアは俺の手を掴つかむと、部屋から引っ張ぱり出した。

「おいおい、何だよ」

「決まっているでしょ」ルーシアは声を殺した。「……昨日言ってたことよ。あのクソババアの犯おかした違い法ほう行こう為いの証しよう拠こを盗ぬすみ出して、協会に報ほう告こくするのよ。手伝ってちょうだい」

「手伝ってって……。普ふ通つうよ、何か頼み事をするなら、そいつの顔を引っ叩ぱたいたりするのは後にするんじゃねえのか？」

「当然すべき復ふく讐しゆうを、自分の利になることがあるから後回しにして媚こびてみせろっていうの？　わたしにはできないわね。わたしは頭を下げなくちゃならないときは下げるし、ぶん殴ってやりたいときには後にしたりしないの」

　俺は苦く笑しようした。こういうのは嫌きらいじゃなかった。

　俺はルーシアに手を引かれて階かい段だんを下りた。ルーシアはキョロキョロと周囲を見み渡わたし、泥どろ棒ぼうのように足音を殺してクラウディアさんの研究室に向かった。

「クラウディアさんはどこに？」

「一階にはいなかったわ。まだ寝ているんじゃない？」

「もうだいぶ太陽は昇のぼっているぜ」

「それが何よ」

「いやさ、どうせなら夜中とか外出したときとかを狙ねらった方がいいんじゃねえかな～とか思ってな」

「何よ、怖おじ気けづいたの？　わたしは一いつ刻こくでも早くあのクソババアから逃にげたいのよ。それに急がなくちゃ、あいつに証拠を始末されちゃうかもしれないでしょ」

「そりゃまあそうだがよ……何つーか、気が進まねえんだよなあ。不ふ吉きつな感じがしてならねえって言うか……俺、クラウディアさんとやり合って一度も勝ったことねえし」

　ルーシアは足を止めてくるりと振ふり返った。

「い、一いち応おう、妹弟で子しとして聞いておきたいんだけど」

　ルーシアはなぜかどもりながら言った。頬はほんのりと赤くなっていた。

「まさか真澄さん、あのクソババアと何かあったから、あいつの味方をするんじゃないでしょうね？」

「な、何だよ、『何か』って」

　俺も少しどもっていた。

「だ、だから、その、つまり、恋こい人びとって言うか、男と女の関係って言うか……」

「馬鹿言ってんじゃねえよっ。あんな悪あく魔まとできちまってみろ。一生を棒ぼうに振りかねねえぞ。ったく、よしてくれよ」

「神に誓ちかって？」

「……あたりめえだ」

　ルーシアはほっとしたように「ならいいわ」と言った。悪いな、ルーシア。俺はおめえらとは違ちがって神様はどうでもいいんだ。言えるわけねえだろ、そんなこと。

　俺たちは屋や敷しきの地下にあるクラウディアさんの研究室の前まで来た。ルーシアは解かい錠じようの術言ワードを唱える。

　──あ～あ、これでもう引き返せねえぞ。

　魔ま術じゆつ師しというのはそれぞれが『超』がつくほどの秘ひ密みつ主しゆ義ぎ者しやであり、いくら師し弟ていとはいえ自分が取り組んでいる研究を他人に見せたりはしない。俺もルーシアも、クラウディアさんと一いつ緒しよでなければここに入ることは禁きんじられているし、手伝いを命じられて毎日のようにここに来ているが、クラウディアさんがどんな研究をしているかは断だん片ぺん的にしか分からない。まあ、その過か程ていで違法の薬物を入手していたりとか、協会を破は門もんされた人間との付き合いとか、シャレにならないことはいくつも知っているわけだが。

　正直言えば俺はもう逃げ出したかったが、昨日妙みようなことをルーシアに吹ふき込んでしまった責せき任にんがあるのでそうもいかない。

「あれ？」

　ルーシアが怪け訝げんそうな声を漏もらした。

「どうした？」

「鍵かぎが掛かかってないのよ。開きっ放しなの」

　とノブをがちゃがちゃとしてみせる。貴き重ちような物やヤバい物が山ほど保ほ管かんされているここに鍵を掛けてないわけがない。いつも最後にクラウディアさん自身が鍵を掛けるし、いつだったか忘わすれ物をした俺が勝手に中に入って取ろうとしたら、本気で引っ叩かれた。「それはね、魔術師としてやっちゃいけないことなのよ」クラウディアさんがあんなふうにマジで怒おこるなどめったになかった。

「……中にいるんじゃねえのか？」

　ルーシアがびくりとしてノブから手を離はなす。俺はドアをノックしながら「クラウディアさん、いるのかい？」ととぼけて聞いてみたが返事はなかった。

　俺たちは顔を見合わせ、ドアを開いた。

「な、何よ、これ!?」

　ルーシアが唖あ然ぜんとして言った。俺もポカンとして部屋を見渡した。クラウディアさんの研究室はまるで嵐あらしの後のようにしっちゃかめっちゃかになっていた。本ほん棚だなは倒たおれ、貴重な魔導書や羊皮紙の束が散さん乱らんしていた。

「これって泥棒!?　真澄さん、気づかなかったの？」

「いや、昨日は疲つかれて熟じゆく睡すいしてたからな。おめえは……」

　と聞きかけたが、高校の夏休みを使ってクラウディアさんの屋敷にホームステイしている俺とは違い、まだ十四歳さいのルーシアは毎日執しつ事じに送り迎むかえされて家に帰っていた。

「でも命知らずよねえ～。あのクソババアの家に泥どう棒ぼうに入るだなんて。絶ぜつ対たい、生きてイギリスから出れないわよ」

「……あのよ、もしかすると考えたくねえことなのかもしれねえが、そういうおめえもここからクラウディアさんの違い法ほう行こう為いの証しよう拠こを盗ぬすみ出そうとしているんじゃねえのか？」

　俺が冷静にツッ込こむと、ルーシアは「うっ……」と硬こう直ちよくした。自分がどれだけ恐おそろしいことをしようとしているかようやく肌はだで実感したらしい。

「と、とにかくっ」ルーシアは自分を鼓こ舞ぶするように大声で言った。「これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスよ。今なら泥棒の仕し業わざに見せ掛けられるわっ。あのクソババアの違法行為の証拠を押おさえて、そしてそれを協会に匿とく名めいで郵ゆう送そうして……」

「待ちな」

　俺は家や捜さがししようとするルーシアの腕うでを掴つかんだ。

「見ろ、部屋の壁かべを」

　部屋の壁のあちこちにできたばかりの黒くろ焦こげがあり、まだ微かすかに煙けむりを立ち昇のぼらせていた。

「こりゃ泥棒の仕業なんかじゃねえ。何らかの魔術がここで炸さく裂れつしたんだ」

「ど、どういうことよ……？」

「分からねえ」俺は首を振ふった。「おい、ルーシア。クラウディアさんを捜して来い。けどいなかったら、少しばかりヤバイぜ」
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　ルーシアが出て行くと、俺は部屋の中を調べ始めた。

　とは言っても俺は所しよ詮せん『法士』にさえ昇しよう格かくできていないぺーぺーの見習い魔術師だ。対するクラウディアさんは信じられねえほど腐くさった性せい格かくをした性しよう悪わる魔女だが、桁けた外はずれの天才だ。魔術師協会の最年少記録レコードを、マーガレットなんとかっていう数十年前の悲運の天才魔術師と分け合っている。はっきり言えば俺なんか足元にも及およばねえ。もしこの魔術禍かが外部の者の手によるものじゃないとしたら、俺にできることがあるのか？

「……ん？」

　引っくり返った大机づくえの下にある何かが電灯の光を反はん射しやした。机をどかしてそれを引っ張ぱり出そうとしていたとき、ルーシアが帰って来た。ルーシアは首を振った。

「どこにもいないわ。寝しん室しつも、キッチンも、それから、その、真澄さんの部屋にも……」

「……何で俺の部屋を調べるんだよ」

「い、一いち応おうよ」

　非ひ常じように気まずい空気が流れた。

「そ、そういや協会の方はどうだ？」

「で、電話してみたけど、来てないって」ルーシアもなんだか助かったっていう感じだ。ルーシアは付け足した「そうそう、イリュストレ様の所にも」

　イリュストレ様というのはクラウディアさんの師し匠しようにあたるお方で、魔術師協会の重じゆう鎮ちんである。温おん厚こう派はで知られ、カトリックである俺の魔術師協会入りを後押しして下さったのもイリュストレ様だ。ちなみに数々の功こう績せきを残してきたイリュストレ様の最大の過あやまちが、クラウディアさんを弟で子しに取ったことと言われている。

「つーことは、やっぱりこれはクラウディアさん自身がやらかしたのか……」

「つ、つまり、あのクソババアが研究の最中に何か失敗したってこと!?」

「それぐらいしか考えられねえな……」

　俺たちでは足元にも及およばない天才魔術師が。

「おい、ルーシア、手伝ってくれ。机の下に何かあるんだ」

　俺たちが机を動かすと下から出て来たのは、俺の身長ほどもある一枚まいの鏡だった。机が引っくり返った下した敷じきになったというのに傷きず一つついていなかった。

「……魔ま導どう具ぐみてえだな。これ、見たことあるか？」

「いいえ。……あっ。ほら、見て。ここに薄うっすらと何か書いてあるわ」

　俺たちは床ゆかに寝ねかしたままの鏡を覗のぞき込んだ。よく見ると鏡のほぼ中央あたりに、日本のお札さつの透すかしみたいに文字が浮うき上がっていた。

「何これ……？　読めないわ」

「いや、普ふ通つうの魔導文字だよ。ただ逆さまになってんだ」

　そこに書かれた文字はまるで鏡の向こう側から書いたかのように左右が逆ぎやくに綴つづられていた。

「……今、言おうと思ってたのよ。ウチの法脈のものだってこともちゃんと気づいてたんだからっ」

　ルーシアは頬を膨ふくらませて言った。魔導文字というのには法脈ごとに微び差さがある。特とく徴ちようといってもいい。これはイリュストレ様から続く、クラウディア一門のものだった。

「えっと……『自分で脱だつ出しゆつするから、あんたたちは近づいちゃダメ』……これってどういう意味？」

　俺はルーシアの腕を掴んで鏡から離はなれた。自分で自分の顔が強こわ張ばっているのが分かった。

「ど、どうしたのよっ!?」

「俺おれよりずっと上位の魔術師がやらかしたことなんて分からねえよ。……けど、どうもクラウディアさんがいなくなったのはこいつと関係があるらしい」

「じゃあやっぱりあのクソババアは……」

　俺たちは鏡を覗き込んだ。俺は頭をぽりぽりと掻かいた。

「しっかしまあ、こりゃやべえな。強がったメッセージを残してはいるけど、お前が来たときにはもういなくなっていたってことは、少なくとも一時間は経たっているのに状じよう況きようから抜ぬけ出せてねえってことだ。まいったな～、イリュストレ様んとこに報ほう告こくしても誰だれか助けに来てくれっかな～」

　イリュストレ様はもう達観しているみたいだが、クラウディアさんの兄弟弟子たちはスーパー問題児のクラウディアさんを死ぬほど嫌きらっている。ったく、こういうことがあるんだから魔術師は親しん戚せき付き合いはちゃんとしとけよ──などと俺が頭を悩なやましていると、さっきまで横にいたはずのルーシアの姿すがたがなかった。ルーシアはしっちゃかめっちゃかになった部屋の中をごそごそと漁あさっていた。

「えっと、ハンマー……ハンマーはどこかしら……」

「ん？　ハンマーなんか何に使うんだ？」

「それを壊こわすの」

「ふ～ん、壊しちゃうんだ……って、えええっ!!」俺は泡あわを食って大声を上げた。「ちょ、ちょっと待てよっ。鍵かぎを壊すのとはわけが違ちがうんだぞ。今こいつを壊したら、魔導具の影えい響きよう下かにある人間がどういうことになるか分からないぜっ」

「何を馬ば鹿かなことを言ってんの？」ルーシアは呆あきれたように言った。「だからじゃない。こんなチャンス二度とあると思う？　あのクソババアを葬ほうむれるまたとないチャンスよ」

　俺はルーシアの目を見て寒気を覚えた。完全に目が据すわっていやがる。やべえ。こいつマジでやる気だ。

「あ、これでいいわ」

　ルーシアは棍こん棒ぼうのような太いロッドを引っ張り出した。

「さよなら、お師匠様。本当はルーシアは貴方あなたを尊そん敬けいし・て・い・ま・し・たぁ～と」

「お、落ち着け、ルーシアっ」

　俺は、笑いを噛かみ殺しながら鏡へと向かって行くルーシアを羽は交がい締じめにした。

「落ち着くのは貴方の方よ、真澄さん。よく考えてもごらんなさい。あのクソババアがこの世から消しよう滅めつして困こまる人間がどこにいるの？　誰もが幸せになるじゃない」

　韜とう晦かいナシの真顔で言うもので、一いつ瞬しゆん俺も「まあ、確たしかに……」と納なつ得とくしかける。

「じゃない、じゃない、じゃないっ」俺は我われに返った。「気持ちはすっげー分かるが、そりゃいくら何でも非ひ道どうだ」

「わたしはその数十倍もあのクソババアに非道な目に遭あわされてきたのよっ！」

　がしっ、とルーシアが靴くつのヒールで俺の足の甲こうを思いっきり踏ふみつけた。「ぐおっ」俺は悲鳴を上げてルーシアを離してしまった。ルーシアはすかさずロッドを振ふりかぶった。

「食らえ、積年の恨うらみっ！」

　ルーシアは鏡に向かってロッドを振り下ろした。

　が、鏡の割われる音はしなかった。

「えっ!?」

　ルーシアがすっとんきょうな声を上げる。石を放った水面に波が立つように、ロッドが振り下ろされた鏡面が、ぶるんっ、と揺ゆれてロッドの先せん端たんを呑のみ込んだのである。

　そのままロッドはずぶずぶと鏡面に潜もぐり込んで行き、引っ張られてルーシアも鏡の上に倒たおれ込んだ。

「きゃあっ！　な、何よこれっ！」

　ロッドだけではなく、ルーシアも引っ張り込まれる。俺はとっさにルーシアの腕うでを掴つかんだが、鏡の中から俺たちを引っ張る力は強く、俺たちは鏡の中に引き込まれてしまった。

　引き込まれる瞬間、俺の脳のう裏りにクラウディアさんの残したメッセージがまるで耳元で囁ささやかれるようにリフレインした。

　──あんたたちは近づいちゃダメ……。
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「いたたたた……何が起きたの？」

　ルーシアが頭を振りながら起き上がった。俺も起き上がり、周囲を見み渡わたした。

　俺たちはさっきめちゃくちゃになった部屋を見たときのように口をあんぐりと開けて呆ぼう然ぜんとした。

「こりゃ……いったい何だ？」

　そこは俺たちがさっきまでいた地下のクラウディアさんの研究室──のようだった。だが部屋に散さん乱らんしていた魔ま導どう書しよや研究素そ材ざいは何もない。それどころか本ほん棚だなも机つくえも何もない。壁かべ紙がみもなしにレンガの地じ肌はだが剥むき出しになった、どう見ても使われていない部屋だった。ただ一つ、ポツンと床ゆかに残ったあの鏡を残して……。

「おい、見てみろよ」

　俺は鏡を覗のぞき込こんで言った。ルーシアも恐おそる恐る覗き込んで目を瞬しばたたかせる。

　鏡に、それを覗き込む俺たちの姿すがたは映うつり込まなかった。その代わり鏡には、まるで写真のようにさっきの俺たちの姿が静止して焼き付いていた。

「……すげえ顔してんな。よっぽど鬱うつ憤ぷんが溜たまってたんだな、おめえも」

　ルーシアは顔を赤くする。鏡に映っているのは、嬉き々きとした顔で鏡を叩たたき壊そうとしているルーシアの姿と、それを羽交い締めにして止める俺の姿であった。何と言うか、連続殺人犯はんが獲え物ものを見つけたらこんな顔をしそうだ。

「そ、それよりっ」ルーシアは無理矢理話を逸そらした。「わたしたちどうなっちゃったの!?　何か、鏡に引っ張ぱり込まれたような感じがしたんだけど」

「ああ、確たしかに……あっ！」

「ど、どうしたのよ？」

「見ろよ、鏡の魔導文字を。さっきと違って左右反対じゃないぜ。これってまさか……」

「ここは鏡の向こう側ってこと？」

　ルーシアは即そく座ざに俺の言おうとしていたことを読んだ。

　──ときどきコイツ、恐ろしく頭の回転が速くなんだよなぁ。昨日の天然ボケっぷりから言えば、説明したって理り解かいできそうにもねえんだが……。

「ねえ、真澄さん。鏡に触さわってみなさいよ」

　ルーシアが手にしていたロッドを俺に差し出して言った。

「何で俺が」

「ここから入って来たんだから、ここから帰るしかないじゃない」

「そりゃ分かる。問題は『何で俺がやらなくちゃならねえんだ』って部分なんだがな」

「わたしはイヤだからよ」

　ルーシアはさくっと言い放った。『何でわたしのような高こう貴きな身分の人間がそんなことしなくちゃいけないの？』という感じだ。……まあ、いいんだけどよ。

　俺はロッドを受け取ってそっと鏡に近づけてみた。鏡面が波打ち、ぐっ、と引っ張られる。俺が手を放すと、ロッドは鏡の向こうに呑み込まれていき、鏡の向こうに焼き付いた俺たちの半はん透とう明めいの像ぞうがロッドの部分だけ濃くなった。

「普ふ通つうに帰れるみたいね」ルーシアがほっとため息をついた。「じゃ、お先に」

　と、鏡の上に乗ろうとするルーシアの襟えり首くびを俺は掴んだ。

「何すんのよ」

「そうじゃなくて、クラウディアさんを助けねえと。俺たちが帰れるみたいなのに、クラウディアさんが帰って来れないってのはおかしいぜ。ほら……」

　俺は鏡を指差した。よく見れば俺たちの像にうっすらと二重写しになって、驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべるクラウディアさんの顔があった。こんな顔をするクラウディアさんを見るのは初めてだった。

「何かあったんだよ、帰れなくなる事情が。あのクラウディアさんがわざわざ『近づいちゃダメ』なんて俺たちに警けい告こくするなんて、よっぽどの状じよう況きようなんだよ」

「……知ったことじゃないわよ、あんなクソババアなんて。永えい遠えんにここで彷徨さまよっていればいいのよ」

「おめえらしくねえぜ、グレンヴィルのお嬢じようさんよ。いくら宿しゆく敵てきだからって、窮きゆう地ちに陥おちいった相手に手を差し伸のべねえなんて。クラウディアさんをへこますにしたって、真正面からやり合うってのが名家の息女のプライドってもんじゃねえのか？」

　ルーシアは物もの凄すごい顔で俺を睨にらみつけたが、「分かったわよっ。あのクソババアを助けて、『ありがとうルーシア』って泣いて感かん謝しやさせてあげるんだからっ。勝負はそれからにしてあげるわっ！」と怒ど鳴なって部屋の出口へと向かった。

　──どちらかと言えば、違い法ほう行こう為いを密みつ告こくするってのも卑ひ怯きようなんだけどな。

　簡かん単たんに言いくるめられた妹弟で子しを追いながら、俺は心の中で「たぶんコイツ、永遠にクラウディアさんに勝てねえよな……可哀かわい想そうに」と合がつ掌しようした。
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　俺たちは研究室のある地下から一階に上がり、屋や敷しきの中を捜さがした。

　まず気づいたのは屋敷の間取りが何から何まで左右反対になっているということだ。つまりは鏡の中の世界ってことなのだろう。しかしそれよりも気になったのは、まるで廃はい屋おくのように家の中がガランとしていたことだ。家具も俺の私物も何もない。もちろんクラウディアさんの姿も。

「どうするの、真澄さん。表にも世界が続いているみたいだけど……」

　俺たちは窓まどの外を覗いた。街がどこまでも続いているが、俺たちが見み慣なれたロンドンの街ではなかった。街の外も全すべて左右反対。看かん板ばんの文字も全て逆さかさまだった。

「行くしかねえな」

　俺たちは廃屋のような屋敷を出た。行き先は魔ま術じゆつ師し協会の本部。魔術の力で構こう築ちくされたこの世界から抜ぬけ出る方法を探さがすなら、クラウディアさんは様々な文ぶん献けんや魔導具がある本部に行くだろう……とあたりをつけたのである。

　街には人々がおり、左右反対の街がどこまでもどこまでも続いていた。見た目はごく普通の人間だが、このぶんじゃ心しん臓ぞうの位置も左右反対そうだ。

　──いったいこんな世界をどうやって構こう築ちくしやがったんだ？

　俺はクラウディアさんの凄すごさに感かん嘆たんせざるを得なかった。古来鏡というのはそれ自体が微び細さいな魔力を有し、その力を組み込んだ魔ま導どう具ぐも多い。人間の魔力容量キヤパではこんな巨きよ大だいな特とく殊しゆ空間を構築できるはずはないから、鏡の力を上手く利用しているんだろうが、精せい霊れい魔術が専せん門もんの俺では原理さえ分からなかった。

　──ちくしょう、人間のクラウディアさんを相手にして勝てねえんじゃ、魔族と戦うなんて……。

「……どうしたの真澄さん？　怖こわい顔をして……」

「え、ああ、別に何でもねえよ」

　俺はとぼけて言った。カトリックの神父に育てられた俺がなぜ魔術を学ぶのか──別に他人に話すことではなかった。

「あのさ、真澄さん。なんかこの街おかしくない？　左右反対だからかな？」

　ルーシアはポケットからコンパクトを取り出して街を映うつした。

「確たしかに何かヘンな気も……うわっ」

「ど、どうしたのよ、大きな声出してっ」

「ほら、よく見ろよ。鏡に俺たちは映っているけど、他の人間は映ってねえぜ」

　ルーシアは青くなりながら、コンパクトの鏡面を通りを走って行く車に向けた。前の席には若わかいカップルが乗っていたが、鏡の中では無人の車が走っていた。

「わたしたち以外は鏡の中の像なのね……」

「でも、他ほかにもなんか違い和わ感があるんだよな……」

「やめてよっ。もうたくさんっ」

　ルーシアは身み震ぶるいして言った。

　俺たちは魔術師協会本部の建物の前に着いた。古めかしいレンガ造づくりの建物。パンフレットを手にした観光客たちがローブ姿すがたの俺たちに不思議そうな視し線せんを送って建物の中に入って行く。

「おい、そこの見習い。そんな格かつ好こうで来るんじゃない」

　警けい備び員が声を殺して言った。魔術師協会本部──世間では大英博はく物ぶつ館かんと呼よばれている。入口は同じだが、協会に属ぞくする者が通ると博物館ではなく協会の建物の中に入ることができる。二つの建物が一つの建物として重なって存在しているのだ。これこそイギリスの魔術師たちの作り上げた逸いつ品ぴんであった。

　──鏡の中の世界で二重存そん在ざいの建物に入るか……。さすがにそりゃ遠えん慮りよしてえな。

「クラウディア・マルゼスの弟で子しのルクレシア・グレンヴィルと申します」ルーシアは非ひの打ち所のないお嬢じよう様さま口調で言った。「お師し匠しよう様はこちらに来ているでしょうか？」

「グ、グレンヴィルのお嬢様ですかっ」と警備員は泡あわを食ったが、すぐに眉まゆを顰ひそめた。「……いや、待て。グレンヴィルにそんなお嬢様はいないぞ」

「えっ!?」

「だいたいクラウディア・マルゼスはまだ法士だぞ。いくらちょっとばかり才さい能のうがあるからといって、勝手に弟子を取って魔術を教えたりしたら大問題だ」

　俺おれとルーシアは顔を見合わせた。

「い、今、グレンヴィルにそんな娘むすめはいないって言ったわよっ」

「いや、それよりも問題なのは……」

　俺の視線は、大英博物館の方から出て来た観光客が手にしていたパンフレットに釘くぎ付づけになっていた。正せい確かくに言えばそこに書かれていた年号に。

「あ、ちょうどよかった」警備員が言った。「あんたの弟子だっていう連中が来ているんだけどな」

　俺とルーシアは魔術師協会の方から出て来た人物を見てあんぐりと口を開けた。初々しいワンピース姿すがたでノートや魔導書を抱かかえたその人物は、俺たちの前までやって来ると警けい戒かいを露あらわにして言った。

「……わたしの弟子ですって？」

　そこにいたのは、どう見ても十代前半のクラウディアさんだった。
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　俺とルーシアは、すたすたと早足で歩くクラウディアさんの後ろを追った。街は何もかもが逆さかさま。ただし今からざっと十五年前。１９８０年代前半の世界だった。ルーシアはまだ生まれてもいない。

「ねえ、ちょっと。貴方あなたに用があるのよ。話を聞いたらどうなの？」

「嫌いやです」

　少女のクラウディアさんはぶっきらぼうに即そく答とうした。俺たちの方を見ようともしない。

　現在のクラウディアさんはルーシアと同じくらいの年ねん齢れい。俺の方が四歳さいか五歳は上だ。そんな年上の『見ず知らず』の野や郎ろうに追いかけられても怯おびえる素そ振ぶりも見せないのはさすがクラウディアさんだが、その代わり反はん撃げきもしてこない。ただひたすら迷めい惑わくそうだ。

「たぶん信じられないかもしれないけど、貴方はこの世界の人間じゃないのよ。証しよう明めいするから一いつ緒しよに来てくれない？」

「お断ことわりします」

　俺たちの話を聞くつもりはないとあてつけるように、ノートにかりかりと書き込みをしている。魔術の存在を知らないロンドンの市民には勤きん勉べんな中学生の少女に見えるだろうが、書かれている文字は魔導文字だった。俺が覗のぞき込むとクラウディアさんは嫌そうな顔をしてさっと隠かくしてしまった。魔術師はみな秘ひ密みつ主しゆ義ぎ者しやだ。

　俺たちはクラウディアさんの前に回り込んだ。クラウディアさんは足を止め、「何なんですか!?」と険けわしい視線で俺たちを睨にらみつけた。ルーシアはびくっとして硬こう直ちよくした。たぶん数々のイヤ～な思い出が甦よみがえってしまったのだろう。俺は後を継ついだ。

「あんたは俺たちの師匠なんだよ。何かの実験中にこの世界に迷まよい込み、この世界の住人になっちまってんだ」

　クラウディアさんはじっと俺を見つめていたが、やがて皮肉な笑いを浮うかべた。

「……貴方たち、いったい誰だれに頼たのまれてこんな猿さる芝しば居いをしているの？」
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「誰に頼まれて、だって？」

「ええ、そうでしょ？　協会本部まで来て騒さわぎを起こしちゃって、わざとらしいのよ。誰に頼まれたかは知らないけど、わたしが気に食わないなら実力で追い抜ぬいてみなさいよっ」

　そう吐はき捨すてるとクラウディアさんは駆かけ出してしまった。

「……ねえ、真澄さん。あのヤング・クソババアもこの世界の住人で、本物のクソババアは別にいるんじゃない？」

「違うよ。さっきのノート、書かれていた文字は左右逆ぎやくにはなっていなかった。あれは本物のクラウディアさんだよ。それに……」

　俺は走って行くクラウディアさんを指差した。高級ブティックのウィンドーは鏡のように街を映うつしていたが、そこに映っている人間の姿はクラウディアさん一人──しかも俺たちのよく知る大人のクラウディアさんだった。

「とにかく追おうぜ」

　クラウディアさんの消えた方を見つめながら「いよいよ『アリス』じみてきやがったな……」と俺は思った。
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　俺たちはクラウディアさんを捜してイリュストレ様の屋や敷しきに着いた。この時代のクラウディアさんは、法士に昇しよう格かくしながらも年齢が若わかいので自分の師匠であるイリュストレ様の屋敷に住み込んでいるはずだった。俺たちの知っているあの屋敷に引っ越こしたのはもっと後だ。

　ドアをノックすると俺より少し年上ぐらいのローブ姿の男が現あらわれた。俺たちの時代では三十を越こえているクラウディアさんの兄弟で子しだ。「師し匠しようの……」と言いかけたルーシアの口を押おさえて、俺は「クラウディア・マルゼスの友達なんですが、彼女はいますか？」と言った。

「あいつの友達だと？」

　兄弟子は胡う散さん臭くさそうに言った。

「はい、フランスから来ました。な？」

　ルーシアに話を振ると、彼女は「ボンジュール、ムッシュー」と棒ぼう読よみで言った。

　兄弟子は面めん倒どうくさそうにクラウディアさんの名前を呼よんだ。しばらくして階かい段だんの上から法士のローブをまとったクラウディアさんが下りて来て、俺たちを見ると顔を強こわ張ばらせ、そして睨みつけた。

「修しゆ行ぎよう中に友達を招まねいて遊ぶなんて、さすが法士昇格の最年少記録レコードを作った才女は違ちがうね」

　兄弟子が胸むなクソの悪くなるような皮肉な口調で言った。クラウディアさんより七、八歳は年上の兄弟子はまだ見習いのローブのままだった。その顔にはあからさまな嫉しつ妬とがあった。二十を越えた男が、まだ中学生の少女に敵てき意い剥むき出しである。暗殺を企たくらむぐらいクラウディアさんが大だい嫌きらいなはずのルーシアでさえ不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしていた。

　しかしクラウディアさんは余よ裕ゆうの笑え顔がおを浮かべて兄弟子に応こたえた。

「ええ。わたし、天才ですので」

　聞き慣なれたフレーズだった。ルーシアが「ぷっ」と噴ふき出した。兄弟子は赤魔ま術じゆつ師しのローブのごとく顔を紅こう潮ちようさせ「お師匠様に報ほう告こくするからなっ」などと言って去って行った。

「すまん。何か、迷めい惑わくかけちまったみたいだな」

「別にいいわよ。嫌いやがらせなんていつものことですもの」クラウディアさんは平然と言って俺たちに背せを向けた。「来なさい」

「いいのか？」

「どうせ話を聞かなくちゃ、いつまでもつきまとう気なんでしょ？　それに貴方あなたはあいつに『弟子です』とは言わず『友達です』って名乗ったわ。貴方がわたしを陥おとしいれるために雇やとわれたなら、ここでこそわたしの弟子だとか言ってみせるはずだもの」

　やっぱりクラウディアさんだ。頭の回転が速いなんてもんじゃねえ。
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　俺たちは屋敷の二階にある、クラウディアさんが下宿している部屋に案内された。

　さぞかし粗そ末まつな部屋に押おし込まれているのかと思ったら、むしろ上等な部屋だった。本ほん棚だなには貴き重ちような魔ま導どう書しよが山ほど詰つめ込まれ、机つくえの上には何なん冊さつものノートが重なっていた。

「何をキョロキョロしているの？　女の子の部屋に入るのは初めて？」

「いや……さっきの様子じゃ、屋根裏うら部屋をあてがわれていてもおかしくねえなと思ったんだが」

「先せん輩ぱいの弟子たちはそうしたいでしょうね。けどお師匠イリユストレ様は能のう力りよくで待たい遇ぐうを決めるお方だから」

「そういうことを言うからいじめられてんじゃねえのか？」

「『いじめる』っていうのは、強い者が弱い者に対してすることよ。わたしの方があいつらなんかよりずっと強いもの」

　クラウディアさんはぷいっと窓まどの外を見た。話したくないことを言わなくてはならないときのクラウディアさんの癖くせだった。

「……けど、面倒くさくはあるわね。お師匠様の隠かくし子だとか、才能もないくせに金で法士の身分を買っただとか、違い法ほう行こう為いを山ほどしているだとか、お師匠様の愛人だなんてのもあったわ。あいつら、わたしのゴシップ話で週しゆう刊かん誌しでも作る気なのかしら。今度は『法士の身分でこっそり弟子を取っている』ってのかと思ったんだけど、そうじゃないみたいね。わたしに何の用？」

「俺の名は桂かつら木ぎ真澄。コイツはルクレシア・グレンヴィル。聞き覚えあるかい？」

　そのときだった。

　見間違いだろうか。一いつ瞬しゆんだけ少女のクラウディアさんが、俺のよく知っている性悪魔女になった気がした。俺は目を擦こすった。

「いえ、ないわ……」そしてクラウディアさんは怪け訝げんそうに言った。「どうかしたの？」

　俺は「何でもねえ」と答えた。そこにいたのは少女のクラウディアさんだった。

「俺たちはあんたの弟子で、あんたの元で修行をしていたんだが、あんたは事じ故こにあってここに飛ばされた。俺たちはあんたを連れ戻もどしに来たんだ」

「バカなこと言わないで」クラウディアさんはからからと笑った。「わたしが弟子を取るですって!?　まさか。弟子の面倒なんかをみて、自分の時間を奪うばわれるなんて無意味なことをわたしがするはずないわ」

「だけどよ……」

「わたしは世界最高の魔術師になりたいの。記録には残っているけど、誰も再さい現げんできない失われた魔術……わたしはそれを全すべてこの時代に生き返らせてみせるわ。それが終わったら、一千年かけても誰にも再現できないわたしだけの魔術を作るの。それがわたしの夢ゆめよ」

　クラウディアさんは立ち上がった。

「帰ってちょうだい。これ以上、わたしの時間を無む駄だにさせないで」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。俺たちは本当に……」

　そこまで言ったとき俺の横に黙だまって座すわっていたルーシアが、ガタン、と椅い子すから転げ落ちた。「どうしたの!?」クラウディアさんも驚おどろいて目を丸くした。ルーシアの額ひたいには汗あせの玉がびっしりと浮うかんでいた。

「ト、トイレに行きたい……だけよ……」

　ルーシアは手を貸かそうとするクラウディアさんの手を振ふり払はらい、部屋を出て行ってしまった。

「どうしたの、あの子？」

「俺もよく分からねえんだ。ときどきああいうふうに……」

　ドアの向こうで誰かが倒たおれるような音がした。俺はドアの方へと走った。するとドアの向こうからルーシアが現あらわれた。

「お師し匠しよう様っ」ルーシアは舌したったらずな口調で叫さけんだ。「お師匠様はわたしと真澄さんのお師匠様なんですっ。とっても意地悪で陰いん険けんで横暴ですけど、わたしたちのお師匠様なんですっ！」

　ルーシアは瞳ひとみに涙なみだを滲にじませて説得しようとしたが、クラウディアさんはすっかり混乱していた。

「えっ、えっ、えっ!?　何よこれ？　別人？　双ふた子ご？」

「ルーシアはルーシアですっ。とにかく一いつ緒しよに来てくださいっ」

　ルーシアはクラウディアさんの袖そでを引っ張ぱるが、もちろんクラウディアさんは逆ぎやくに態たい度どを硬こう化かさせ「や、やめてよ気持ち悪いっ」とルーシアを突つき飛ばした。揉もみ合う二人の少女の声を聞きつけ、下の階で何人かがざわついていた。俺はルーシアの腕うでを掴つかんだ。

「今日はとりあえずこれで失礼するぜっ」

　俺はじたばたと暴あばれるルーシアを半ば抱かかえるようにして、イリュストレ様の屋や敷しきから逃にげ出した。
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　俺たちはイリュストレ様の屋敷を出て、数年後にクラウディアさんが住むはずの屋敷に向かっていた。

　ルーシアはずっと「えっぐ、えっぐ」と泣いていた。クラウディアさんに「気持ち悪い」と言われたのが相当にショックだったみたいだ。

「なあ、もう泣くなよ。見ず知らずの奴やつにいきなり腕を引っ張られたから驚いただけだよ」

「ホントですか!?　お師匠様は心の中じゃわたしのことを『気持ち悪い娘むすめだ』って思っているんじゃないんですか!?」

「違ちがうよ。あの人は、嫌きらいな奴にはきっぱりと『嫌い』って言う人さ」

　ルーシアは少しだけ落ち着いたようだ。

　──しかし、いったいコイツも何なんだ？　さっきまでは『クソババアなんかいつか殺してやる』って感じだったのに、今はクラウディアさんに嫌われているんじゃないかと泣いている。分からねえ……。

　俺おれたちは無人の屋敷に着いた。外はもう暗くなり始めていた。

　地下に行き、魔ま術じゆつの光であの鏡を照らした俺たちは絶ぜつ句くした。鏡に焼き付いた俺たちの像ぞうが消えかけていたのだ。二重写しになったクラウディアさんの像はもうほとんど見えない。

　俺はそっと鏡に触ふれてみた。手が鏡の中に潜り込み、ぐいっ、と引っ張られるが、その力は弱く簡かん単たんに手を抜ぬくことができた。

「やべえぜこりゃ！　鏡の力がなくなりかけているんだ。おい、ルーシア。お前だけでも先に帰れ。俺がクラウディアさんを説得してここに連れて来る。いざとなったら力ずくでもっ」

　しかし、すでに法士に昇しよう格かくしている天才魔術師を力ずくで連れて来れるだろうか？　俺はかなり悲観的になっていた。しかしあんな性しよう悪わる魔女だからといって見み捨すてるわけにはいかねえ。

「イ、イヤですっ。お師匠様と一緒じゃなければルーシアは帰りませんっ」

　ルーシアはぶるぶると首を振る。

「うるせえっ。お前みたいな天然ボケ娘は足手まといなんだよっ」

　俺は嫌いやがるルーシアの襟えり首くびを掴んで鏡の上に引きずって行った。が、ルーシアの身体からだは鏡の中に入って行かなかった。

「な、何だこりゃ！」

「あ……そうか……」

　ルーシアは鏡に映うつった足元の自分──嬉き々きとして鏡を壊こわそうとしている自分──を見つめながら言った。

「今のわたしは鏡に残ったわたしとは違うから元の世界に戻もどれないんです……」

「どういうことだ!?」

「そ、その……」ルーシアは言いづらそうに言葉を濁にごした。「とにかく、お師匠様が帰って来れなくなったのは、この鏡に映っている像とは違うからなんです」

　なるほど……理り屈くつは通っている。先に元の世界に戻ったロッドが、ぴしっと鏡の像にハマったように、ちゃんと来たときと同じ形のピースじゃなけりゃいけねえわけだ。

「そうだ……俺たちの名前を聞いたとき、一瞬だけクラウディアさんの姿が変わった気がしたんだ。もしかして、俺たちのことを思い出せばそれがきっかけになって元のクラウディアさんに戻れるかもしれねえ……」

　俺は鏡の中を覗のぞいた。

　──クラウディアさんを納なつ得とくさせるには何を見せればいい？　考えろ、何度も行ったり来たりしている時間はねえぞ……。

「どうしたんですか？」

「俺たちがクラウディアさんの弟子だって納得させるには何を見せればいいかって考えてんだよ」

「簡単じゃないですか。すぐに分かってくれる『もの』がありますよ」

　俺は「えっ!?」と驚おどろいてルーシアを見た。ルーシアは本当に嬉うれしそうな笑みを浮うかべていた。「教えてくれ。すぐに取って来る」俺は半信半はん疑ぎで言った。

「違いますよ。わたしも真澄さんも持っているものです。お師し匠しよう様に弟で子し入りしたときに最初に貰もらったもの……」

　俺はさっぱり分からず首を振ふった。しかしルーシアは自信たっぷりに俺の腕うでを掴つかんだ。

「行きましょ、お師匠様の所へ」
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　俺たちは再ふたたびイリュストレ様の屋や敷しきにやって来た。さっきの卑ひ屈くつな兄弟子が出て来て一ひと悶もん着ちやくあり、そしてクラウディアさんを呼よんでもらった。

「……なあ、いったい何だよ、クラウディアさんに貰ったものって」

「へへ、真澄さんでも分からないことがあるんですね～」

　ルーシアは自慢たらしく言った。何かムカついたので一発殴っておいた。

　階かい段だんを踏ふみ鳴らす音がしてクラウディアさんが下りて来た。「いったい何なのよっ！」クラウディアさんは不ふ機き嫌げんそのものの顔で怒ど鳴なった。

「貴方はわたしたちのお師匠様です。今から証しよう拠こを見せます」

「証拠ですって？　そんなものあるわけ……」

　クラウディアさんの言葉が途と切ぎれた。それもそのはずである。ルーシアはいきなり術言ワードを唱え始めたのだ。クラウディアさんの顔が険けわしくなり、ばっとローブを払はらいのけて両腕を出した。そしてカウンター・マジックの準じゆん備びを始める。じょ、冗じよう談だんじゃねえぞ、この天然ボケ娘むすめっ。いくら十数年前の姿すがただからって、クラウディアさんと正面から喧けん嘩かをするなんて……。

「えっ……？」

　クラウディアさんが声を漏もらした。クラウディアさんは術言ワードを唱えるのをやめた。

「どうしてそれを……？」

　ルーシアの術言ワードが完成した。彼女の手の中に小さな魔ま術じゆつの光が生まれた。魔術の光は虹にじのように色を変えながら、目を丸くするクラウディアさんを照らした。

「どうして貴方がその魔術を知っているの!?　その魔術はわたしが……」

「魔術を学び始めた頃ころに初めて作ったオリジナルの魔術なんですよね。『こんな簡単で使い用のない魔術を作って浮かれていたんだからわたしも馬ば鹿かよね』ってお師匠様は言ってました。みっともなくって協会に新魔術の申しん請せいもしなかったけど、わたしたちには教えてくれたんですよね。そしてそれはわたしがお師匠様に一番最初に教えてもらった魔術……」ルーシアは俺の方を見てにっこりと笑った。「真澄さんもそうだったでしょ？」

　俺は頷うなずいた。『奴やつら』に復ふく讐しゆうするための魔術を身に付けるためにクラウディアさんに弟子入りしたが、教えられたのがこんな役にも立たないイルミネーションみてえな魔術だったもんで、ガキだった俺はクラウディアさんと大喧嘩して……。

「貴方たち……」

　クラウディアさんが呟つぶやいた。その姿は俺たちの知っている大人の性しよう悪わる魔女だった。ルーシアの作った魔術の光がこの鏡の世界中に広がっていった。




　　　　◇




　気がつくと俺とルーシアはクラウディアさんの研究室に倒たおれていた。しっちゃかめっちゃかになった、本当の世界の研究室である。

「な、何よ貴方たち。いったいどこから出て来たの!?」

　手にちりとりと箒ほうきを持ったクラウディアさんが目を丸くして言った。

「いや、ほら、クラウディアさんが失敗して作っちまった鏡の世界に……」

「鏡の世界ですって？」クラウディアさんは眉まゆを顰ひそめた。俺とルーシアが呑のみ込こまれたあの鏡はどこにもなかった。「よく分からないけど、貴方たち、魔術師の研究室に勝手に入って来ていいと思ってるの？　さっさと出て行きなさい」

　──魔術に失敗したのが恥はずかしくてとぼけているのか？　いや……。

　そのときルーシアが起き上がった。クラウディアさんを見つめるルーシアの瞳ひとみにじわ～っと涙なみだが溜たまっていく。

「お師匠様あっ！」

　ルーシアは泣きながらクラウディアさんの胸むねに飛び込んで行った。

「ねえ、お師匠様っ。お師匠様はルーシアのことが気持ち悪いですか!?」

「んなことないわよ。あんたは面おも白しろいって言ってるじゃない」

「ホントですね。ホントにホントですねっ」

「ええ、ホントよ」

「ごめんなさい、お師匠様っ。わたし、お師匠様に悪いことをしようとしました。お師匠様があんなに苦労していたなんて知らず、自分ばっかり大変な思いをしてたなんて勘かん違ちがいして……」

「よく分からないけど……魔術の道は大変なものよ。頑がん張ばりなさい」

「はいっ。ルーシアはずっとお師し匠しよう様の弟で子しです……」

　クラウディアさんの胸で泣くルーシアを見て、俺は色んな意味で負けたと思った。

　──あれ？

　何か悔くやしくて部屋を出て行こうとした俺の目にとある物が飛び込んできた。

　──これは……。

　俺はしばらく考えてそれが意味することに気づいたが、心から幸せそうなルーシアの邪じや魔まをしちゃ悪いから言わないでおくことにした。








　　　　エピローグ




「このクソババアっ！」

　ルーシアがフォークとナイフをテーブルに叩たたきつけるように置きながら叫さけんだ。

　あの鏡の事じ件けんから二日ほどが過すぎたある夕食の席でのことだ。まあ、どうでもいいことがきっかけのいつもの口喧嘩で、いつものようにルーシアが言い負かされて激げつ昂こうしたわけだ。この屋や敷しきに滞たい在ざいしているときには三日に一度は聞くＢＧＭみたいなものなので、俺は聞き流して食事を続けた。

「覚えてなさいっ。いつか酷ひどい目に遭あわせてあげるんだからっ」

「あら怖こわ～い。ルーシアちゃんたら何をするつもり～？」

「ま、まだ決まってないけど、いつか正々堂々と真正面からこてんぱんにしてあげるわっ」

　ルーシアは肩かたを怒いからせて部屋を出て行ってしまった。しばらくして上の階で勢いきおいよくドアが閉しまる音が聞こえた。あの日からルーシアは自じ宅たくとここを行き来するのをやめて俺の隣となりの部屋に住み込んでいるが、さて、この様子じゃいつまで続くことか。

「……上う手まくやったみてえだな」

「何の話？」

「とぼけるなよ、あのときの話さ。元の部屋に戻もどったとき、部屋の中にすっげー数の足あし跡あとがあった。ありゃ、俺たちが部屋の中を歩いていた跡さ。どういうことか分かるよな？」

「さあ？」

　クラウディアさんは笑いながら言った。『テストに正せい解かいできるか確たしかめてあげるわ』という感じだった。

「いくらあんたでも、あんな巨きよ大だいな特とく殊しゆ空間を構こう築ちくできるってのがどうしても納なつ得とくできなかったんだよな。けどあの足跡を見てピンときたぜ。俺とルーシアは鏡の中になんか行ってやしねえ。俺たちはあんたの幻げん術じゆつに囚とらわれて、部屋の中をぐるぐると歩いていたんだよ。あんたの修しゆ行ぎよう時代の苦労していた幻げん像ぞうを見せられたルーシアは、少しばかりあんたを尊そん敬けいするようになった。上手くやったもんじゃねえか」

「誰だれが偽いつわりって言ったかしら？」

　俺は肩を竦すくめてみせ、最後のパンを口の中に放ほうり込んで席を立った。確たしかにコイツはどうしようもない性しよう悪わる魔女だけれど、嘘うその自分を見せて弟子を尊敬させるなんてのは似に合あわなかった。

「ま、50点っていうところかしらね」

「何だよ、ずいぶん厳きびしい採さい点てんじゃねえか」

「だって貴方、わたしが何で貴方たちを幻術に囚とらわれさせたのか、根本的なところで勘違いしているんですもの」

「んだと？」

「さすがに違い法ほう行こう為いを協会にチクられちゃ困こまるから、時間が欲ほしかったのよ」

　クラウディアさんはクスリと笑って言った。

「証しよう拠こを全部隠いん滅めつするだけの時間がね」








本日快かい晴せい








　　　　プロローグ




　五月の終わりのことだった。その日は朝から雨が降ふっていた。身体からだの芯しんまで凍こおりつくような季節外れの氷雨ひさめだった。

　ここ数日仕事から見放されていた俺おれは、鳴らない電話の前でぼんやりしているのにも飽あき、街に出て馴な染じみの法ほう律りつ事じ務む所しよや計理士事務所を回って依い頼らい人を探さがした。だが返って来るのは判はんで押おしたような素そっ気けない返事だけだった。

「悪いな、ハリー。最近ウチも不景気なんだよ」

　厚あつかましい野の良ら犬いぬを追い払はらうような目に俺は肩かたを竦すくめてみせ、また仕事を求めて雨の降りしきる街に車を走らせる。人に頭を下げるのは慣なれている。俺はフロント・ガラスを穿うがつ雨あま粒つぶに向かって「まあ仕方のないことさ」と呟つぶやく。１９５８年のニューヨークは毎日が雨降りのようなものなのだから、と。

　数年前まで吹ふき荒あれていた共レ産ツ主ド義・者パ狩ーりジの嵐あらしは、あのイカれた上院議員がテレビ・カメラの前で大だい失しつ態たいをやらかして失しつ脚きやくしてくれたお陰かげで一いち応おうは収束を見せたが、この街は何一つよくはならなかった。相変わらず失業者が溢あふれ、マフィアが我わが物顔で街をのし歩いていた。どこかのコラムニストが書いていたが、この街で生まれた赤ん坊ぼうはマシンガンの音で夜泣きするようではやっていけないそうだ。

　いったい何回邪じや険けんに追い払われたか数えるのも面めん倒どうになった頃ころ、いつの間にか俺は１６１番街のヤンキー・スタジアムに足を運んでいた。

　ディマジオが引いん退たいして以来ベースボールへの情じよう熱ねつなんてなくしちまったはずなのに、気が滅め入いると俺はここに来てしまう。ここにはいつも同じものがある。歓かん声せいとブーイング。ホット・ドッグとクラッカー・ジャック。そして七回裏うらの「わたしを球場に連れてってTake me out to the ball game」の合唱──。手の平から水がこぼれるように時代が流れてしまっても、この空間だけは俺がガキの頃から何も変わっていなかった。

　しかし今日ばかりは失敗だったようだ。雨の中でぐしゃぐしゃになったグラウンドでやっているのはベースボールというより泥どろ遊あそびだったし、まだイニングは三回だというのにヤンキースは七点の大差で負けていた。悪天候と大差にすっかりやる気をなくしたヤンキースの選手たちは「もういいから早く終わってくれよ」とばかりに敵てきのピッチャーがボールを投げる前からバットを振ふる有り様だった。当然ながら、ただでさえ少ない観客は呆あきれ果ててスタジアムを後にしている。

「おじさん」

　俺は背はい後ごから声を掛かけられた。振り返るとホット・ドッグ売りの少年がいた。「何だ？」と俺が訊たずねると、少年は口を尖とがらせてグラウンドを指差した。

「それはこっちの台詞せりふだよ。マントルがホームランを打ったってのに何をやってるのさ」

　気がつくとチームの主しゆ砲ほうのミッキー・マントルが水みず浸びたしのベースを回っていた。いくら他ほかの選手がやる気をなくしてもマントルだけは別だった。なにせ一昨年には三さん冠かん王おうを取った稀き代だいの飛ばし屋だ。数少ない客たちも立ち上がって力いっぱい拍はく手しゆしていた。なるほど、確たしかにホット・ドッグ売りの少年はホーム・チームのヒーローを称たたえない中年男に文もん句くを言う権けん利りがあった。

「すまん。ちょっと考え事をしていてね」

　俺は立ち上がってマントルがベースを回る間拍手をし、そして少年を呼よび寄よせると財さい布ふを取り出した。

「ありがと、おじさん。安くしとくよ」

　俺はホット・ドッグを二つ買い、片かた方ほうを少年に渡わたした。この雨空ではもう商売にならないと諦あきらめていたらしい少年は俺の横に座すわり込こんだ。俺たちはまるで親子のように並ならんで、すっかり冷えたホット・ドッグをかじった。

　ヤンキースの攻こう撃げきはマントルのホームランだけであっさりと終わり、選手たちが守しゆ備び位置に着いた。センターの守備にやって来たマントルに少年が「やっぱりあんたは『男の中の男ザ・マン』だ！」と両りよう腕うでを突つき上げて声せい援えんを送った。残念なことにそれは別のチームの主砲の渾あだ名なだったがマントルは嫌いやな顔一つせずこちらに手を振り、思いがけずスター選手から返事を貰もらった少年は顔を綻ほころばせた。いい男だ。彼のホームランを見られたのだからこんな雨の中スタジアムに残っていた観客も満足だろう。ライトに照らされてキラキラと降り注ぐ雨粒を浴びる背せ番ばん号ごう７は、まるで舞ぶ台たいでカーテン・コールを受ける主しゆ演えん俳はい優ゆうのようだった。

「こんな雨の日に来るなんて、おじさんはよっぽどヤンキースのファンなんだね」

「別にファンじゃないさ。ここ以外に行く所がないだけだ」

　俺がそう応えると、途と端たんに少年はムッとしてしまった。

「……おじさんもドジャースかジャイアンツのファンかい。みんな同じさ。この街を出て行ったチームのことばかりいつまでもぶつぶつと口にする。出て行った奴やつらのことなんて忘わすれればいいじゃないか」

　今年のシーズンが始まる前、この街を本ほん拠きよ地ちにしていたドジャースとジャイアンツが揃そろって西海岸に移い転てんしてしまった。今はロサンゼルス・ドジャースとサンフランシスコ・ジャイアンツと名乗っている。ニューヨークの三つの宝たからのうちの二つが他の街に奪うばわれたのだ、みんな口がきけなくなるほど落ち込んでいた。失業よりもマフィアよりも、大好きだったチームまでがこの街を見み捨すてたことがみんなを叩たたきのめした。

「そういう意味で言ったんじゃない。酒場にもカジノにも行く気はしないが、スタジアムだったらこんな嫌な日でも来てもいいってことさ。だけどボウズ。もし二つのチームがいなくなったことを嘆なげく奴を見たからってそんなことは言っちゃいけない。大好きな人が死んで悲しんでいる人に向かって『死んだ人間のことなんて忘れろ』とは言わないだろ？」

　少年は納なつ得とくできないといった様子でぷいっと俺から顔を背そむけた。俺は小さく笑った。いつからこんな子こ供どもに説教するようになったのだろう。これじゃあ『おじさん』と呼ばれても仕方なかった。

　俺は席を立った。雨が強くなっていた。

「ご、ごめんなさい。謝あやまるよ。だから最後まで試合を見て行きなよ。スタジアムから怒おこって帰るなんていけないよ」

「いや、そうじゃない。仕事の途中にちょっと立ち寄っただけなんだ。そろそろ行かないとな。それに……」

「それに？」

「いくら出番を待っても、ここにはもうディマジオはいないのを忘れていた」

「ディマジオって誰だれさ？」

　少年は不思議そうに言った。俺が一番好きだったあの選手が引いん退たいしたのはこの少年がまだよちよち歩きの頃ころだった。俺は冗じよう談だんが空振りした気き恥はずかしさを苦笑いでごまかし、「何でヤンキースに背番号５の選手がいないか気にしたことはないのかい？」と言って踵きびすを返した。

　街はすっかり宵よい闇やみに閉とざされていた。俺は依頼人探しを諦めて事じ務む所しよを兼かねたアパートに戻もどることにした。『五十年前から変わらない味』というのが謳うたい文句の、皺しわくちゃのばあさんがやっている惣菜屋デリカテツセンに寄って夕食を仕入れた。仕事にはありつけなかったが、いつもとさほど変わらない一日だった。

　デリカテッセンを出て車に乗り、誰もいない助手席に手作りのサンドイッチとコーンスープの缶かんが入った袋ふくろを放ったときだった。不意に俺は心にぽっかりと穴あなが空いたような感かん情じようを覚えた。

　俺はじっとサンドイッチとコーンスープの袋を見つめた。まるでそいつを睨にらみつけていれば自分の心をよぎった感情の答えが返ってくるかのように。

　びしょ濡ぬれになったレインコートからぽたぽたと雨あま粒つぶがシートに落ちた。後ろから来た車が、デリカテッセンの前で立ち往おう生じようした俺の車にクラクションを鳴らして追い越して行った。タイヤが水を切る音がやけに寒々しく聞こえた。

　──いっそのこと俺も暖あたたかい西海岸に移うつるかな？

　しかしすぐに苦く笑しようしてそんな考えを追い払はらった。たとえこの街が死ぬほど嫌きらいであっても、自分がここ以外でやっていけないのはよく分かっている。こんなクソみたいな街だからこそ、俺みたいなどうしようもない奴が何とかやっていけるのだ。気楽にいこう。人生に深しん刻こくになるには歳としをとりすぎた。この雨が上がる頃には新しい依頼人も見つかるだろう。

　俺は車を発進させると、Ｕターンして街の酒場へと向かった。たまにはアルコールで身体からだを温めて帰るのも悪くない……俺は自分自身に向かってそう言った。

　一人っきりの食事には慣なれているはずなのに、なぜそんなセンチメンタルな気分になったのかは自分でも分からない。年のせいかもしれないし、年に十日しか雨が降ふらないという暖かな西海岸の浜辺が頭にちらついていたからかもしれない。いやそれとも魔まが差したというやつかもしれない。

　ただ一つ確たしかなのは、その氷雨ひさめの降る夜、寄り道をしようなんて気を起こさなければ、俺はあんな事じ件けんに巻まき込まれはしなかったかもしれないということだ。




　そうそう、自じ己こ紹しよう介かいするのを忘わすれていたな。

　俺の名はハリー・エンゼル。探たん偵ていだ。




　　　　１




　俺はスタジアム近くの裏うら路ろ地じに車を停とめ、『アッパー・デッキ』という名の酒場に入った。店内が真っ白になるほどの煙草たばこの煙けむりと安酒の香かおりが俺を迎むかえた。ニューヨークならどこにでもある安酒場ホンキイ・トンクだ。

　カウンター席に座すわると、店主のデニスが磨みがいていたグラスを置いて顔を上げた。「いらっしゃ……」座ったのが俺だと分かると少し驚おどろいた顔をしたが、すぐに皮肉な口調になって言った。

「おやおや、人間嫌いの天使エンゼルどのが人のいる場所に現あらわれるなんて珍めずらしい。こりゃよくない兆候だな」

　酒場に入ってまで仕事探ししてたときと同じ扱あつかいをされたので、俺は苦笑した。

「何がおかしい？」

　デニスが眉まゆを顰ひそめて聞いてきた。

「天使呼よばわりされる歳でもないって思っただけさ。それより何でもいいから手早く酔よえる酒をくれないか。この店で味は期待していないよ」

「……言っとくけどな、俺は本気で言ってんだよ。飲んだらさっさと出て行ってくれ」

　せっかく冗談めかして返したのに、デニスは俺の前にバーボンのグラスを置くと背せを向けてしまった。背はい後ごを振ふり返ると他の客たちもデニスとあまり変わらない目で俺を見ていて、俺と目が合うとさっと逸そらした。エンゼルなんて名前のくせに俺はどこでも厄やつ介かい者ものらしい。俺はアルコールの味しかしないバーボンを喉のどに流し込んだ。

　店は今年のニューヨークを凝ぎよう縮しゆくしたように陰いん鬱うつだった。誰もが通つ夜やのようにぼそぼそと喋しやべり、不ま味ずそうに酒をすすっていた。何が楽しくてこいつらはこんな無ぶ愛あい想そうな酒場に来ているのだろう──そんなことを思ったが、考えてみれば俺もその中の一人だった。

「よお、ハリーの旦那だんな」

　唐とう突とつに店の暗さとは正反対の明るい声がした。声の方を向くと派は手でな髪かみ形がたをした若わかい男が俺に手を振っていた。情じよう報ほう屋やのニックだった。いつも不ふ機き嫌げんな顔をしているデニスがますますうんざりした顔をして「面倒な奴やつが増ふえやがった……」と呟つぶやいた。

　ニックの奴は断ことわりもせず俺の隣となりに陣じん取どると、気取ったポーズでデニスをぴしっと指差して言った。

「ギムレットを。ジンとライムジュース・コーディアルを半分ずつでな」

「見りゃあ分かるだろ、ウチはそんな洒落たカクテルがある店じゃねえんだよ」

「しゃあねえなあ、じゃあビールでいいよ」

「ビールしか飲んだことがないんだから、最初からそれを注文すりゃあいいじゃねえか」

　ニックは聞こえないフリをしてデニスの置いたジョッキに口をつけた。デニスはため息をついて背を向けた。

　ニックはビールの泡あわをちろちろと舐なめながら俺の方を窺うかがっていた。どうやら俺に用があるらしい。こんな所に来るんじゃなかったと後こう悔かいしたが、話を聞いてやらないとニックは俺の横から消えてくれそうにもなかった。

「それで俺に何か用かい？」

　待ってました、とばかりにニックは俺の方を向いた。

　ニックは数年前からこの街に住み着いた自じ称しよう『情報屋』だ。街で耳に挟はさんだ情報を自分で『分ぶん析せき』し、それに興きよう味みを持ちそうな探偵や警けい察さつなんかを探さがして押おし売りしている。実じつ際さい、顔がいいので街のあちこちに女友達がいて、耳は早い。だが情報屋としては致ち命めい的なことにニックは女たちと酒を飲んで世間話をするのが大好きだった。誰かに売った情報が翌よく日じつには街中のみんなが知っていてもおかしくない。だから誰もニックを使わない。不幸なことにニックは自分の欠点に気づいてはいないようで、女友達に食わせてもらいながら「近ちか頃ごろ、俺おれを使ってくれる奴がいないんだ」とぼやいている。

「夕方からずっとあんたのことを捜してたんだぜ。事じ務む所しよに電話を入れてもずっと留る守すだしよ。ったく、この話を誰かに持ってかれたらどうするんだよ」

「そいつは悪かったな。だが聞きたくないね。お前の口を経けい由ゆすると、国家機き密みつも隣のばあさんの浮うわ気き話ばなし程てい度どの話に格かく下さげになる」

　俺は気のない口調で言った。いくら俺が仕事に飢うえた探偵だからといって、コイツの持ち込んだ儲もうけ話に食いつくほどのマヌケではない。しかしそれぐらいでへこたれるニックでもなかった。奴は身を乗り出して言った。

「そう言うなって。あんたにも関係がある話なんだからよ。だからあんたを最さい優ゆう先せんしようと捜してたんだ」

「そりゃ最悪だ。お前が俺の噂うわさ話ばなしを街中で吹ふい聴ちようするかと思うと気が滅め入いってくる」

「へへ、そんなに嫌いやがるなよ、ハリーの旦那。バロウズ・ファミリーとマケルヴィ・ファミリーの抗こう争そうでちょっとばかり大きな動きがあったんだ。どうだい、聞きてえだろ？」

　俺は自分の顔が強こわ張ばるのを感じた。

　ガシャン、と音がした。デニスの手からグラスが滑すべり落ちて床ゆかで砕くだけていた。店中がしんっと静まり返り、俺とニックに視し線せんを注いでいた。

「いいや、ちっとも」

　俺は言った。

「嘘うそつけよ。目がマジになっているぜ」

　俺はニックから顔を背そむけた。俺がこの坊ぼうやから顔を背ける日が来るとは思っていなかった。するとニックは俺の肩かたを抱だき、にやにやと笑えみを浮うかべた顔を近づけた。『俺は全部お見通しなんだぜ』という顔だった。

「聞いているぜ、ハリーの旦那。あんたは探偵を始める前はバロウズ・ファミリーにいたそうじゃねえか。そのバロウズ・ファミリーの一人が殺されたんだよ。聞いたら絶ぜつ対たいに驚おどろく大物だぜ。それもまともな殺され方じゃなかったらしいんだ。今、バロウズの奴らが街中を捜し回っている。なあ、これは金になるとは思わないか？」

　俺はニックの腕うでを払はらった。軽く払いのけるつもりだったのについ力が籠もり、ニックは椅子から転げ落ちそうになった。ニックは見下している中年探たん偵ていに反はん撃げきを受けたことに目を丸くしていたが、それ以上に俺は自分の過か剰じよう反はん応のうに驚いていた。

「……よせ、ハリー。相手は何も分かっちゃいないガキだ」

　カウンターの向こうで店主のデニスが真っ青な顔をして首を振ふった。他ほかの客たちの視線も似にたようなことを言っていた。誰も彼もが同じことを考えているようだった。

　俺は『まいったな』という顔を作ってみせた。しかし笑ってくれる奴はいなかった。やっぱり来るんじゃなかったな、と思った。もう何年も前のことだってのに、あの過か去こは永えい遠えんに俺について回るつもりらしかった。

「帰るよ」俺は席を立った。

「待てよ。話は終わってないぜ」

　ニックが俺の腕を掴つかんだ。腕を払われた怒いかりがやっと頭まで回ったのか、険けん悪あくな目で俺を威い嚇かくしていた。

「悪いな。マフィアが撃うち合いする夜に遅おそくまで街をうろつきたくないんだ」

「あんたがそんな臆おく病びよう者ものだったなんて知らなかったぜ」

「今夜はお互たがい分かり合えたってことだな」

　グラスに残ったバーボンを一息に飲み干ほし、ポケットから小こ銭ぜにを取り出してテーブルに置いたそのときだった。

　バタン、と大きな音を立てて店のドアが開いた。湿しめった空気と土ど砂しや降ぶりの雨の音と共に、三人の男が店に入って来た。俺より少し年下のロイド眼鏡めがねを掛かけた公こう認にん会計士みたいな面つら構がまえの男と、ガタイのいい二人の黒スーツの男。黒スーツの二人は険けわしい視線を周囲に巡めぐらし、レインコートの下に手を突っ込んでいた。デニスがごくりと唾つばを飲んだ。

　ロイド眼鏡の男──グローヴァーはカウンター席にやって来ると、デニスに訊たずねた。

「怪あやしい奴やつを見なかったかい？　ウチの組そ織しきの人間が殺されてね」

「ああ……そうらしいな」

「らしい？」ロイド眼鏡の奥おくでグローヴァーの目が鋭するどくなった。「おかしいな。この話はまだ新聞記者にも知られていないはずなんだけどね」

　デニスはハッとし、視線が泳いだ。グローヴァーはその動きを見み逃のがさなかった。そっと店を抜ぬけ出そうとしていたニックが慌あわてて店の入口へと走った。グローヴァーの手下の一人が懐ふところからマシンガンを取り出してニックを追おうとした。

　俺は思いっきりその手下に体当たりした。奴はテーブルに頭から突っ込み、手からマシンガンが落ちた。ニックは足をもつれさせながら店の外へと消えて行った。

　だが格かつ好こうよく決まったのはそこまでだった。後ろからもう一人の手下が俺を殴なぐりつけた。俺に突き飛ばされた方も顔を真っ赤にして起き上がり、俺の腹はらにパンチを入れた。俺はたったの二発で床に崩くずれた。数発の蹴けりが脇わき腹ばらに入った後、俺の頭上でカチャリとマシンガンの銃じゆう口こうが向けられる音がした。

「やめな」

　グローヴァーが手下たちを制せい止しして近づいて来て、床に転がる俺に顔を近づけた。

「探偵、どうしてあいつを逃にがした？」

「時間の無む駄だを省はぶいてやったのさ。奴は何も関かかわってなんてないさ。街の娼しよう婦ふからでも聞いたんだろうよ」

「なるほど。確たしかにそうかもしれないな」

　グローヴァーは手下に目で合図した。手下たちは舌した打うちして俺を解かい放ほうした。手下たちはニックのことを追おうとしたが、グローヴァーは「放っておけ」と言った。しかし腹の中では何を考えているか分からなかった。俺の邪じや魔まがなくなった後でニックを捕つかまえて尋じん問もんするつもりかもしれなかった。この男は手札を見せない。そうやってファミリーの幹かん部ぶにまで上ったのだ。

　グローヴァーはラジオの前まで行くと、スイッチを切った。みんな息を殺してグローヴァーを見つめた。

「探偵、この件けんには関わるな」

「最初からそんなつもりはないさ。殺されたのがお前ならタダだって犯はん人にんを捜さがしただろうがね」

「『表ひよう彰しようしてやるために』か？」グローヴァーはオチを先回りして言い、皮肉な表情を見せた。「今回の事件の裏うらにいるのはあんただって言ってる奴もいる」

「勘かん違ちがいもいいところさ」

「殺されたのがビューナーだとしても？」

　おうっ……と店内にどよめきが起こった。それも当然だった。ビューナーはこの街のボスだ。圧あつ倒とう的な恐きよう怖ふでこの街を何十年も支し配はいしてきた裏の世界の暴ぼう君くんだった。

「……信じられない」

　俺は呻うめいていた。

「信じられなくても本当の話さ。刃は物もので身体からだを寸すん刻きざみにされて殺された。誰だれがやったかは知らないが、いずれにしろこれからこの街では戦争が起こる」

　グローヴァーは俺の前に戻もどって来て、俺の胸むな倉ぐらを掴んだ。

「『あんたが殺したって言う奴もいる』っていう言葉の意味が分かったか？　あんたにはビューナーを殺すだけの理由がある。組そ織しきを抜けて七年も経たつってのに、いつまでも未練たらしくこの街に居い座すわり続けた。いつビューナーがあんたを殺しても不思議じゃなかったのに。あんたぐらいだぜ、ビューナーに拳けん銃じゆうを向けて生きているのは」

　俺は首を振ふって言った。「俺じゃない」

「俺もそう言ったよ。庇かばったわけじゃないぜ。あんたにそんな度ど胸きようなんかない。自分の女を取られたってのに、あんたはその女の命乞ごいで助けられ、すごすごと組織を逃げ出した。そんな奴にできるのは、死亡記事を読んでほくそ笑むことぐらいさ」

　奴の言葉はナイフのように俺の胸むねに突き刺ささった。

　ああそうか……と俺は気づいた。助手席に置いたデリカテッセンの紙かみ袋ぶくろを見た瞬しゆん間かんに心に穴あなが空いたような感かん慨がいを覚えてしまった理由に。最後に俺がジュリアを見たのは、俺の車の助手席で微笑ほほえむ姿すがただった。ディマジオが引いん退たいしたシーズン、二人で試合を見て、その後デリカテッセンで夕食を買って、一いつ緒しよに暮くらしていたアパートに帰る途と中ちゆう、ビューナーの車が横に停とまり、部下たちが俺とジュリアを引きずり出し……。

「ハリーさん」グローヴァーは昔の呼よび方をした。「あんたは俺に仕事のやり方を教えてくれた。こういうときどうするかもあんたが仕込んだ。だが、今夜だけはそのやり方をしない。だから今夜中にこの街を出て行ってくれ」

「ちょうど西海岸に移うつろうかと思っていたところさ」

　自分が「出て行け」と言ったくせにグローヴァーは失望したような顔で俺を一いち瞥べつし、店を出て行った。

　俺はしばらく待ってから店を出た。雨は土ど砂しや降ぶりになっていた。重苦しくて陰いん鬱うつで気が滅め入いってくる嫌いやな街だ。ドジャースとジャイアンツが出て行くのも当たり前だ。俺だってこんな街に住んでいたいなんて思ったことなんて一度もなかった。

　だけれど俺はこんな街でしか生きていけない男だった。




　　　　◇




　俺は裏路地に停めた車に向かった。遠くに見えるヤンキー・スタジアムは、雨天コールドになったのかスタンドのライトが消えていた。せっかくのマントルのホームランも無む駄だになってしまったってわけだ。

　──戦争が起こる……か。

　俺はグローヴァーの言葉を反はん芻すうした。確かにそうなるだろう。弔とむらい合戦にしろ、次のボスの座ざを巡めぐる内紛にしろ。

　だが俺にはあんな化け物じみた男を殺せる奴やつがこの世にいるとは思えなかった。

　俺は奴の強大さに憧あこがれて組織に入った。奴は冷れい酷こく極きわまりなく、逆さからう者は容よう赦しやなく嬲なぶり殺した。見た目はただのおっさんだったが、腕うでっ節ぷしは滅めつ法ぽう強く、自分の倍もある大男を素す手でで肉にく塊かいに変えるのを見せられたこともあった。どんな奴もビューナーの前に連れて行かれると足元に跪ひざまずいて命乞いした。ビューナーはそいつが自分の利り益えきになれば生かしておいたし、そうじゃなければ自分の手で殺した。気に入った女がいれば誰の妻つまであろうとハリウッドの女じよ優ゆうであろうと構かまわずベッドに引きずり込んだ。彼と一ひと晩ばんを過すごせばどんな貞てい淑しゆくな人妻であっても彼に媚こびた色目を使う娼しよう婦ふへと変へん貌ぼうした。俺はあの暴君に憧れていた。ガキの時分の俺にはビューナーは神に見えたのだ。ジュリアを奴に奪うばわれるまでは。

　裏路地の奥おくに俺のクライスラーが停まっていた。動いているのがむしろ不思議なくらいのオンボロだが、俺自身もそんなものなので文もん句くは言えなかった。

　ドアにキィを差し込もうとしたらキィが入らなかった。鍵かぎ穴あなが潰つぶれ、ドアが半開きになっていた。

　スウッと血が引いた。車の中に誰かが乗っていた。俺は拳銃を抜ぬいてドアの向こうに向けた。

「誰だ？」

　返事はなかった。まさかグローヴァーが……と思ったが、あいつが殺し屋を送り込むならもっとスマートにやるはずだった。車の中に殺し屋を潜ひそませるなんて時代後おくれだ。

　俺はもう一度聞いてみた。だが返事はなかった。代わりにドアの向こうから「ハア、ハア……」という苦しそうな声が、土砂降りの雨音の合間に微かすかに聞こえた。

　俺は拳銃を向けたままドアを開いた。

　女……？

　助手席に豹ひようのような格かつ好こうで女が横たわっていた。一瞬、いつまでも脳のう裏りに焼きついて離れない一人の女じよ性せいの姿が浮うかんで拳銃を放しそうになるが、そこにいたのは見たこともない女だった。黒い男物のスーツに身を包み炎ほのおのような赤い髪かみをした、薄うす暗ぐらい裏うら路ろ地じでも見み間ま違ちがえることはない途と方ほうもない美人だった。しかしその美び貌ぼうは苦く痛つうに歪ゆがめられていた。脇わき腹ばらのあたりを片かた手てで押おさえ、真っ白な指の合間から血が滴したたっていた。

「……何者だ？」

　女が聞いてきた。切れ長の瞳ひとみで俺を睨にらみながら、片方の手をすっとポケットに伸のばす。

　ぞくり、と冷たいものが背せ筋すじを走った。相手は息も絶たえ絶えだというのに、俺はこのスーツ姿の美女に恐きよう怖ふを感じた。これまでの人生の中でほんの数回しか嗅かいだことのない本物の死の気配だった。

「あんたが今乗っている車の持ち主さ」

　俺おれはどうにか言葉を紡つむいだ。すると女は殺気を収おさめて、ポケットから手を出した。

「それは悪かった。廃はい車しやかと思ったんだ」
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　ずいぶんなことを言いながら女はふらふらと車から這はい出して来た。

「人でも殺して来たのかい？」

「まあ、そんなものだ」

　とぼけているようにも聞こえたし、真実を話しているようにも聞こえた。女は脇腹を押さえながら俺の横を通り抜けた。苦痛に歪ゆがんだ顔さえもたまらなく艶なまめかしかった。

「あんた、何ていう名前だい？」

「レイニー」

「雨降りレイニーだって？」

　俺は暗い空を見上げた。土砂降りの雨が降り注いでいた。

「……悪いか？」

　女は少し気分を害したように言った。

「ちっとも悪くないさ。俺だって天使エンゼルなんてふざけた名前だ」

　本名を言いたくないのなら別に構かまわない。どうせ俺はこの女と関かかわるつもりはなかった。この女は絶ぜつ対たいに関わってはいけない女だ。悪いが他人のために寿じゆ命みようを縮ちぢめるつもりはない。遠ざかる足音を背に俺は車に乗り込んだ。

　と、そのときだった。

　ばしゃり、という音がした。振ふり返ると彼女が路地に倒たおれ込こんでいた。

「……おい。雨女」

　声を掛かけたが彼女は倒れたままだった。俺は彼女に近づいた。彼女は動かなかった。彼女の肩かたを揺ゆすってみたが反はん応のうはなかった。

　彼女は身体からだを痙けい攣れんさせ、悪あく夢むにうなされるかのように声を漏もらしていた。だが、酷ひどく苦しんでいるというのに、黒い男物のスーツを着た美女が水みず溜たまりでのたうつ光景は卑ひ猥わいでさえあった。

「……ああっ……はぁ……やめ……ろ……あっ、あっ、ふあああっ！」

　彼女は身体を激はげしく仰のけ反らせた。口元から滴った血があっと言う間に降り注ぐ雨に流されていった。

　俺は何度も悩なやんだが、気を失った彼女を抱だき上げて助手席に乗せると、夜の街に走り出した。我われながら狂くるっているな、と思ったが、俺は自分のアパートに向かってハンドルを切った。

　何台もの高級車が物もの凄すごい勢いきおいですれ違って行った。遠くでパトカーのサイレンが聞こえた。今夜のニューヨークは騒さわがしくなりそうだった。

　それが俺と赤髪の殺さつ戮りく者しやとの出会いだった。




　　　　２




　夜が明けてもまだ雨は降り続いていた。五階の窓まどから見える景色は分ぶ厚あつい雲で灰はい色いろ一色に染そめられていた。このぶんでは数日は雨が降り続くだろう。

　俺は寝しん室しつに入った。七年前から自分以外は誰も寝ねたことのないベッドに、真っ赤な髪の美女が寝ていた。俺は窓まど際ぎわに置いてあった椅い子すに彼女に背を向けて腰こし掛かけた。

　本人の自じ己こ申しん告こくによれば名はレイニー。年ねん齢れい不ふ詳しよう。国こく籍せき不明。確たしかなのは性せい別べつぐらいだ。

　彼女の服を調べさせてもらったが、身分を示しめすような物は何もなかった。ポケットの中にあったのは洒落しやれた紙巻き煙草たばことオイル・ライター、それから金きん属ぞく製せいの三角錐すいを糸で結ゆわえた奇き妙みような道具だけ。てっきりネックレスかと思って手に取ったら、糸は剃刀かみそりのように俺の指をぱっくりと裂さいた。いったい何に使う道具なのか想そう像ぞうもつかなかった。

　俺はちらりと背はい後ごを見た。ベッドに運んだときに服を脱ぬがせたのでシーツの下は肌着だけだ。やや荒あらい呼こ吸きゆうに合わせて、滴したたらせた汗あせで肌に貼はりついたシーツが上下している。女の裸はだかで赤くなる歳としでもないだろうに、俺は彼女を直ちよく視ししていられずまた背を向けた。

　だいぶよくなったようだな……と俺は彼女の寝顔を見た言い訳わけをするように心の中で呟つぶやいた。

　昨さく晩ばんの苦しみ方は普ふ通つうではなかった。ベッドの上でのたうちまわり、自分の身体を引っ掻かき、涙なみだと涎よだれを垂たらしながら悲鳴を上げていた。何だか酷く背はい徳とく的なものを見てしまった気がして俺は朝までこの部屋に立ち入らなかったが、彼女の悲鳴は一晩中やむことはなかった。

　しかし、これほどの怪け我がをしながら病院にも行かずに『廃車』に隠かくれていなくちゃならないなんて、いったい何をしたのだろうか？

　その疑ぎ問もんはすぐに自分自身に返ってきた。俺はそんな女を部屋に匿かくまうなんて、いったいこのマヌケ探偵は何を考えてやがるんだ？

　しばらく考えても自分でも分からなかったので、俺は席を立ってドアへと向かった。朝食がまだだった。これからどうするかはとりあえず朝食を食べてから考えよう。

「……わたしを抱いたのか？」

　いきなり背後から声を掛けられた。振り返るとレイニーがベッドの中から俺に顔を向け、氷の視線で俺を見つめていた。

「自分でそんなことも分からないほどの状じよう態たいだったのかい？」

「だから聞いている」

「なるほど、理り屈くつだね。だが服を脱がす以外はしちゃいないさ」

「変わった男だな。わたしの身体に欲よく情じようしない男は初めて見た」

「……すごいことを言うな」

　さすがにその台詞せりふには面食らった。だがこの美び貌ぼうの持ち主ならあの妖よう艶えんなブリジット・バルドーを小こ娘むすめ呼よばわりすることも許ゆるされるだろう。俺は椅子をベッドサイドに持って行くと、少し距きよ離りをあけて座すわった。

「それで体調はよくなったのか？」

「ある意味では、な」

「どういうことだ？」

「お前が知る必要はない」レイニーはにべもなく言った。「わたしからも聞こう。わたしの身体に興きよう味みがないのなら、なぜわたしをここに運んだ？」

「あんたが知る必要はない、と言ったら怒おこるかい？」

「別に」

　彼女は一いつ切さい感情の揺ゆれを感じさせない口調で答えた。

　俺は自分のポケットから煙草たばことライターを取り出して火をつけると、ゆっくりと時間をかけて煙けむりを吸すった。

「……少しぐらい喋しやべったらどうだい？　たとえばどうしてあんたが苦しんでいるか教えてくれれば助けてやれるかもしれないぜ。銃じゆうで撃うたれたんだろうからせめて弾だん丸がんを抜ぬいてやろうと服を脱がせたが、あんたの身体には傷きず一つなかった。間ま違ちがいなく服を染そめた血は内側からの出血だったのに」

「話したところで無意味だ。わたしを助けられるのはわたし自身だけだ。わたしに関かかわっても何の得もないぞ」

「だったら出て行ってもらいたいね」

　レイニーは「……そうだな」と呟いて天てん井じようを見つめた。

「脚あしが動かないのに？」

　俺は少し意地悪く言った。俺の言葉に、ぴくり、と彼女の眉まゆが動いた。

「『なぜ分かる』という顔だな、雨女さんミス・レイニー・デイ」

「……間合いか」

　俺は頷うなずいた。

「昔に武ぶ道どうの真ま似ね事ごとをしたことがあってな。相手を叩たたきのめすための距きよ離り感ってのはよく分かるんだ。あんたは隙すきがあれば俺の胸むな倉ぐらを掴つかんでやろうとしているし、たぶんあんたが健康だったら俺を組み伏ふせるぐらい簡かん単たんなはずだが、あんたは俺が隙を作っても動こうとしない。となると、あんたが俺に何かできるのは腕うでが届とどく距離がせいぜいってことだ。ベッドから飛び起きることはできない」

「お前のような素人しろうとに殺気を気取られるし、おまけにわざと隙を作って試ためしていることに気づかないとはな……。わたしもよっぽど弱っているようだ」

　レイニーはつまらなそうに言った。

「……殺す気だったのかよ」

「言葉のアヤだ。殺気と殺意は違う。お前の背景を聞き、わたしの仕事の邪じや魔まにならないのならすぐにでも出て行くつもりだった。もっとも、下半身が完全に麻ま痺ひしてしまっているから運転手がいないと困こまるがな」

「俺に背景なんてないさ。俺の名はハリー・エンゼル。ただのしみったれた探たん偵ていだ」俺はボロボロのスーツを広げてみせた。「で、あんたに俺のベッドを空けてもらうにはどうしたらいい？　闇やみ医者なら何なん軒けんか知っているぞ」

　俺はさっきと同じ質しつ問もんをした。彼女は変わらぬ冷たい目で俺を見つめていたが、諦あきらめたように言った。

「行ったところで意味はない。この街の病院ではわたしの身体からだを治せない」

　レイニーはシーツから片かた腕うでを出した。上気して桃もものような色に染そまった彼女の素す肌はだに俺はつい目を逸そらしてしまった。でも彼女は何も仕し掛かけてはこなかった。

「傷は塞ふさがったが、奴やつめ、わたしの身体に毒を残してくれた。傷が塞がるときに奴の毒を身体の中に取り込んで、血が汚よごされてしまった。この通り、動くのは上半身の一部分だけだ。死に至いたる毒ではないから、放っておけばそのうち生理機き能のうで排はい出しゆつされると思うが」

「毒を打たれて動けないってことか？」

「簡かん単たんに言えばそうだ」

「まるでスピレーンの小説だな」俺は冗じよう談だんめかして笑ってみせた。しかし彼女は笑わなかった。昨日から俺の冗談は空から振ぶりばかりだった。「……それで、その毒とやらが抜けるには何日ぐらいかかるんだ？」

「早ければ二十年ほどだ」

「なんだよ、俺のベッドを二十年間も占せん領りようするつもりか？」

　俺は噴ふき出した。クールな女だが、冗談の言い方は心得ているようだ。喋しやべりたくないのならそれでいいさ。誰だれにだって喋りたくないことはある。俺は席を立った。

「朝食を買って来よう」

「待て、エンゼル」

　レイニーが俺を呼よび止めた。

「『ハリー』で結けつ構こうだ。エンゼル呼ばわりされると、まるで『サンタさん』と呼ばれたような気分になってくる」

「ハリーよ。わたしはお前の質しつ問もんに答えたが、お前はわたしの質問に答えていない。なぜわたしを助けた？」

「あんたみたいな美女に車に転がり込こまれたんだ。そりゃしょうがないさ」

　目を瞬しばたたかせる赤あか髪がみの美女を残し、俺は雨の降ふりしきるニューヨークの街へと出て行った。
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　俺は徒歩で『五十年前から変わらない味』が謳うたい文もん句くのデリカテッセンへと向かった。歩いて行くにはちょっとばかり距離があったが、車にはあの美女の流した血がべったりとついている。今日のニューヨークを走るには少しばかり目立ちすぎた。

　雨の中をパトカーが行き来し、ワン・ブロック進むごとに二人は巡じゆん回かいする警けい官かんに出くわした。対照的に子こ供どもや母親の姿すがたはない。昨夜から始まったニューヨークを支し配はいする二つのファミリーの抗こう争そうに、街は殺さつ伐ばつとした空気に包まれていた。

「よお、ハリーの旦那だんな」

　自じ称しよう『情じよう報ほう屋や』のニックが道路の反対側から俺を見つけて駆かけ寄よって来た。俺は徒歩を選んだことをさっそく後こう悔かいした。

「すげえことになってんな。もう両方のファミリーを合わせたら二十人以上が殺されているらしいぜ」

　と、ニックは何だか嬉うれしそうに言った。俺は足を止めると、スタンドでニューヨーク・タイムズを買った。トップ記事は当然ながらニューヨークの裏うら社しや会かいのボス、ビューナーの殺害事じ件けんだった。高級紙にしては珍めずらしく『魔ま王おう、殺害される』と扇せん情じよう的な見出しがついていた。

「何でそんな物を買うんだよ。それに書いてあることは俺もだいたいは知っているぜ」

「考え方が逆ぎやくだな。これを読めばお前のお喋しやべりを聞かなくて済すむと思ったから買ったんだ」

　俺は歩きながら大して興きよう味みもないマフィアの抗争の記事を読み始めた。ニックはポカンとしていたが、俺の後をちょこちょことついて来た。

　ボスを殺されたバロウズ・ファミリーはそれを対立するマケルヴィ・ファミリーの仕し業わざと見み做なし報ほう復ふくを始めたと書いてあった。『ニューヨークを根ね城じろにした二大ファミリーとはいえ、バロウズの方が規き模ぼは遥はるかに大きい。真正面から戦争を始めたらマケルヴィは一週間ともたず、葬そう儀ぎ屋やを大喜びさせることになるだろう』というのが新聞の分ぶん析せきだった。

「なあ、本当にそうなると思うか？」

　ニックは俺おれの目の動きを追って、ワン・チャプター読み終わったところを見計らって聞いてきた。

「さあね。葬儀屋の株かぶ価かが上がってないか調べたらどうだ？」

「なあ、旦那。そんな意地悪しねえで教えてくれよ。バロウズ・ファミリーにいた旦那なら、新聞に載のらねえような内部情報も入って来てんじゃねえのか？」

「お前は情報屋だろ？　顧こ客きやくに情報をねだってどうする」

「分かるだろ、旦那。俺もさ、いつまでもケチな情報屋じゃいたくねえんだ」

「勝つ方に付いて恩おんを売ろうなんて企たくらんでいるならやめておくんだな」

「へへ、そう言うなって。なあ、旦那。ちょっと頼たのまれてくれよ。捜さがして欲ほしい人間がいるんだ。上う手まくいきゃあ、いい金になるんだけどなあ」

「断ことわる」

「話ぐらい聞いてくれたっていいじゃねえか。仕事の依い頼らいだぜ」

　まるでプレゼントをねだる子供みたいに「なあ、旦那ぁ」と連発しながら俺の後をついて来たニックだったが、俺がデリカテッセンに入ろうとすると、ビクッとして足を止めた。

「どうした？」

「いや……何つーか、ここのばあさん苦手なんだよな。他の店にしねえか？」

　ニックは引きつった笑いを浮うかべた。

　そのときであった。ガラン、と金きん属ぞくが転がる音が響ひびいた。店の掃そう除じをしてたらしいばあさんが、手からバケツを落として立ち尽つくしていた。そしてその顔が真っ赤に染そまった。ばあさんは箒ほうきを振ふり上げて一直線に俺たちの方に向かって来た。

「この悪たれ！　よくもわたしの前に姿を現あらわせたもんだねっ」

「うわ、やべ……」ニックはくるりと向きを変えた。「そういうわけだから旦那、俺と組む気になったら連れん絡らくしてくれよ」

　ニックは猛もうスピードで走り去って行った。

　ばあさんは俺の前まで走って来たときにはすっかり息が上がっていた。

「あいつと何があった？」

「ふんっ、あの小こ僧ぞうには赤狩りレツド・パージのときに酷ひどい目に遭あわされたのさ。わたしを売りやがって。生きている間に同じ目に遭わせてやらないと気が済まないんだよ」

「ばあさん、あんた共産主しゆ義ぎ者しやだったのか？　そういや何年か街を留る守すにしてたが……」

「まあそんなものだね。ハリー、悪いがあいつの仲間だっていうなら、二度とわたしの店には来ないでおくれ」

「よしてくれ、付きまとわれているだけだ。それよりサンドイッチを作ってくれないかな？　昼に来るのは面めん倒どうだから二食分頼たのむよ」

　ばあさんは俺をじろりと見つめてから、「入りな」と言った。
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　相変わらず奇き妙みような店だった。店の中は缶かん詰づめに混まじって得体の知れない箱が埃ほこりを被かぶって山積みになっている。俺がガキの頃ころから同じ箱が積まれている気もする。さすがに缶詰でも腐くさっちまう気がするが、つまり『五十年前から変わらない味』ってのはそういうことなのかもしれない。

　俺は店の中に置かれたベンチに座すわって、ばあさんがサンドイッチを作ってくれるのを待った。やることがないのでさっき買った新聞を開いた。興きよう味みなんかないはずなのに、いつの間にかマフィア同士の抗こう争そうの記事を事細かに読んでしまっていた。

　バロウズ・ファミリーのカジノ『ガスハウス』が焼き討うちされたそうだ。ビューナーが生きているときは、警けい察さつも対立する組そ織しきも手を出そうとはしなかったビューナーのお気に入りだった店だ。相手からの「もうビューナーはいないんだぞ」という宣告に他ほかならなかった。

　新聞記者はこの抗争がバロウズの勝利で簡かん単たんに終わると考えているようだが、俺はそうは思わなかった。あの組織はビューナー一人が君くん臨りんする歪いびつなファミリーだった。ビューナーは数多くの女をはべらせていたが、妻つまは持たず、子こ供どももいなかった。政せい治じ家かや警察に金を渡わたすのではなく、言うことを聞かない権けん力りよく者しやは抹まつ殺さつして生き残りを服ふく従じゆうさせていた。それは俺が知っている七年前までの組織構こう成せいではだが、あの男が君臨していて大きな変化が起こるとは思えない。起こるのはこれからだった。

　いつの間にか俺は新聞記事の中に一人の女じよ性せいの名を捜さがしていた。彼女はまだビューナーに捨すてられず組織にいたはずだった。

　──もしかしてあの赤髪の女を家に連れ込んじまったのは、助手席に転がり込んでいたあいつが一いつ瞬しゆんジュリアに見えちまったからなのかもな……。

「いま組織はジュリアが動かしているらしいよ」

　いきなり声を掛かけられた。いつの間にかばあさんがハムのいい匂においが漂ただよう紙かみ袋ぶくろを持って俺の前に立っていた。

「……誰がそんなことを聞きたいって言った？」

　俺は新聞を丸めてポケットに突つっ込んだ。

「てっきりその情じよう報ほうが欲ほしくて来たんだと思ったんだけどね、探たん偵ていさん」

　このばあさんは情報屋というわけではないが、俺の情報源げんの一つだった。街に古くから居いついた人間は、網あみの目のような人間関係のネットワークを持っている。警察よりも株かぶ屋やよりも、こういった人間が街の裏うら話ばなしに通じている。ばあさんの茶飲み話は俺のような職しよく業ぎようの人間が金を払はらってでも聞きたいものだった。

「俺はとっくに彼女に関かかわる権けん利りを失っているさ」

　そう、彼女に庇かばわれて生き永らえたあのときから。

「だったらなんでいつまでもこの街にいるんだい？　ジュリア以外に、あんたがこの街にいる理由なんてないじゃないか」

「この街にはまだヤンキースがいるんでね」

　俺は笑ってみせてばあさんから紙袋を受け取った。棚たなからコーンスープの缶を三つ四つ取って紙袋に放り込んだ。ばあさんは俺が二食分のまとめ買いなんてしたことがないことにちゃんと気づいていただろうが、何も言わなかった。ニューヨークに長く住んでいる住人同士は、何かに気づいたって売ったりはしない。それがルールだ。俺は財さい布ふを取り出し、少し多めに金を渡わたした。

「……天使のくせに虚うつろな目をするようになったね、ハリー・エンゼル。昔の尖とがった小生意気な小僧だったあんたは好きじゃなかったけど、今の死んだみたいな目よりはずっとましだよ。いつまでもふらふらと空に浮ういていないで、いい加か減げん、地上に戻もどっておいでよ。根を張はっていない草は腐っちまうんだよ」

「ばあさん、俺のことを天使エンゼルと呼よぶのはやめてくれ。嫌きらいなんだよ、その呼ばれ方は」

　まだ何か言いたげなばあさんの視し線せんを振ふり切って、俺は店を出た。

　俺は雨が降ふりしきるデリカテッセンの前で足を止めた。店の前に黒いロールスロイスが停とまっていた。ドアが開き、ぴしりとしたスーツを着込んだ公こう認にん会かい計けい士しのような男が降おりた。

「乗れ、ハリー」

　グローヴァーは有う無むを言わさない調子で命じた。

「昨日は『この街を出て行け』とか言ったくせに、俺に何の用だい？」

「用があるのは俺じゃない」

「じゃあ誰が？」

　グローヴァーは苦々しげな顔で俺から顔を逸そらした。

「わたしよ」

　車の奥おくから声がした。優やさしく柔やわらかな女性の声が。

　俺の手からサンドイッチの紙袋が滑すべり落ちた。

「久ひさしぶりね、エンゼル坊やリトル・エンゼル。貴方あなたに頼たのみたいことがあるの」

　喪も服ふくに身を包んだジュリアが、七年前と何も変わらない笑え顔がおで俺に微笑ほほえみかけていた。
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　俺は車に乗せられてジュリアのマンションへと向かった。

　車の中で彼女は差し障さわりのない世間話しかしなかった。兵へい役えきに行っているはずなのにプレスリーの新曲が相変わらずリリースされているのはいったいどこでレコーディングしているのだろうかとか、たった九か月で終わってしまったディマジオとモンローの結けつ婚こん生活のことだとか、将しよう来らいの大だい統とう領りようと目されているハンサムな上院議員のことだとか、会わないでいたこの七年間に世間で起こったどうでもいい話だ。俺は「ああ」と「そうだな」しか応こたえられなかったが、別に周囲でぴりぴりした空気を放つグローヴァーや他のマフィアたちに気け圧おされたからではなかった。昔と変わらず小鳥が歌を唄うたうかのように喋しやべる彼女の声に俺は聞き惚ほれてしまっていた。

　マンションの部屋の前に着くと彼女はグローヴァーたちに「外で待っていてちょうだい」と命じた。グローヴァーは首を振った。

「それは困こまります。こんな奴やつと二人っきりなんてとんでもありません」

「どうして？」

　ジュリアはモンローみたいな無む邪じや気きな顔で小首を傾かしげた。

「貴方あなたとこいつの間に何があったかみんな知っています。ボスが亡なくなった後に二人っきりでいたなんて話が広がったら、ボスのお名前に傷きずが付きます」

「別にわたしはあの人の妻つまじゃないわ」

「そういう問題じゃありません」

「そんな噂うわさを広める奴の舌したを引っこ抜ぬくのが貴方の仕事じゃないの？」

　ジュリアはグローヴァーとの話を打ち切り、「来て」と俺に言って部屋の中に入って行ってしまった。グローヴァーは何か言いたそうだったが、二人の部下を残して外へと出て行った。俺は肩かたを竦すくめてみせてから彼女の部屋に入った。

　リビング・ルームだけで俺のアパートの部屋を全部合わせた広さの五倍はある部屋だった。部屋に彼女の姿すがたはなく、奥の部屋から湯を沸わかす音が聞こえた。

「座すわって待っていて、リトル・エンゼル」

　俺は言われるがままにソファに腰こし掛かけた。

　部屋は広かったが、部屋に置かれている調度や小物はこの高級マンションに置くにしては安っぽい物ばかりだった。どれもジュリアの趣しゆ味みで選ばれたものだとすぐに分かった。俺とジュリアが暮くらしていた頃ころに買った物とよく似にた物もあった。

　喪服姿のままのジュリアがトレイに紅こう茶ちやとおつまみを載のせて現あらわれた。彼女は俺のために紅茶を注いでくれ、おつまみの皿を差し出した。皿の半分にはクラッカーが、もう半分にはキャビアだの生ハムだのがバラバラに載っていた。俺は眉み間けんに皺しわを寄よせた。

「好きなのをクラッカーの上に載せて食べるのよ」ジュリアは笑って言い、俺がソファに置いたデリカテッセンの紙かみ袋ぶくろに目をやった。「またサンドイッチとコーンスープ？」

「朝も昼も晩ばんもね」

　そう言って俺はクラッカーだけを口に放り込んだ。ジュリアは俺の真ま似ねをしてクラッカーだけを口に運んでみせた。よくこうやって向かい合ってお茶を飲んだのを思い出さずにはいられなかった。

「今は君がこのファミリーを仕切っているそうだね」

　俺はクラッカーで粉っぽくなった口を紅茶ですすいで言った。何か喋っていないと、俺はどうにかなってしまいそうだった。

　すると彼女は自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべて目を伏ふせた。

「そんなんじゃないわ。あの人がわたしに多くの財ざい産さんを移うつしてくれていたから、みんなが勝手にわたしをあの人の後こう継けい者しやだと見み做なしているだけ。マフィアなんかに何の興きよう味みもないわ」

「でも君の命令で街は大変なことになっているぜ」

「ええ……。でも仕方ないことだわ」

「君は変わったな」

「そうかしら？」

「君は人が死ぬことを『仕方ない』なんて言う女じよ性せいじゃなかった」

「そう……かもね……」彼女は弱々しく笑った。「昔とはまったく逆ぎやくね。貴方はいつも血なまぐさい話ばっかりしていたわ。カジノのツケを払はらわない奴を痛いためつけてやったとか、麻ま薬やくを大量に仕入れることに成功してあの人の信しん頼らいを勝ち取ったとか……。わたしが『そんな話は聞きたくない』と言うと貴方は怒おこるから、仕方なくわたしたちは喧けん嘩かしないようにベースボールの話ばっかりしてた。未いまだにルールは分からないけど、あの頃のヤンキースのレギュラーはまだ全員言えるわ」

「でも君はディマジオが打席に立つと物もの凄すごい声で叫さけんでいたぜ。『ディマジオ、お願い、打って！』って」

「そして貴方はディマジオに嫉しつ妬としたのよね、リトル・エンゼル？」

「忘わすれてくれよ。もう彼も引いん退たいしたんだ」

　彼女は笑った。俺おれも笑った。

　──ダメだ。

　俺は心地ここちよい感覚に沈しずんで行きそうな自分を必死に抑おさえる。だが、いくら「彼女はもう昔のジュリアじゃない」と思っても、遠い昔の幻げん影えいが俺の前をちらつく。アーカンソーの田舎いなかからニューヨークに憧あこがれて出て来た小こ娘むすめだった彼女。十歳さいも年下のくせに俺のことを『リトル・エンゼル』なんて呼よぶ彼女……。

　俺は心の中で「ダメだ」ともう一度繰くり返した。

　俺たちが引き裂さかれたあの夜、彼女はビューナーの足元に跪ひざまずいて俺の命乞ごいをした。「お願いです、ビューナーさん。貴方あなたの物になります。身体からだだけじゃなく、心まで全すべて。だからこの人に手を出さないで。お願いよ……」忘れようとしても忘れられないあの言葉。心を交かわした人間を守るために別の男の物になった女性と、心を交わした女性に庇かばわれて死ぬべき機会を失ってしまった男……。俺たちはもう心を交わすことはできないのだ。

「それで、探たん偵ていに何の用だい？」

　俺はできる限かぎり他人行ぎよう儀ぎに切り出した。

「……助けて欲ほしいの、リトル・エンゼル」

　ジュリアの顔から笑え顔がおが消えた。彼女は声を震ふるわせながら言った。

「助けるだって？」

「ええ。わたしは疑うたがわれているの。彼を殺したのは本当はわたしじゃないかって」

「そんな馬ば鹿かなっ。君にそんな真似ができるわけがないっ」

「もちろんよ。経けい緯いはどうあれ、わたしはあの人の物になったんですもの」

　俺は『あの悪あく魔まのような男を、女の君が殺せるはずはない』という意味で言ったのだが、彼女は別の解かい釈しやくをした。

「あの人が殺されたとき、いたのはわたしと彼の二人だけだったの。あいつは土ど砂しや降ぶりの雨の中、窓まどを破やぶって現あらわれて、わたしの目の前であの人を切り刻きざんで去って行ったわ。でもわたしの話を嘘うそだと思っている人はいっぱいいるの。いえ、本当はわたしがやってないと分かっていながら、この組そ織しきを乗っ取るためにわたしを犯はん人にんに仕立てあげようとする人もいるわ……」

「グローヴァーか？」

　ジュリアは頷うなずいて「わたし、あの人が怖こわいわ……」と呟つぶやいた。

「ねえ、リトル・エンゼル。わたし、こんな組織になんて何の興きよう味みもないわ。お金を持ってこの街を出て行きたい。でも犯人が捕つかまらなくっちゃわたしは逃にげられないの。わたしは自由になれないの。お願いよ、リトル・エンゼル。わたしを自由にして……」

　彼女は顔を覆おおって泣き崩くずれた。

　俺は席を立って彼女の横に座すわった。彼女は顔を上げて涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみで俺を見つめた。

「分かった。俺に全すべて任まかせておけ」

「ああ……ありがとう、リトル・エンゼル……」

　ジュリアは俺の胸むねに顔を埋うずめた。甘あまい香かおりが鼻をついた。ミルクに蜂はち蜜みつを溶とかしたような甘い香りが。香こう水すいの匂においではなかった。知っている肌はだの匂いだった。

「ああ。だけど、どんな名探偵だって『あいつ』だけじゃ捜さがせない。特とく徴ちようをもっと詳くわしく話してくれ」

「女よ。凍こおりつくような目をした女よ」

「えっ……」

　俺はその言葉に心しん臓ぞうを鷲わし掴づかみにされた。ジュリアは続けた。

「それから炎ほのおのような赤い髪かみをしていたわ」
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　俺が部屋を出ると、廊ろう下かで待っていた二人のマフィアたちは俺に侮ぶ蔑べつの籠こもった視し線せんを送った。

「楽しんだのかい、探偵さん」

　若わかい方の一人が言った。俺はじろりと横目でそいつを睨にらんだ。吐はき気のするような下げ卑びた薄うすら笑いを浮うかべていた。よく見れば昨日俺が酒場で突つき飛ばした男だった。

　俺は「まあね」とだけ言ってやりすごそうとしたが、そいつは俺を追って来てしつこくからんだ。

「何をしてもらったか聞かせろよ。ボスがあんだけ長いこと使ってたんだ。そりゃすげえんだろう？　喪も服ふく姿すがたでしゃぶらせたのかい？」

　俺は足を止めた。

「そんなものじゃないね。きっとあんたがひっくり返るようなことさ」

「ほう、どんなことだよ？」

　俺は振ふり向きざまにそいつのニキビ面に思いっきりパンチを入れた。深くは入らなかったが、突とつ然ぜんの一いち撃げきに若い男は足をふらつかせた。

「こんなことさ」

「こ、この野や郎ろうっ」

　若い男は顔を真っ赤にして俺の胸むな倉ぐらを掴んだ。俺は手首をくるりと回して奴やつの手を簡かん単たんに外した。ガキの頃ころ、強ごう盗とう紛まがいのことをしていたときに覚えた喧けん嘩かのための技わざだ。手品でも見たかのようにキョトンとする奴の顔面に俺は肘ひじを使った一撃を入れた。肘の骨ほねで奴の頬ほおがぱっくりと裂さけ、奴は悲鳴を上げて床ゆかに転がった。

「気をつけな、小こ僧ぞう。俺が殺し屋だったら、ジュリアは殺されているぞ」

　奴は顔から血を流しながらこくこくと頷いた。もう完全に戦意を失っていた。だが俺は何の躊躇ためらいもなく、サッカー・ボールでも蹴けるかのように倒たおれた奴のみぞおちに靴くつのつま先をめり込ませた。この稼か業ぎように生きる者が自分の主人を侮ぶ辱じよくしたペナルティは身体からだで覚えるといい。白目を剥むいて悶もん絶ぜつした奴を一いち瞥べつして俺はジュリアのマンションを後にした。

　俺は土ど砂しや降ぶりの街を歩いた。すれ違ちがう人間は俺を見ると目を逸そらして道を空けた。昔のようだった。俺と目を合わせる度ど胸きようのある奴など誰だれもいなかったあの頃のように。そう、俺はそういう人間だった。俺に生意気な態たい度どを取る奴はみんな叩たたきのめしてやった。俺に損そんをさせた奴にはその十倍の対たい価かを払はらわせてやった。何年間も目立たぬよう卑ひ屈くつに生きてきた俺の胸に小さな炎が宿っていた。

　──たぶん俺はこのときを待っていたんだ……。

　アパートに着いた。俺は自分の部屋に入ると、デリカテッセンで買ったサンドイッチを床に投げ捨すて寝しん室しつのドアを開けた。

「遅おそかったな」

　ベッドの赤髪の女が首を少しだけ動かして俺を見て言った。朝食を買いに出で掛かけてから三時間以上が過すぎていた。もう朝食と言うよりランチの時間だった。

「色々と情じよう報ほうを仕入れて来たんでな」俺はポケットの中からぐしゃぐしゃになった新聞を取り出した。「読むかい？　バロウズ・ファミリーの抗こう争そうについて色々書いてあるぜ」

　カマを掛けるつもりで言ったのだが、レイニーは興味なさそうに首を振った。俺は新聞をゴミ箱に投げ捨てた。

「いい匂においがするな」

「鼻がいいな。ニューヨークで一番美う味まいサンドイッチだ。だが食うのは後にしよう」俺はハンガーに掛けてあった彼女のスーツを手に取り、彼女に投げた。「一人で着れるか？」

「どういうことだ？」

「まさか毒とやらが抜ぬけるまで二十年間も裸はだかでいるつもりじゃないだろう？」

「少し時間がかかるが、無理ではなかろう」

「じゃあ着き替がえてくれ。俺はその間に車の掃そう除じをしてくる。あんたの血がべっとりとついているからな。警けい察さつに止められちまう」

　俺はレイニーに背せを向けた。

「……待て、ハリー。お前はわたしに服を着させる意図を説明していない」

「街で『ビューナーを殺したのは赤髪の女だ』という噂うわさ話ばなしを聞いてきた。やったのはあんただな？」

「ああ、そうだ」

　とぼけるかと思ったら、レイニーはあっさりと認みとめた。

「もっと早く言って欲ほしかったね。俺は昔、ビューナーと一ひと悶もん着ちやくあったんだ。俺を疑うたがっている連中が今にもここに乗り込んで来るかもしれない。場所を変えよう。港に親しい友人が使っていない倉庫を持っているんだ。しばらくはそこに隠かくれられる」

　レイニーは「分かった」と答え、動かない身体を引きずるようにシーツから這はい出た。俺は彼女を残して部屋を出た。

　俺は机つくえの上の電話を取ると、１６１番街の『アッパー・デッキ』に掛けた。店主のデニスが出た。電話の向こうにいるのが俺だと分かるなり、デニスはあからさまに不ふ機き嫌げんな態度になった。

「おいおい、ハリーよ。まさか二日続けてウチに来るつもりじゃないだろうな。だけどお前みたいな……」

「黙だまって聞けよ、デニス。俺だってお前のクソみたいな店にゃ用はないんだ」俺は奴を遮さえぎった。電話の向こうで奴が息を呑のむ音が聞こえた。「そこに情じよう報ほう屋やのニックの奴はいるか？」

「あ、ああ……」

「じゃあさっさと代われ。『とびっきりの情報がある』と言ってやりな」

　デニスが慌あわてて受話器を置いて、店内にいるニックを呼よんでいた。待っている間に俺は机の中から拳けん銃じゆうを取り出し、弾たまが入っているのを確かく認にんして懐ふところに入れた。もう二度とこの部屋に戻もどって来ることはないだろうから持って行く物はないかと部屋を見回したが、特に未練のある物は思いつかなかった。

　──そう、俺は待っていたんだ。ジュリアが俺を頼たよって来てくれるときを。俺は過か去この借りを清算する機会を待って、身体の芯しんまで街の湿しつ気けで腐くさらせながらもこの街にしがみついていたんだ。

　俺はちらりとドアの向こうの寝室に目をやり、心の中で呟つぶやいた。

　そういうわけだ。悪いな、雨女さんよミス・レイニー・デイ。
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　俺は着替えを済すませたレイニーを半ば担かつぐように車に乗せた。助手席に女を乗せるのはこれが最後だろう。俺はラッキー・ストライクに火をつけると、車を走り出させた。

　雨はますます激はげしくなっていた。雨は嫌きらいだ。気が滅め入いってくる。いくら何年も雨降りのような人生を送ってきた俺だって太陽の光があった方がいい。ベースボールは太陽の下で見るものだ。

　俺は窓まどを開けた。煙草たばこの煙けむりが籠こもったのではなく、助手席の女の唇くちびるから漏もれる吐と息いきが狭せまい車内に充じゆう満まんしていたからだ。彼女の吐息はまるで媚び薬やくだった。

　レイニーはまた体調が悪くなってきたようだ。身体からだを小こ刻きざみに震ふるわせ、艶なまめかしく顔を歪ゆがめていた。

　──得体の知れない女だが、今なら殺せるかもな……。

　そんなことを考えていると、レイニーが話し掛かけてきた。

「……頼みがある」

「港に着くまで待ちな。向こうから走って来る車がバロウズ・ファミリーの車かもしれないんだぜ」

「待てないから頼んでいるんだ」

　彼女は荒あらい息を吐はきながら言った。俺はブレーキを踏ふんだ。

「で？」

「煙草が吸すいたい。わたしのスーツの胸むねポケットに入っているから取ってくれ。片かた手てでは上う手まく取れない」

「煙草だって!?」

　この気位の高そうな女が俺なんかに懇こん願がんしてまで求めたのが『煙草が吸いたい』だったことを怪け訝げんに思いながらも、俺は自分のくわえていたラッキー・ストライクを彼女に差し出した。

「それじゃダメだ……わたしの煙草じゃないと」

　俺おれは自分のラッキー・ストライクを窓の外に捨すて、言われるがままに彼女の胸ポケットからシガレット・ケースを取り出し、一本抜ぬいて彼女の唇に挟はさんで火をつけてやった。彼女は大きく吸い込んで唇の間から煙を吐いた。

「変わった香かおりだな。俺も一本吸ってもいいか？」

「ダメだ。もう残り少ない」

　シガレット・ケースにはあと一本しかなかった。俺はシガレット・ケースをレイニーに返し、車を発進させた。

「そういやその匂におい、どっかでかいだことがあるな」

「……何だと？」

「そうそう、思い出した。ばあさんのデリカテッセンでだ。あのばあさん、店に奇き妙みような代しろ物ものを色々と置いていてな。変なばあさんさ。俺が子こ供どもの頃ころには赤いローブに身を包んだ奴やつらがときどきやって来たもんだ。決まってばあさんに店を追い出されるんだが、こっそり覗くと、店の真ん中にチョークで奇妙な模も様ようを描いて……」

「その店はどこだっ！」レイニーが動く片方の手で俺の胸むな倉ぐらを掴つかんだ。「赤狩りレツド・パージの嵐あらしの中でまだこの街に赤あか魔ま術じゆつ師しが生き残っているとはっ」

「馬ば鹿か、よせっ」

　物もの凄すごい力で引っ張ぱられ、ハンドルを握にぎる俺の手が滑すべった。車は反対車線に飛び出し、対向車のクラクションが浴びせられる。俺はブレーキを踏みながらハンドルを切った。間かん一いつ髪ぱつのところで対向車の間をすり抜け、電柱に激げき突とつして車は停止した。

「何しやがるんだっ」

「その店に行け、ハリー。そこに行けば解げ毒どく剤ざいが手に入るかもしれん」

「ばあさんのデリカテッセンで解毒剤だと!?」俺は訳わけが分からず聞き返した。「魔術師がどうとか口走っていたな。いったいそりゃ何だよ？」

「お前が知らなくてもいい世界だ。わたしをそこで降おろして、厄やつ介かい者ものとはおさらばしろ」

「よせよ。ばあさんの店は街のど真ん中だぜ。あんたを隠かくれ家に連れて行ったら、俺が聞いて来てやる」

「だったらわたしは降りるだけの話だ」

　レイニーは不自由な身体を捻ひねって、ドアのノブに手を掛けた。

「やめろ。二十ブロックも先だぞ。この雨の中を這はって行くつもりか？」

「お前に頼たのむよりは遥はるかに早い」

　レイニーが俺の方を向いた。氷の目が俺を射い貫ぬいた。今までの物事に一いつ切さいの興きよう味みを持たない乾かわいた瞳ひとみではなく、憐れん憫びんの瞳だった。きっと神様が愚おろかな戦いに明け暮くれる人間を見下ろすときはこんな目をするのだろう。その瞬しゆん間かん俺は、彼女は全すべてお見通しだったことを悟さとった。

　俺は拳けん銃じゆうを抜いて彼女の頭に突つきつけた。

「……いつから気づいていた？」

「帰って来たお前の服にはあの女の匂いがこびりついていた。この街に巣くっていた悪魔を殺したときに一いつ緒しよにいた女だ」

「あの『いい匂いだな』という言葉は俺に警けい告こくを発していたのか……」

　レイニーは頷うなずいた。どうやら身体が動かないことを俺が見み破やぶったときの意い趣しゆ返しだったようだ。嫌きらいなやり方じゃなかったが、笑うのは無理だった。

「じゃあなぜあんたは一緒に来た？」

「お前を殺したくない。お前の目は、金や欲よく望ぼうでわたしを売るのではないと言っている。お前がわたしに裏うら切ぎりを見せる前に不ふ測そくの事じ態たいが起これば、お前を殺さないで済すむと思った。だがもう限げん界かいのようだ。わたしを降ろすがいい」

　俺は首を振ふって撃げき鉄てつを上げた。

「悪いが、あんたには借りはないが彼女にはあってな。彼女は俺を助けるためにあの悪魔に心さえも差し出したんだ。一生かかっても返せない借りだ。彼女を助けるためには、ビューナーを殺した犯はん人にんをはっきりさせなくちゃならない。誰にでも分かる方法でだ」

「わたしをあの女の前に連れて行く気か？」

「いいや、俺と一緒にこの街から逃にげてもらう。情じよう報ほう屋やのニックに『ハリーが赤あか髪がみの女と一緒にいるのを見た』と言いふらすよう頼んだ。俺が昔にビューナーと一ひと悶もん着ちやくあって恨うらんでいるのは街の誰もが知っている。俺が背はい後ごで糸を引いていたというなら誰もが納なつ得とくする。いま、この街じゅうのマフィアが俺たちを捜さがしているはずだ。銃撃戦の二、三回は覚かく悟ごしろよ。俺が犯人だと見せつける必要があるんだ」

　レイニーはまじまじと俺を見つめ、そして口元を緩ゆるめた。

「いい男だな、お前は」

　なんて笑え顔がおだ、と思った。このクソみたいな土ど砂しや降ぶりの雨空がいきなり晴れたようだった。この氷のような女に笑顔を見せてもらって心が動かない男がこの世にいるのだろうか？

「だがダメだ。わたしにはこの街でやらなくてはならないことが残っている。拳銃を下ろせ。これ以上、わたしに害意を向ければ容よう赦しやはしない」

「こっちの台詞せりふじゃないのかい、それは」

「いいや……お前はわたしがどんな生き物か分かっていない」

　レイニーは自じ嘲ちよう的に笑って、獣けものが獲え物ものを威い嚇かくするかのように口を大きく開いた。

　俺は絶ぜつ句くした。彼女の口の奥おくには二本の鋭するどい牙きばが生えていたのだ。

「わたしに喰くわれてしまうぞ、小こ僧ぞう」

　彼女はロクに自由のきかない手を俺の顎あごの下に伸のばして撫なで上げた。銃を握る俺の手がガタガタと震ふるえていた。だが同時に俺の下半身のものが硬かたく張はり詰つめていた。

「死線をくぐり抜ぬけて来たお前なら分かるだろう？　わたしたちとお前は違ちがう生き物なのだ。わたしたちの戦いにこれ以上関かかわればお前も……」

　そこでレイニーはハッとして言葉を切った。彼女はフロント・ガラス越ごしに、近くのビルの屋上を見上げた。

「車を出せ、ハリー！」

　土砂降りの雨の合間に黒い物が見えた。それはあっと言う間に巨きよ大だいな影かげとなり、激突音と共にボンネットの上に舞まい降りた。

　真っ黒な喪も服ふくに身を包んだジュリアだった。ジュリアはレイニーを見て壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべた。憎ぞう悪おと歓かん喜きに満ちた血まみれの笑みを。その口にはレイニーと同じように鋭い牙が生えていた。ジュリアは俺の方を向き、口だけ動かして言った。

　──ステキよ、わたしのリトル・エンゼル。

「ハリー！　死にたくなければ早くしろっ」

　レイニーが叫さけんだ。『死にたくなければ』というのが、二人の女じよ性せいのどちらが俺を殺すという意味で言ったのかは分からなかったが、俺は弾はじかれるようにギアをバックに入れてアクセルを踏ふんだ。だが、車はビルの屋上から降ふって来たジュリアの衝しよう突とつでいかれていた。

　ジュリアはぶんっと手を伸のばした。フロント・ガラスは簡かん単たんに粉々になった。ジュリアはレイニーの首を鷲わし掴づかみにした。めりっ、とジュリアの指が動けないレイニーの首に食い込み、血が噴ふき出す。

「この魔ま女じよめ」ジュリアは憎にくしみが血のように滲にじんだ声で言った。「マスターと同じ苦しみを与あたえて殺してあげるわ。脚あしから輪切りにしていって、残らず食べてあげる」

　何なんだ!?　これはいったい何なんだ？

　レイニーは唯ゆい一いつ動く片かた腕うでを持ち上げる。彼女の爪つめが五インチも伸びた。彼女はその爪を自分の首を絞しめ上げるジュリアの腕に目め掛がけて振り下ろすが、ジュリアは手を放し、ボンネットから飛び降りた。空振りしたレイニーの爪がダッシュ・ボードをざっくりと切り裂さいた。

　ジュリアは車が激げき突とつした電柱を掴んだ。鉄柱は飴あめ細ざい工くのように引き千切られ、ジュリアは引き千切った鉄柱を大きく振りかぶった。

「逃げろっ！」

　レイニーが俺に言った。だが俺は目の前で繰くり広げられる光景に硬こう直ちよくしていた。

　ジュリアは鉄柱を水平に薙ないだ。鉄柱が助手席側から迫せまり来る。レイニーが俺の胸むな倉ぐらを掴み、そこを軸じくにして自身の身体からだを引っ張るようにして俺に覆おおいかぶさった。その直後、物もの凄すごい衝突音と共に、車が吹ふき飛ばされた。レイニーが苦く痛つうの声を上げた。彼女は自分の身を盾たてにして俺を庇ってくれたのだ。

　吹き飛ばされた車はビルに激突して止まった。助手席側はぺっしゃんこになっていた。覆いかぶさったレイニーが噎むせ、血が俺の顔に吹きかかった。彼女が庇ってくれなかったら、俺はこの車のようになっていたはずだった。

　俺に覆いかぶさったレイニー越しに、近づいて来るジュリアが見えた。手には鉄柱を握にぎっている。

「……あいつを撃うて」レイニーが言った。「あいつはもう人間じゃない」

「撃つ……だって？」

　俺がジュリアを撃つ？　俺のために全すべてを捨すてさせてしまった女性を？

「そうだ。あいつはお前の命なんて何とも思っちゃいない……」

「そんなことないわ、リトル・エンゼル」ジュリアが言った。「わたしの側そばに置いてあげるわ。わたしを好きにさせてあげる。昔みたいにね」

　そう言いながらジュリアは鉄柱を振ふり上げた。

　そのときだった。一台の車が止まり、ドアからマシンガンを持った男が降おり立った。グローヴァーだった。グローヴァーはジュリアに向けてマシンガンを掃そう射しやし、彼女は吹き飛んだ。

「彼女を連れて逃にげろ、ハリーさん！」

　どうして奴やつが、と思う間もなくグローヴァーは黒い塊かたまりに組みつかれた。グローヴァーはマシンガンを向けるが、ジュリアはその手を払はらった。マシンガンと共にグローヴァーの片腕が引き千切られ、グローヴァーは絶ぜつ叫きようした。

「……やっぱり貴方あなたが糸を引いていたのね」

　ジュリアがグローヴァーに言った。

「そうさ、化け物どもめ」

「まずは貴方からね」

　そう言うなりジュリアはグローヴァーの肩かた口ぐちに食らいついた。ジュリアが顎を引くとグローヴァーの肩から大量の血が噴ふき出した。そしてジュリアは喉のどを鳴らして何かを飲み込んだ。

　食ったのだ。人間の肉を。

　ジュリアがグローヴァーの身体から降り、こちらに向かって歩いて来た。

　──愛しているわ、リトル・エンゼル。

　血まみれの顔でそう言った。昔と何一つ変わらない素す敵てきな笑え顔がおで。

　嘘うそだ。そう分かっていたが、それでも俺は拳けん銃じゆうの引き金を引けなかった。情なさけないことに俺の瞳ひとみから涙なみだが溢れた。ジュリアを失ったあの夜に流して以来、一度も流さなかった涙を。俺が知っているジュリアはもういないことを悟さとったのだ。

　銃声が響ひびいた。

　ジュリアの身体がのけ反る。俺ではなかった。ジュリアの背はい後ごでグローヴァーが懐ふところの拳銃を抜ぬいていた。

「ハリーさん……これで昔の借りはチャラだぜ……」

　また銃声が響いた。ジュリアは「そこで行儀よく待っていてね、リトル・エンゼル」と言ってグローヴァーの方を振り返った。

　俺はレイニーを担かついで半はん壊かいした車から這はい出すと、ビルの合間を抜けて反対の車道に出てタクシーに乗り込んだ。

「港だ。急げっ！」

　俺はジュリアたちの方を窺うかがいながら叫さけぶ。

「悪いけど降りてくれないかな、お客さん。あんたらみたいにヤバそうな奴は……」

　俺は運転手の脳のう天てんに銃口を押おしつけた。奴は「ひっ」と小こ娘むすめみたいな声を漏もらした。

「いいか。俺はするのが嫌きらいなことが幾つかある。その中でも一番嫌いなのがタクシーの運転手の血でべとべとになったハンドルを握ることだ。だがお前がどうしても乗車拒きよ否ひするっていうなら、お前の頭の中に詰つまっている物をそこにぶちまけなくちゃならない。俺が言っている意味が分かるな？」

　運転手は蒼そう白はくになってこくこくと頷うなずいた。

「だったら早くしろっ」

　車が走り出したときにはもうグローヴァーの拳銃の音は聞こえなかった。
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　ニューヨーク湾でタクシーを降りると、俺は彼女を背せに担いで湾岸の倉庫へ向かった。

「よお、ハリーさん。倉庫は空けてあるぜ」湾岸で船の荷降ろしをしている知り合いが近づいて来て言った。「でもよ、この時し化けだ。船はしばらく出ないぜ」

　土ど砂しや降ぶりの雨は嵐あらしを呼び、停てい泊はくした船は木の葉のように揺ゆれていた。

「分かった。それでいつまでいられる？」

「雨がやむまでは船も入って来ないから、それまでは自由に使ってくれ」

　俺おれは財さい布ふから五ドルばかり取り出して彼に渡わたした。彼は俺の耳元でこっそりと「……どういう事じ情じようがあるか聞かねえけど、その女だけはやめといた方がいいぜ」と言って去って行った。助手席に転がり込こまれたときから分かってたさ、そんなこと。

　俺はレンガ造づくりの倉庫に彼女を運び込むと、倉庫に積んであったビーンズの麻あさ袋ぶくろでベッドを作って寝ねかせた。俺を庇かばって傷きずを受けたせいなのか、彼女の身体からだは焼けるように熱かった。

「……本当に港に倉庫を用意してあったとはな」

「街でひと暴あばれしてからここに逃げて、そのまま船に潜もぐり込んで外国に出るつもりだった」

「悪いがわたしにそのつもりはない」

「『この街でやらなくてはならないことが残っている』か……。そいつはジュリアを殺すことだったんだな？」

　レイニーは答えず、俺をじっと見つめた。悲しい目だった。人を殺すときに何一つ心を乱みださない殺し屋の目を知っていたが、彼女の目はそれとは違ちがった。彼女は何かを押し殺していた。

「もう『お前には関係ないことだ』なんて言わないよな」

　俺たちは黙だまって見つめ合った。降りしきる雨音が倉庫中に響いていた。

「……この街を支し配はいしていたビューナーという男。あいつは人間ではない。人間の皮をかぶってはいるが中身は化け物だ。わたしと同じ、な」

「化け物だと!?」

「そうだ。見ていろ」

　そう言ってレイニーは爪つめを鋭するどく伸のばすと、動かぬ身体を捻ひねって自分の反対の腕うでをスッとなぞった。それだけの動きで剃刀かみそりをあてがったかのように腕がぱっくりと裂さけた。が、その傷はあっと言う間に塞ふさがってしまった。俺は口をあんぐりと開けて固まった。

「お前の持っている銃で頭に穴を空けたってすぐに元通りになる。見せてやってもいいが、お前はあまり見たくないだろう」

「……まあな」

「半信半はん疑ぎという顔だな。まあ、平へい均きん的な反はん応のうだ」彼女はつまらなそうに言った。「だがあの男を知っているのなら、その片へん鱗りんは見たはずだ。奴やつが部屋に連れ込んだ人間が二度と姿すがたを見せなかったり、奴の近くにいた人間が突とつ如じよ信じ難がたい腕わん力りよくを手に入れたりしたことはなかったか？」

　俺は頷いた。

「いなくなったのは奴に食われたからだ。あの生き物たちは人間を食らう。そして昨日まで普ふ通つうの人間だった奴が超ちよう絶ぜつ的な力を手に入れるのは、奴の『使徒』にされたのだ。使徒となることは人間をやめるということ。主人への絶対的な忠ちゆう誠せいと引き換かえに、長い寿じゆ命みようと力を得る。そして人間を食らい始める。わたしはそういった者たちを狩かる殺さつ戮りく者しやだ。お前が愛しているあの女も逃にがすことはできない」

「ジュリアは……その化け物になったと……いうのか？」

「そうだ。彼女は人間を超こえる力を得る代わりに、魔ま族ぞくに血の忠誠を誓ちかったのだ」

「違うっ！」俺は叫んだ。「そうじゃない。彼女は俺のために……いや、俺のせいであんな化け物になっちまったんだ！」

　俺は顔を覆おおって泣いた。自分が情けなかった。『彼女に借りを返せる日を待ち続けていた』なんて自分に甘あまえた言葉だった。俺はただ腐くさっていただけだ。自分の傷ついた心が癒いやされるのを待っていただけだ。その間ジュリアは、俺が想そう像ぞうしていた以上の地じ獄ごくを味わったのだ。

「……なあ、レイニー。俺はどうしたらいい？　彼女は酷ひどく悲しそうだった。彼女の心を救ってやるにはどうしたらいいんだ？　あんたなら知っているだろう？」

「主人を失った使徒を『漂ノ泊マ者ド』と呼よぶ。使徒が受ける血の束そく縛ばくは消しよう滅めつするが、心は変わらない。彼女は今、血の束縛ではなく彼女自身の意思でわたしに復ふく讐しゆうしようとしている。わたしを殺せば少しは気が休まるかもしれんが、それは一時的なこと。愛した主人の幻げん影えいを追い求めて永えい遠えんに彷徨さまようだろう」

「元に戻もどせないのか？　元の人間に」

「わたしの知る限かぎり、方法はない」

　レイニーは首を振ふって言った。どういったわけかは分からないが、彼女の無表情な美び貌ぼうは、まるで今日の雨のように泣いているみたいに映うつった。

　そのとき俺はハッとした。革かわ靴ぐつの音が近づいて来ていた。俺は拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「待て、知り合いだ」

「知り合いだと？」

「そうだ。奴は教きよう皇こう庁ちようの……」

　ドアが開いた。

「よ、ハリーの旦那だんな。捜さがしたぜ」

　そこにいたのは顔の良さだけが取り得の自じ称しよう『情じよう報ほう屋や』の坊やだった。

　ニックはレイニーに向かって投げキスを飛ばして言った。

「それから愛いとしきレイニーの姐あね御ごも。……おい、どうしたんだよ、姐御。顔色が悪いぜ」

　レイニーは珍めずらしくうんざりした顔でため息をついた。
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「……つまりグローヴァーの手引きで、あんたとニックがビューナーの暗殺を実行したってことか？」

「そうだ。グローヴァーは、仕えているボスが普ふ通つうではないことに気づいた。彼は自分が気づいたことを相手に悟さとられないよう色々と調ちよう査さを続けた。勇ゆう敢かんな男だな。普通なら恐きよう怖ふに呑のみ込まれて服ふく従じゆうする道を選ぶだろうに」

「後は俺から説明するぜ、姐御」

　ニックが割わり込んだ。レイニーは嫌いやな顔をしたが、喋しやべるのもつらいらしく「勝手にしろ、このお調子者」と言った。

「ちょうどその頃ころこの教区に派は遣けんされていた俺は、この街に異い常じような生き物がいる気配を察していた」

「『教区』だと？」

「ああ。だって俺、本ほん職しよくは神父だもの」ニックはあっさり言った。「で、俺とグローヴァーの旦那はお互たがい引き寄よせられるように出会ったつーわけよ。グローヴァーの旦那から色々と話を聞くとビューナーが魔族であることが濃のう厚こうになったんで、レイニーの姐御に来てもらった。そんで姐御はビューナーをぶっ殺したわけだが、行方ゆくえ知れずになっちまった。酒場でハリーの旦那と会ったときにも姐御のことを捜さがしていたんだが、実を言えば俺は、旦那がジュリアのために何かしてんじゃないかと疑うたがっていた。あんたがジュリアと過か去こに色々あったって情報は耳にしていたからな。でもまさか、レイニーの姐御とバッタリ出会って匿かくまっているとは思ってもみなかったね。一度旦那の家を家捜ししとくべきだったよ」

「……お前はいったい何者だ？」

「マヌケな情報屋とは世を忍しのぶ仮かりの姿すがた。その正体は神父、兼けん、スーパー・エージェントってとこかな？」

　親指を立ててニカッと笑ってみせるニックに、レイニーは横で小さく「……この馬ば鹿かめ」と呟つぶやいた。

　新たな足音が近づいて来た。今度はよろよろとした覚おぼ束つかない足音だった。

「やっと来たか……」

　レイニーが言った。

　ドアが開いて現あらわれたのはデリカテッセンのばあさんだった。手には大きなトランクを持っていた。俺が先さき程ほど連れん絡らくして来てもらったのだ。ばあさんは部屋の隅すみでとぼけた顔をしているニックを睨にらみつけた。

「……言っておくけど、赤狩りレツド・パージのときの恨うらみは忘わすれちゃいないからね、この悪たれめ」

「まあまあ。そう言うなって」

「ふ、ふざけんじゃないよ。あんたらがマッカーシーみたいなロクでなしと組んだせいで、わたしらがどんな目に遭あったことか！」

　激げつ昂こうするばあさんに、横からレイニーが言った。

「……そこらへんにしといてくれ、ロゼッタ。いいかげん苦しいんだ」

「分かったよ、赤い死神さん」

　ばあさんは横たわったレイニーの傍かたわらに腰こしを下ろすと、トランクを開いた。中には瓶びんやビニール袋ぶくろに入った何十種類もの草や液えき体たいが詰つまっていた。ばあさんはさっきレイニーが自分の腕うでを切って流した血を掬すくうと、鼻を近づけて匂においを嗅かいだ。そして顔を顰しかめた。

「酷ひどいのを打たれたねえ。さぞかし苦しかっただろうに」

　ばあさんは何種類かの草を取り出し、すり鉢ばちで潰つぶし始めた。

「お前がまだこの街にいると知っていたら、真っ先にお前の所に行ったのにな」

「あんたにゃ恩おんがあるからね。何百回だって助けてあげるさ。……でもこの悪たれを許ゆるすかどうかは別問題だからね」

　とばあさんは今にも噛かみつきそうな顔でニックのことを睨んだ。

「あんたら知り合いなのか？」

　俺が訊たずねると、レイニーとばあさんは顔を見合わせた。

「……それにしてもあんたは変わらないねえ……。最後に会ったのは何十年前だったかねえ。まだわたしがほんの駆かけ出しの小こ娘むすめだった頃の気がするよ」

「五十年ぐらい前だったかな」

「そんな長い時間を軽く言うもんだ」ばあさんは笑った。「あんたにとっちゃ五十年も五百年も変わらないんだろうね」

「そうだな……そうかもしれん」

　調合が終わったらしく、ばあさんは見るからに苦そうな粉末をレイニーに飲ませた。レイニーは顔を顰めた。ばあさんが水を飲ませようとしたら、ニックが横から引ったくり「俺に任まかせな」と口に含ふくんだ。「この悪たれっ、お前なんかがこの人の唇くちびるに触ふれられるとでも思ってるのかいっ！」とばあさんは激げき怒どした。何だか二人で彼女を奪うばい合っているかのようだった。

「ロゼッタよ。それで、いつから動けるようになる？」

「いくらあんたでも一日や二日じゃ無理だよ」ばあさんは残った薬を幾つもの包み紙に分け始めた。「何日も飲み続けて、汗あせと一いつ緒しよにゆっくりと身体からだの中から毒を流していくんだ。それまではこの天使さんに守ってもらいな」

　レイニーは俺を見つめた。俺は彼女に聞いた。

「ジュリアを見み逃のがすつもりはないんだな？」

　ばあさんは絶句し、そして「まさかジュリアまで使徒に……」と呻うめいた。

「ない。身体の自由を取り戻もどし次し第だい、わたしは彼女を殺す」レイニーは即そく答とうした。そして付け足した。「もしわたしを止めたければ、わたしと戦うがいい。この状じよう態たいでも構かまわない。……ニック、よせ」

　レイニーはニックを制せい止しした。ニックは懐ふところから拳けん銃じゆうを抜いて俺の額に照準を合わせていた。

「……もう一度聞くが、ジュリアを元に戻す方法はないんだな？」

「わたしの知る限かぎりでは存そん在ざいしていない。わたしはその方法を何百年も……」彼女はそこで首を振ふって言葉を呑のみ込んだ。「わたしの知る限り、使徒となってしまった人間を元に戻す方法はない」

「……分かった」

　俺は席を立った。ニックとばあさんが緊きん張ちようした面おも持もちで腰こしを浮うかしたが、俺は二人の横を通り抜ぬけ、倉庫の事じ務む室しつに置かれた電話を取った。俺は今朝連れて行かれたジュリアのマンションに掛けた。

　彼女が出た。彼女は「あら、ハリー。きっと貴方あなたは電話してきてくれると思ったわ」と言った。明るくて素す敵てきな小鳥の囀さえずりのような声で。

「あの女を連れて行く。俺たちが初めて出会ったあの場所で待っている」

　俺はそれだけ言って電話を切った。

　俺は拳銃を取り出した。俺はそれをじっと見つめた。答えを求めるかのように。

「……旦那だんなは引き金を引けないよ。何年も街の最下層そうを這はいずり回りながら、愛した女のことを思い続けるロマンチストにゃちょっとばかし酷こくだ」

　いつの間にかニックがいた。

「引けるさ。これが俺の過か去この清算なんだ」俺は答えた。「彼女がそう言ったのか？」

　ニックの肩の向こうで、横たわった赤あか髪がみの美女が静かに俺おれを見つめていた。

「いいや、これを渡わたせってさ」

　ニックは懐から自分の拳銃を取り出すと、銃じゆう弾だんを抜いて俺に差し出した。

「ウチの特とく製せい品ひんだ。これならばあの女を殺すチャンスがある」

　薬やつ莢きようには十じゆう字じ架かが刻きざまれていた。

「俺が死んだら、あんたらが始末をつけてくれ」

「旦那は死なないさ」

　ニックはさっきと逆ぎやくのことを言った。俺は「どうしてだ？」と聞いた。ニックは気取ったポーズを作って答えた。

「だってそうだろ？　女め神がみに惚ほれられた男はこんな雨の日に死んじゃいけないぜ」




　　　　５




　ヤンキー・スタジアムは雨の中で静まり返っていた。俺はガラガラの駐ちゆう車しや場じように車を停とめて裏うら口ぐちに向かった。閉とじられたドアを叩たたくと、ガキの頃ころから知り合いだった警けい備び員いんのじいさんが顔を出した。じいさんは顔を強張らせて言った。

「……何をやらかしたんだ、ハリー。バロウズ・ファミリーがお前を捜さがしているぞ」

「誰だれか捜しに来たかい？」

「何度か電話が掛かかってきたよ。ここに来ればお前が見つかると思っているらしい。まったく、いい迷めい惑わくだ」

　ジュリアはまだ来ていないらしかった。

「なあ、じいさん。ガキの頃みたいに入れてくれないかな？　試合が始まるまででいいからさ」

「この雨だぞ。試合ができるように見えるか？」

「じゃあちょうどいいじゃないか」

　じいさんは渋しぶい顔をしていたが、「この悪ガキめ」と言ってドアを開けてくれた。

　俺たちは並ならんで歩いた。ヤンキー・スタジアムは雨の音以外は何も聞こえず静まり返っていた。選手もスタッフもクリーブランドに遠えん征せいに出掛けているそうだ。

　じいさんは俺を警備員の控ひかえ室に案内した。どうやらじいさんは俺がバロウズ・ファミリーに追われてここに隠かくれに来たと思ったらしかった。

「まったく、お前もグローヴァーの奴やつもどうしようもない悪ガキだ。毎日のように忍しのび込こみやがって。わしは何度お前らを外に放ほうり出したか覚えてないぞ」

「二十年も前の話じゃないか」俺は苦く笑しようした。「でもじいさんは試合前の打だ撃げき練習だけは見せてくれたよな。一度なんか、ルー・ゲーリッグのサインを貰もらってくれた」

「ふん、そうでもしなきゃお前はクラブハウスから選手のバットを盗ぬすむからだ……。『鉄の馬アイアン・ホース』ゲーリッグ。ありゃタフな選手だったよ。病気で引いん退たいしちまわなけりゃ、永えい遠えんに誰にも抜かれない記録を作ったはずだ」

「今だって抜かれるものか。２１３０試合連続出場だぞ」

「さあ、どうだかね……。でもあの頃のベースボールは輝かがやいていたな。チャック・クラインにジミー・フォックス。それからもちろん……」

　じいさんは「言ってみろ」とばかりに間を空けた。

「またベーブ・ルースの話かい？」

「そうともっ」じいさんはパチンと指を鳴らした。「あれこそ史上最高の選手だ。知っているか？　あれは１９３２年のカブスとのワールド・シリーズ。同点でバッター・ボックスに立ったルースは、『あそこにぶち込んでやるぜ』とばかりにスタンドを指差し、そしてその予告通りホームランを……」

　じいさんはもう何百回と俺に聞かせた話をまた始めた。ルースの予告ホームランは新聞記者が脚色して書いたただの作り話って説が濃のう厚こうだが、じいさんにとってはどうでもいいことだった。じいさんにとってルースは完全無欠なヒーローなのだ。俺にとっての最高の選手はジョー・ディマジオ。そして今のファンたちはミッキー・マントルに声せい援えんを送る。そうやって幾いくつもの伝説と共に世代を越こえて受け継つがれていくのがベースボールというスポーツだった。

　警備員の控え室の前に着いた。

「しばらくはここでおとなしくしてろ。後は俺が何とかしてやる」

　じいさんは重々しく言った。おかしなものだ。俺みたいな厄やつ介かい者ものの探たん偵ていなんか誰もが嫌きらっていると思っていたのに、この街を出て行こうとした途と端たん、思いがけず心配してくれる人や世話を焼いてくれる人が出てくる。俺は口元が緩ゆるんでいた。この街もそう悪くはないのかもしれない。

「……じいさん」

　俺は喋しやべり続けるじいさんの肩かたに手を置いた。

「何だ、ハリー？」

「先に『すまない』と謝あやまっておく」

「え？」

　俺は、訳が分からず怪け訝げんそうな顔をするじいさんのみぞおちに拳こぶしをめり込ませた。俺は気を失ったじいさんを部屋の中に運んで寝ねかせると、外野席に向かった。

　俺は何百回と足を運んだヤンキー・スタジアムの外野席に腰こしを下ろした。ジュリアと最初に会ったのはこのスタジアムでだった。

　アーカンソーの田舎いなかから出て来た彼女は、ここでチケットのもぎりの仕事をしていた。雨の中で最後まで試合を見た俺に彼女が声を掛けてきた。「貴方あなた、よっぽどベースボールが好きなのね。わたしにはちっとも分からないけれど」見るからに垢あか抜ぬけない田舎娘むすめだった。でもニューヨークの女では見たことのない本当の笑え顔がおに俺はどうしようもなく惹ひかれちまった。俺はこう答えた。「この街に来たのなら、どれかのチームのファンになるのが作法さ」いつの間にか俺たちはベッドに裸はだかで寝ながらラジオで試合中ちゆう継けいを聞くようになっていた。

　でもそれからだいぶ時が流れてしまった。もうこの街に球きゆう団だんは一つしかない。

　俺は「わたしを球場に連れてってTake me out to the ball game」を口ずさんだ。いつも球場で唄うたわれる、ベースボール好きの変わった女の子の歌だ。

「『……ケイティー・ケイシーはベースボールに夢中さ。Katie Casey was baseball mad.それはもう熱を上げている。Had the fever and had it bad地元チームを応援するためにお金を使い果たしちまったぐらいだ。Just to root for the home town crew, Ev'ry sou Katie blew.ある土曜日、On a Saturday,ボーイフレンドher young beauがショウを見に行こうと誘ったが、Called to see if she'd like to go,ケイティーは断ってこう言った……To see a show but Miss Kate said,』」

「『わたしがしたいことを教えてあげるわ。No, I'll tell you what you can do.わたしを球場に連れてって。Take me out to the ball game.あの大観衆の中に……Take me out with the crowd.』」いきなり女じよ性せいの声が後を継ついだ。「懐なつかしいわね、リトル・エンゼル」

　ミルクに蜂はち蜜みつを溶とかしたような甘あまい香かおり、そして噎むせ返るような血の匂におい。俺は拳けん銃じゆうを抜ぬいて背はい後ごを振ふり返った。だが、そこには誰もいなかった。
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「やめなさい。貴方はわたしに傷きずをつけられないわ」

　ジュリアはグラウンドのすぐ前にいた。俺に背せを向けて無人のグラウンドを見つめていた。音もなく自分を飛び越えたのだ、と理り解かいするのには少し時間がかかった。拳銃を握にぎる俺の手が震ふるえていた。かつて『魔ま王おう』と呼よばれたビューナーに覚えた恐きよう怖ふ──それと同種の恐怖をジュリアに覚えていた。

　ジュリアが振り返った。

「あの女はどこ？」

「この街のどこかさ」

　俺は拳銃を向けながらジュリアに向かって行く。だが彼女は笑え顔がおを浮うかべながら俺を見み据すえる。

「彼女は解げ毒どく剤ざいを飲んだ。そのうち完全な身体になって、君を殺しに来るはずだ。だから……」

「だから何？　自分と一いつ緒しよに逃にげろとでも言うの？」

「あの男は死んだんだ」

「貴方こそ変わったわね。大好きな人が死んで悲しんでいる人に向かって『死んだ人間のことなんて忘わすれろ』だなんて……。胸むねが痛いたいのよ。あの人マスターが殺されてから胸がずっと焼けるように痛いの。わたしを助けて、リトル・エンゼル。あの女を百万回切り刻きざまなければこの痛みは治まらないわ。あの女が回かい復ふくする前に殺させてちょうだい。さぁ……あの女の所に案内して」

　拳銃がずしりと重くなる。彼女の悲しい微笑ほほえみに呑のみ込まれそうになる。

　──いや、違ちがう。

　俺は首を振った。

「君は俺を頼たよっているんじゃない。利用しようとしている」

　一いつ瞬しゆんだけ彼女の顔が強こわ張ばった。

「だったらどうしたの？　わたしがこんな身体からだになったのは貴方のせいなのよ」

「グローヴァーを食い殺したときの君は嬉うれしそうだったぜ」

「ええ、血の味はたまらないわ。あの女の居い場ば所しよに案内しないなら、貴方の肉も味わうことになるわよ」

「……ありがとう。俺みたいな女め々めしい男も、やっと決けつ断だんがついたよ」

　俺は彼女に向けて引き金を引いた。いつもは歓かん声せいを呑み込むスタジアムに悲鳴のような銃声が響ひびいた。

「無む駄だだって言ったでしょう？」

　ジュリアは黒い鳥のように舞まい上がって銃弾を躱かわし、俺の背後に降おり立った。手に鈍にぶい衝しよう撃げきが走る。彼女が俺の拳銃を叩たたき落した。観客席を滑すべって行く拳銃は銃身がＬ字型に折れ曲がっていた。彼女は俺の首を鷲わし掴づかみにした。爪つめの一本一本が鋭するどいナイフのように俺の首の肉にめり込んだ。彼女はネズミをいたぶる猫ねこのような顔をして言った。

「まだ間に合うわよ、リトル・エンゼル」

「何が……だい……」

「わたしたち、やり直せるって言っているの。昔みたいにね」

「だったらよかったんだがね」

　俺は引き金を引いた。銃声が轟とどろき、ジュリアの身体からだが大きく仰のけ反った。俺は続けざまにもう二発ジュリアの腹はらに銃じゆう弾だんを撃うち込んだ。ジュリアは悲鳴を上げて吹ふき飛び、銃弾の当たった所から煙けむりが立ち昇のぼっていた。

　さっきの路上での戦いで分かっていた。彼女はとてつもない肉体的能のう力りよくを手にしていたが、動きそのものは素人しろうとであると。たぶん俺と対たい峙じしたときには拳銃を弾はじき飛ばすだろうとあたりをつけていた。だから俺はニックの拳銃を借り、二丁に半分ずつ十じゆう字じ架かの刻こく印いんのある銃弾を装そう填てんしていた。

「リトル・エンゼル！」

　ジュリアは一瞬で俺との間合いを詰つめ、俺に向けて腕うでを水平に薙ないだ。俺は反はん射しや的に両腕で自分をガードした。が、重い衝撃と共に俺は吹き飛ばされた。べきり、という嫌いやな音が腕の骨ほねで鳴った。俺は二十フィートも飛ばされ、観客席に叩たたきつけられた。

「くっ……」

　激げき痛つうが走る。片腕がぐしゃぐしゃに折れていた。だがもう片方の腕はまだ動く。俺は拳銃を手にして地面を這はった。この拳銃に装填された銃弾はもう普ふ通つうの弾丸だけだ。さっき弾き飛ばされた拳銃を見つけなければ……。

　ジュリアが観客席の階かい段だんを降りてこちらに向かって来る。もはやその顔には偽いつわりの笑顔さえもなかった。

「おじさん！」

　そのとき外野席の入口で子こ供どもの声がした。あのホット・ドッグ売りの少年だった。

「いま鉄てつ砲ぽうの音がしたよねっ。何をやっているの！」

　少年は俺たちの方へと向かって走って来る。ジュリアが少年の方を向いた。

「小こ僧ぞう、逃にげろ！」俺は少年に向かって叫さけんだ。少年はびくりとして脚あしを止めた。「やめろ、ジュリア！　子供に手を出すなっ」

　すると彼女の肩かたからスウッと力が抜ぬけていった。

「そうね……ここでそんなものを子供に見せちゃいけないわね……」

　ジュリアの顔に浮かんでいたのは、初めて会ったときと何も変わらない優やさしい表ひよう情じようだった。

　少年の後ろに誰かが現あらわれた。ニックだった。ニックは少年の顔を手で塞ふさいだ。それと同時にヒュン、という風を切る音が聞こえた。次の瞬間、ジュリアの心しん臓ぞうを何かが貫つらぬいた。それはあの赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやのスーツのポケットに入っていた金きん属ぞく錐すいだった。

　ジュリアは崩くずれ落ちた。俺は床ゆかを這って彼女へと寄よった。彼女はまだ息があった。

「ジュリア……」

「ごめんなさい、リトル・エンゼル。貴方あなたの心の傷きずを利用したりして……」

「俺おれは君に謝あやまられる資し格かくなんてない」

「昔、約束したわよね。『自分らのどちらかが先に死ぬときには、憎にくまれ口をきいて死んでいこう。そうすれば残された方は死んだ相手のことを忘わすれて先に進める』って……。でも、ごめんなさい。死の足音を聞いてしまうと、どうしても貴方に醜みにくい言葉が言えないの。貴方の心に刻きざまれた最後の姿すがたが醜い女だなんてイヤなの。だってわたし、今でも貴方のことが好きなんだもの。こんな酷ひどい女を許ゆるしてちょうだいね……」

　それがジュリアの最さい期ごの言葉だった。俺は彼女の亡なき骸がらを抱だき締しめた。

　ふらついた足音が近づいて来た。ニックに肩を貸かされたレイニーだった。下半身が完全に麻ま痺ひしていたさっきまでとは違ちがい、自分の脚で地面を踏ふんでいた。

「すまない」

　レイニーが言った。

「……何を謝あやまることがある？」

「お前が過か去こを清算する機会を奪うばってしまった。だが、人間の心が残っている相手を人間のお前が殺してはならない……そんな気がした」

「じゃあなぜあんたが俺の罪つみを背せ負おう？　あんたは泣きそうな顔をしているじゃないか」

「気のせいだ。わたしは感情なんてものは捨すてた」

「感情をなくしてしまった人間は『感情を捨てた』なんて言わないさ。心に痛いたみを感じるから、その痛みで歩けなくなってしまわないよう、感情を噛み殺すんだ」

「……お前はこの街には似に合あわない男だな、探たん偵てい」

　レイニーは踵きびすを返した。

　俺が赤髪の殺戮者を見たのはそれが最後だった。








　　　　エピローグ




　その後のことを少し書いておこう。と言っても大して面おも白しろい話じゃない。

　あれから数年間は、あの赤髪の殺戮者の最後の言葉に反発するように探偵を続けていたが、結けつ婚こんを機に探偵を廃はい業ぎようしてニューヨークの新聞社で働き始めた。もうこの街ではトレンチ・コートを着た探偵は御ご用よう済ずみだった。だけど色んな奴やつの話を聞いて物事の裏うらを暴あばき出す仕事は探偵と少しだけ似ていた。

　俺が結婚したのは「そうね、貴方の言う通りだわ」が口くち癖ぐせのおっとりとした女だ。料理と編あみ物が好きで、日曜日には必ず教会に行く。赤髪の殺戮者にもジュリアにも似ていない。誰だれもが「お前には似合わない」と言ったが、俺たちはうまくやっている。一度だけ喧けん嘩かしたのは、ベトナム戦争の取材で戦場に行くことを決めたときだ。妻つまは「娘むすめが生まれるのよっ」と泣いた。けど俺はベトナムに行き、そして生きて帰って来た。

　世間でも色んなことがあった。大だい統とう領りようにまで上り詰つめたケネディはダラスで射しや殺さつされ、その恋こい人びとと噂うわさされたモンローももうこの世にはいない。兵へい役えき除じよ隊たいしたプレスリーは相変わらず元気に腰こしを振ふり、ベトナムで始まった戦争は泥どろ沼ぬまへと落ちていった。ディマジオはサイモン＆ガーファンクルに「どこに行ってしまったんだい？」と唄うたわれ、マントルは引いん退たいしてディマジオに続いてヤンキースの永えい久きゆう欠番になった。『３ルース』『４ゲーリツグ』『５デイマジオ』『７マントル』。ヤンキースは一桁台の背番号をみんな永久欠番にしちまうつもりらしかった。

　デリカテッセンのばあさんは天てん寿じゆをまっとうし、ばあさんの店は今は孫娘が継ついでいる。孫娘も怪あやしげな薬を扱あつかっているかは知らない。あのホット・ドッグ売りの少年は遠くオークランドまで行ってアスレティックスに入にゆう団だんしたが、未いまだマイナーでくすぶっているそうだ。「同じ守しゆ備び位置でレジー・ジャクソンとかいう凄すごい新人が出てきて、とてもじゃないがメジャーに上げてもらえそうにもない。あいつは化物だよ……」という意気消しよう沈ちんした手紙がこの前届とどいた。栄光と挫ざ折せつ。彼の未来にどちらが待っているか分からないが、ヤンキースの名捕手ヨギ・ベラの言葉を借りるなら「道は二つに分かれているが、進むしかない」のだ。

　俺も去年新聞社を定年退たい職しよくした。長いこと世界中を飛び回ったが、あれ以来、人外の怪かい物ぶつに会ったことはなかった。あの赤髪の美女にも……。




　そうそう、言い忘わすれるところだった。ニューヨークに新しい球団が誕たん生じようしたのだ。この街を捨すてて行ったドジャースのブルーとジャイアンツのオレンジを受け継いだ、ニューヨーク・メッツという球団だ。

　だが、とにかく弱い球団だった。創そう設せつされた年には40勝１２０敗というとんでもない記録を打ち立てた。信じ難がたいエラーを連発して負けるのが常つねで、ヤンキース時代には名めい将しようの名をほしいままにしたステンゲル監かん督とくを「今まで私も色々な敗戦を経験してきたが、まだこんな新しい負け方があるとは思ってもみなかった」と嘆なげかせた。だけれどニューヨーカーはメッツに熱ねつ狂きようした。自分らを捨てて行ったあの二つの球団が戻もどって来たも同じだった。いくら負けても惨みじめでもみんなメッツが大好きだった。

　そして１９６９年の今年、奇跡ミラクルが起きた。メッツが初のワールド・チャンピオンになったのである。「メッツが優ゆう勝しようする前に、人類は月面を歩くさ」とため息混まじりに言われたメッツがだ。

　こいつは少しばかり気持ちのいいニュースだった。




　　　　◇




「ねえ、パパ……」

　娘のジェシカが珍めずらしく自分から俺に話し掛かけてきた。母親に似にて無口な娘で、いつも一人で人形と遊んでいる。俺は「どうした？」と聞いてみた。

「今日ね、ニューヨークに雪が降ふるんだって」

　俺はポカンとして窓まどの外を見た。秋晴れの空はどこまでも青く澄すみ渡わたっていた。

「雪だって？」

「ジェシカ、嘘うそはついてないよ……」娘はぎゅっと人形を抱だき締しめて涙なみだを浮うかべた。「ラジオでそう言ってたんだもん……」

　俺はしばし悩なやんだが、やっとその意味に気づいた。

「じゃあ雪を見に行こうか」

　俺は娘を連れて晴れ渡ったニューヨークの街中へと出掛けた。




「うわあっ！　すごいね、パパ」

　ジェシカは歓かん声せいを上げた。

　ニューヨークの街は人で埋うめ尽つくされていた。奇跡の優勝を遂とげた『ミラクル・メッツ』の優勝パレードだった。

「本当に雪みたいだねっ」

　俺に手を引かれた娘むすめは空を見上げて嬉うれしそうにはしゃいで飛び跳はねた。

　聞いたところによると、どこかの局が天気予よ報ほうでこんな洒落しやれたことを言ったらしい。

『本日のニューヨークは快かい晴せい、所により紙かみ吹雪ふぶき──』

　摩ま天てん楼ろうから舞まい散る紙吹雪はまるで本物の雪だった。

　スター選手たちを乗せたパレード・カーが俺の前を通り過すぎて行った。ベースボールなんて見たこともないくせに娘は選手たちに黄色い声を上げた。ノーラン・ライアンとかいう若わかい投手に手を振り返してもらった娘は、五歳さいのくせに顔を赤くしていた。もしかすると娘も俺のように気が滅め入いるとスタジアムに脚あしを運ぶようになるのかもしれない。ベースボールというのはこうやって世代を越こえて行くのだから。

「さあ、そろそろ帰ろうか……」

　と俺は娘の手を引いてパレード・カーに背せを向けた。

　俺は息を呑のんだ。

　舞い散る紙吹雪の向こうに、真っ赤な髪の美女の姿すがたがあった。すっかり老ふけ込こんだ俺とは違ちがい、あの土ど砂しや降ぶりの夜に車に転がり込んで来たときと同じ美しい姿のままだった。

　俺は立ち尽つくした。紙吹雪の中で俺たちは向かい合った。

　人生の黄昏たそがれ時に向けたこの凪ないだ海のような生活の中でとうに忘わすれていた、あの身を切り裂さいて生き延のびていた土砂降りの日々……。二度とあんな頃ころには戻りたくないはずなのに、俺は彼女の姿に、たまらないほどの懐なつかしさを覚えた。

　だが、レイニーは俺に背を向けてしまった。俺は慌あわてた。まるで大切な思い出の写真が色いろ褪あせて消えてしまうかのようだった。「待てよっ」俺は老いの始まった身体からだに鞭むち打うって彼女を追おうとした。

　レイニーが振ふり返った。彼女は俺と手をつないだ娘に一いつ瞬しゆんだけ視線を送った。そして首を振った。俺は立ち止まった。彼女が何を言おうとしているか理り解かいして。彼女は頷うなずき、晴天の日に降る雪の中に消えて行った。

「パパ……どうしたの？」

　娘が聞いてきた。

「……何でもないよ」

　俺は首を振って答えた。

「来シーズンは一いつ緒しよにスタジアムでメッツを応おう援えんしようか？」

　娘は嬉しそうに頷いた。俺は手を引いて家路へと向かった。

　レイニーがこの紙吹雪の舞う街に姿を見せたのはただの偶ぐう然ぜんなのか、それとも何かの気まぐれで俺に会いに来たのかは分からない。でも彼女はもう二度と俺の前に姿を現あらわさない気がした。あの土砂降りの夜までは少しだけ重なっていた世界にいた俺たちだが、もはや俺たちの世界が重なることはないのだから。

　──けど、レイニーさんよ。いつまでもそんな夜の中にいて苦しくないのかい？

　ふとそんな言葉が浮かんだが、人生を緩ゆるやかにリタイヤしようとしている男にそんな言葉を吐はく権けん利りはなかった。俺は戦いをやめ、彼女は戦いを続けている。孤こ独どくの中で戦っている女じよ性せいが、ふと昔にすれ違った男に憧どう憬けいを覚えたからと言って、「本当は苦しいんじゃないのか？」なんて聞いてはいけなかった。

　俺は俺のケイティー・ケイシーのために「わたしを球場に連れてってTake me out to the ball game」を口ずさんだ。

「『……ケイティー・ケイシーはベースボールに夢中さ。Katie Casey was baseball mad.それはもう熱を上げている。Had the fever and had it bad地元チームを応援するためにお金を使い果たしちまったぐらいだ……Just to root for the home town crew, Ev'ry sou Katie blew.』」娘はすぐにメロディを覚えてハミングを始めた。俺は何かと引き換かえにこの平へい穏おんを手に入れたのだ。




　バイバイ、赤い髪かみの殺さつ戮りく者しや。

　もう二度と会うことはないだろうけど、もし今度俺の車に転がり込むときは、助手席のシートを濡ぬらさないようにしておくれ。








　あとがき




　無む性しように書きたくなってしまうシーンというのがふと浮かぶことがあります。

　たとえば１巻のプロローグにある、土ど砂しや降ぶりの雨が降りしきる高こう架か下したでレイニーさんと薫くんが対たい峙じしているシーン。剣けんの切きっ先さきを向けられながらも氷のように無む表ひよう情じようだった女性が、最後に微かな笑みを浮かべ、「わたしと同じ世界に来るか、ボウヤ？」と囁ささやく──。私の中にあるレイニーという女性のイメージを象しよう徴ちようしているシーンかもしれません。

　ルーシアの場合は３巻の初登場シーンの「跪ひざまづきなさい、この虫けら」なんかがそれにあたるかもしれないし、我が君の場合は……あ、これは書かないでおこう。うん。

　映画の中とかでも「この映画を撮ったのは、このシーンが描きたかったからなんじゃないの？」と思ってしまうぐらいビシッと決まったシーンがあります。

　たとえば『メジャーリーグ』の優勝決定戦。満まん塁るいのピンチになったとき、先発を外されていたピッチャー、リック・ヴォーンが主題歌「ワイルド・シング」に乗せてブルペンから登場すると、満員の観かん客きやくたちは悲ひ鳴めいのような歓声を上げ、立ち上がって「ワイルド・シング」の合がつ唱しようを始める──。何て言うか、目め眩まいがするほど震えるシーンです。

　この短編集に収しゆう録ろくされた１編も、あるワン・シーンを書きたいという衝しよう動どうからスタートしました。とは言ってもそれは私のイマジネーションの産さん物ぶつではなく、歴史上に実際にあった一場面です。雑ざつ誌しの記事に添そえられていたモノクロの古い写真。その写真を見たとき、私はその場面に登場人物を立たせてみたいと思ってしまったのです。

　もちろんその場面をリアルタイムで体たい験けんしているわけではないし、残念ながらまだ動いている映像も見たことはありません。だけれど私の頭の中にはハッキリとその光こう景けいが再さい現げんされています。

　その１編だけに言えることではありませんが、この短編集に収録された物語の様々なシーンが、著者の思い描いているぐらいにこれを読んでいる皆さんの中に再現させられることができたらな、と思っています。




　さ、て、と。後書きおしまい。今回は後書きのスペースもだいぶあるみたいだから（３巻の後書きを参照）、心置きなくノーラン・ライアンの伝でん記きを書かせてもらいましょう。

　……え、ダメ？　だ、だってスペースがあれば書いていいって……そんなことは言っていない？　ううっ、そうですか。はいはい、分かりましたよーだ。




　　　　◇




　えーっ、あらためてご挨あい拶さつを。貴子潤一郎です。担当がクラウディアさんなみに意地悪でノーラン・ライアンの伝記を書かせてくれないので、些いささか野や暮ぼにはなりますが、各編の解説とか執しつ筆ぴつ時じの話などを紹介させていただきます。




「スケアリー・モンスターズ」Scary Monsters：『ＤＭ』05年10月号

　長編１巻発売に合わせて『ＤＭ』に載せられるかもしれない、と１巻脱稿直後に書いたものですが、そのときは色々あって載のりませんでした。クライマックス・シーンが反はん復ぷくする構成になっているのは１巻と合わせたからです。

　タイトルはデヴィッド・ボウイの同名曲から。「ジョニーへの伝言」という別べつ案あんもあったんですが、薫くんの修行時代の話はみんなボウイの曲ってことで続けていれば、いつか「チャイナ・ガール」というタイトルで書いたとき、チャイナ・ドレスのコスプレをしたレイニーさんのイラストをともぞさんに描いてもらえるんじゃないかな～、と企んで。




「美女と野獣」Beauty & the Beast：『ＤＭ』05年11月号

　本書で「本日快晴」と並んでレイニーさんがフィーチャーされている話、かな？

　雑誌掲載時は英語タイトルで、『Beauty』も『Beast』もレイニーさんのことを指している──みたいなつもりだったんですが、これ１編だけ英語タイトルだと目次に並んだとき綺麗じゃないので日本語タイトルに直しました。これもボウイの曲です。




「だけど綺麗なものは天国には行けない」the Pretty Things are Going to Hell：『ＤＭ』06年５月号

　かなり無む理り矢や理りな訳で、ボウイの「the Pretty～」を直訳してしまうとニュアンスがまるで違います。

　これを書いているとき、ずっと使っていたワープロが限界に近づいていたので中古のすっげー安いノート・パソコンを買って移行を始めたんですが、キィ・タッチが肌はだに合わず、散さん々ざん苦く労ろうしました。

　そのことを（締しめ切きりを破やぶったとき）担当さんに話したら「道具のせいになんかして」とか言われたもので、ギーエン風に「ああん？　じゃあイチローがバットを選ばねえか？　松井がグラブを選ばねえか？」と言い返したら、リラフォード風に「だったら何で値ね段だんで選んだ？」としごくごもっともなツッ込みをされました。

　執筆道具に関してはその後まだまだ紆う余よ曲きよく折せつがあるんですが、それはまた別の機会に。




「お師匠様はご機嫌斜め　＃１　鏡の国のクラウディア一門」Troublemakers in Wonderland：書き下ろし

　リクエストの多かった真澄さん＆ルーシアの修行時代のお話。

　クラウディアさんとルーシアの二人のパーソナリティが固まったときから書きたかったコメディです。個人的にはもっと続きを書きたいので、勝手に「お師匠様はご機き嫌げん斜ななめ」というシリーズ・タイトルをつけてみました。高校生の真澄さんは１巻に比べるとまだ狂気に染まってはおらず、２人の女性の方は相変わらずです。

　そういえば本編では真澄さんとクラウディアさんの関係が明らかになるわけなんですが、執筆時にそのことをとある趣しゆ味みを持つ知人の女性に話したら──

「う～ん、でも真澄さんは『受け』だからなぁ……」

　と、死ぬほど微び妙みような反応をいただきました。なお、そのお方からは「むしろ『我が君はご機嫌斜め』を書けっ」と脅きよう迫はくされています。




「本日快晴」Young American：書き下ろし

　土砂降りの雨の中、主人公の探偵の車に謎の美女が転がり込んで来る──。

　というこのオープニングは、元々短編集『眠り姫』に収録された『探偵真木』シリーズのために用意していたプロットでした。実際、半分以上書いてあったのですが、タイトルの由ゆ来らいになっているエピソードを雑誌で読んだ瞬間「こりゃレイニーさんで書くしかないわ」と『探偵真木』の方はボツにしてこの中編に仕立て直すことを決めました（でもボツにしたのにもかなり未み練れんがありまして、ず～っと後で発表するかもしれません）。

　本編の舞台の選択にはかなり私の趣味が入っていますが、決して趣味で書いたわけではありません。既に半分書いてあった小説をボツにしてでも書いてみたいエピソードでした。ベースボールを通して、あの時代の空気、そして流れていく時間というものを感じていただければ幸いです。




　さて、話したいネタはまだまだあるのですが（アレのこと）、だいぶ長くなったのでここらへんで終わりにしましょう。次は遅れている『煉獄のエスクード４』になるはずです。なんか毎回後書きで謝っている気もしますが、なるべく早くお届けしたいと思います。

　それでは次回作で。
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